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    　この俺、冬ふゆ嶺みね冬とう馬まの告白シミュレーションは完かん璧ぺきだった。


    



    　片思いの子の名は、之の々の星ぼし縁ゆかり。


    　高校受験そっちのけで考えた告白の文面は、軽く二百回以上は見直しただろう。


    　鏡の前で笑顔を作る練習も毎晩した。


    　考えに考えぬいたセリフを噛かまずに声に出す練習もだ。


    　隣の部屋の妹から「ねえお母さん、お兄ちゃんが夜中にボソボソうるさい」と告げ口されたこともあったけど、今の俺はそんな過去をも乗り越えてここにいる。


    　高校入学の翌日──


    　丸一年シミュレートしてきた之々星縁への告白をいよいよ実行に移す時だった。


    　ここで俺の青春は成じよう就じゆする。


    　いや、もはや成就したとさえ言ってもいいだろう。


    　……。


    　……そのはずだったんだけどな。


    　何がどうしてこうなったんだ？


    　俺は彼女に「好きです」って思いの全すべてを伝えたはずだったのに。


    「わたしもよ。わたしも好きだったの！」


    　黒髪をさらさらとなびかせて俺を見上げる美少女──之々星縁。


    　彼女が、嬉うれしそうに声を弾ませて両手を差しだした。その手に『ようこそ、ほま高登山部へ』と大きく書かれた冊子を握って。


    「嬉しいな、わたし知らなかったよ。冬嶺くんも登山が好きなんだよね？」


    「…………」


    「冬嶺くん？」


    「……ああ、好きだよ。いいよね登山」


    　之々星縁の笑顔に圧おされるままに、俺は頷うなずいていた。


    　さあ──


    　いま起きたことを改めて説明しよう。


    　高校に入学してすぐ片思いの子に告白したはずの俺は、なぜか、まるで知らない登山部に入ることになっていた。
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    　県立ほまれ高等学校。


    　略称「ほま高」。


    　男女共学で、生徒数は一教室につき四十人前後。これが合計七教室で一学年。規模としてはいわゆる公立高校の標準だろう。県内ではそこそこの進学校として知られているが、全国の有名私立や難関国立と比べると頭一つか二つは落ちる。


    　つまりは地味な学校なのだ。


    　ここ最近は有名私立校に負けないよう芸術とスポーツに力を入れているらしいが、それは俺、冬ふゆ嶺みね冬とう馬まにとってはどうでもよかった。


    　大事なのは家から近くて自転車で通学できること。


    　そして何より、俺が丸々一年以上も片思いしている女の子、之の々の星ぼし縁ゆかりがこの学校を受験するということ。


    　それが、俺がここ「ほま高」を第一志望にした決め手だった。


    　高校受験の合格発表日──


    　あいにく早朝から雨が降り続く午後、受験生たちの歓声と嘆なげきの声がほま高の校舎前に響きわたっていた。


    「……よし」


    　合格証書にある「合格」の文字を見て、俺は小さく握り拳こぶしを固めた。


    　合格は嬉うれしいけれど感激ってほどじゃない。夏の全国模試でも担任の先生からは「冬嶺にはもっと難関校を受験してほしい」と言われてたし、受験当日の手応えも十分だった。


    　それでもなお拳を握ったのは、この合格でいよいよ機が熟したという自分への激励だ。


    「そうだ、之々星は!?」


    　ハッと傘かさを持ち上げる。


    　視界の悪い雨。さらに数十人の生徒が傘をさしているせいで見通しが悪いけれど、そんな中、俺は一人の少女を捜し続けた。


    　……いた！


    　雨のなか浮かびあがる黒髪の少女。


    　クラスメイトの女子に囲まれて、少し恥ずかしそうにしながらも合格証書を手にして記念写真を撮っている女の子。之々星縁の姿がある。


    「よかった。合格か……」


    　思わず胸をなでおろした。


    　優等生の之の々の星ぼしが不合格なわけがないとは思っていたけれど、幸いにして、お互い第一志望の高校に合格できたというわけだ。


    　ここまでは予定どおり。さあ気合いを入れろよ冬ふゆ嶺みね冬とう馬ま？


    　四月からの高校生活。初恋の女の子への告白と、そこから俺の青春が始まるんだから。


    　そんな俺の決意が──


    「うぉぉぉぉぉっ合格だ！　おいやったぜトーマ！」


    「うるさっ!?」


    　耳元で雄お叫たけびを上げたクラスメイトのせいで吹き飛んだ。


    　小学生時代からの友人、石いし田だ榮えい太た郎ろうだ。


    「すげぇよトーマ！　俺、模試の判定Ｃだったけど、お前の出題予想のおかげだよ！」


    「ああ。受験の前日だから早めに寝ようと思ってたのに、よりによって夜十一時に電話かけてきて朝三時まで寝ずに数学教えた俺も嬉うれしいよ」


    「大問二つ的中だもんなー。お前ってば予備校の先生かよ！」


    「だから予備校の先生に素直に聞いてれば良かったのに……って落ちつけ。傘かさを揺らすと雨がこっち飛んでくるから！」


    　傘を振り回して大喜びする学友から距離を取る。


    　ああもう……榮太郎が傘を振り回したせいで水滴が飛び散って、俺の持ってた合格証書が雨に濡ぬれてシワシワじゃないか。


    「ところでトーマは？　合格した？」


    「聞くの遅っ。まあ合格したけど」


    　雨に濡れた合格証書を鞄かばんにしまう俺。


    　これ以上、大事な証書を榮太郎の傘攻撃で濡らされたらたまらない。


    「そりゃそっか。トーマが不合格だなんてありえないもんな」


    「社会科は危なかった。あと英語のヒアリングと国語の古文も結構……勘でマークした」


    「お得意の数学はどうだったんだよ？」


    「そっちは自信ある。だけど数学だけかな。俺も意外と合格ギリギリだった気がする」


    「いやいやトーマのおかげで超チヨー助かった！　これで俺も一いつ色しき先輩の硬式テニス部に入れるよ。中学の時から先輩とダブルス組むって約束しててさ。……先輩、俺やったっす！　今度こそ全国大会出場ですよ。手始めに県の強豪校と片っ端から練習試合を──」


    　もう三十回は聞かされた夢を熱く語りだす榮太郎はさておいて。


    「之々星は」


    　再び後ろをふり返る。


    　彼女はというと、今もまだクラスメイトの女子に囲まれているところだった。


    　……之の々の星ぼしはクラスの人気者だもんな。


    　……誰にでも優しくて、前向きで、しかも可か愛わいくて。


    　彼女は出しゃばりすぎず、あまり自分からは喋しやべっていないようだった。


    　いまだ興奮冷めやらない女子友達の合格苦労談に耳を傾けて、そして時折嬉うれしそうに一緒に微笑ほほえむだけ。その淑しとやかな佇たたずまいからして、周りの女子とは明らかに違う。


    　まあ、これは俺の目から見たらの感想だけど。


    「よし、よし。完かんっ璧ぺきに予定どおり！」


    　自分への激励で拳こぶしを握り固めた。


    　これで春から三年間、俺は彼女と一緒の高校に通うことになる。


    　次の注目はずばり、入学式当日のクラス分け。


    　七教室あるクラス編成で之々星縁ゆかりとクラスメイトになれば、もういつだって告白のタイミングを狙ねらえると言っても過言ではないだろう。


    「確率およそ七分の一。ちょっと外れの多いサイコロくらいのもんだろ。大丈夫いける、俺の告白シミュレーションは予定どおり進んでる。ここまで来たら最後まで運があっていいはず。さあ神様！　当たりの目を頼みます！」


    　俺の人生でおそらく最初で最後の神頼み。


    　どうか俺の初恋の人と、同じクラスに配置されますように。
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    　四月。


    　ほまれ高等学校の校庭に咲く桜が、風に吹かれて踊るように空を舞うなかで。


    　入学式を終えた俺は力つきていた。


    「『神はサイコロを振らない』──アルベルト・アインシュタイン。そうだった。神様にサイコロを振るようお願いした俺が迂う闊かつだった……」


    「え？　なんだよトーマ？」


    「ちなみに元の意味は違うから。俺はただ言いたかっただけ」


    「だから何がだよ!?」


    「気にしないでいいよエイタロー」


    　自分の席に座ってうつぶせになる俺。


    　そんな俺の机の前には石いし田だ榮えい太た郎ろう。


    　入学式を終えた俺たちは、決定された教室にそれぞれ移動を終えていた。


    「今日かぎりで神様を信じるのはやめ。やっぱり確率こそが真理だった。七分の六でハズレを引くならそりゃ神様だってどうしようもない」


    「なんの話だっての？」


    「俺は一年Ａ組。なんで之の々の星ぼしがＢなのさ……一つズレてれば……」


    　この俺、冬ふゆ嶺みね冬とう馬まはＡ組。


    　そして俺の机の前に立っている石田榮太郎もＡ。これで之々星縁ゆかりがＡだったならすべて完かん璧ぺきだった。誰もが幸福になれる調和に満ちたクラス配置だったはずなのに。


    「だからトーマさ、なんで入学式の日から机に倒れてるんだ？」


    「……変かな」


    「お前一人だけ酔いつぶれたオヤジみたいだっての」


    　入学式を終えて。


    　高校の校舎に初めて足を踏み入れた一年生は、皆がそわそわと落ちつかない様子だった。


    　多くのクラスメイトが椅い子すに座ったり立ったりの繰り返しか、同じ出身中学で固まったり、社交性のある奴やつは早くも個人の連絡先を交換しあったり。


    　そんな中。


    　我関せず自分の机に突つっ伏ぷしているのは、確かに珍しいのだろう。


    「逆にエイタローは、なんでそんな陽気なんだよ」


    「え？　わかる？　いやぁやっぱわかっちゃうかー。実はさっき硬式テニス部の入部届、職員室でもらってきちゃったんだよね」


    　ひらり、と既に名前を書き終えた入部届を取り出すスポーツ系男子。


    「エイタローはやっぱテニス部？」


    「おうよ。中学じゃ関東大会ベスト８だったけど、高校こそ全国行くぜ！」


    　自信ありげに公言する石いし田だ榮えい太た郎ろう。


    　小学校では野球で、中学の時には軟式テニスで関東大会出場。


    　有名私立にスポーツ推薦で入学するような生徒には及ばないが、公立高校の部活動という観点なら十分すぎる即戦力だろう。


    　……でもスポーツ選手かっていうと雰囲気がソレっぽくないんだよな。


    　……むしろテレビの芸能人みたいな？


    　のほほんとした天然っぽい人なつこさがある。だからこそ、中学で帰宅部まっしぐらだった俺でも話が合うんだろう。


    「トーマはどうすんの？」


    「なにが」


    「部活」


    「……あー、そういえばどうするかな」


    　机の上に置いてあった小冊子をパラリとめくる。


    　一人一冊配られていたソレは、ほま高にある部活動の紹介冊子だ。運動部が十八で文化部が十六。合計で三十四の部活があることまでは俺も知っている。


    「トーマ部活決めてなかったのかよ」


    「んー。まだ。ボチボチ考える」


    　之の々の星ぼし縁ゆかりへの告白のことで頭がいっぱいだったから。


    　なんて言えるわけがないけれど。


    「エイタローこそテニス部以外は？　高校は兼部もアリだって聞いたけど」


    「おう！　兼部したい部活もあるぜ。ほらダンス部とか弓道部とか珍しいじゃん」


    　小冊子を開く榮太郎が、その見開きを俺に向けて差し出した。


    「トーマも、中学は……ほらアレだったけど高校でもう一回バスケとか？　お前、中学の顧問の先生からも上う手まいって言われてたじゃん」


    「無理。しかも今さら入ってもブランクあるし」


    「そうかぁ？　中学の球技大会、バスケ部の奴やつらに交じって活躍してたけど」


    　部活の紹介冊子をめくる榮太郎。


    「まあいいや。じゃあ文化系の部活は？　ほら化学愛好会みたいなの。こういう理系ってトーマの得意分野じゃん」


    「得意だけど別に好きってわけじゃないから。数学は好きだけど、理科は別に」


    　冊子を手にとってみる。


    　運動部のページから文化部のページまでを一通り眺めながら。


    「とにかく部活はヒマな時に考える。だけど今日の俺は」


    「今日のトーマは？」


    「……傷心中。部活とか考える気持ちになれない」


    　生返事でそう答えて、俺は再び机に突つっ伏ぷした。


    「あー、なんてこった」


    　高校入学を機に之の々の星ぼし縁ゆかりに告白するっていう計画も見直しだ。


    　どうする？　クラスメイトになれなかったことで彼女との接点が見つからない。かといって隣のクラスに行って之々星に直接声をかけるのは、どうやっても周りに知られることになる。それはさすがに恥ずかしいもんな。


    　急募。之々星縁と二人きりになる方法……


    　部活選びはさておき、俺は机に突っ伏した恰かつ好こうでソレばかりを必死に考えていた。
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    　──之々星縁という少女について。


    　この俺、冬ふゆ嶺みね冬とう馬まが知っていることはそう多くない。今まで大した接点がなかったからだ。


    　ほま高一年生……というのは当たり前だとして。


    　意外なのは空手が得意ということ。武道界じゃ有名な空手一家の生まれらしい。


    　外見は、アイドルのような派手さはないものの、しっとりと落ちついた可か愛わいらしさが魅力的だ。身体からだの線が細く、ストレートな黒髪も相まって奥ゆかしい大和やまと撫なで子しこのような印象がある。


    　すごく自然な笑顔が魅力で、見るだけで心癒いやされる気分になる。


    「ホントは、俺みたいに地味な奴やつには高たか嶺ねの花なんだろうけどさ……」


    　中学の三年間でも、彼女からすれば、俺は「男子の一人」くらいにしか認識されていなかったに違いない。


    「あー……数学教えたことが去年二回くらいあったっけ？」


    　之々星縁の得意科目は英語と社会で、苦手なのが数学と理科。


    　いわゆる典型的な文系少女だ。一方の俺は幸いにして数学と理科は自信があって、放課後に何度か数学の宿題を教えたことがある。


    　高校受験の塾の講師が厳しくて宿題ができてないと怒られるから、と。


    　ありがとう、名も知らない塾講師の先生。おかげで貴重な接点がありました。サイコロを振り間違える神様より百倍ありがたかったです。


    　しかし問題は、だ。


    「さあどうする俺。考えろ、之々星と二人きりになる手段……！」


    　入学式の翌日。


    　ＨＲホームルームを終えた放課後、人ひと気けのない教室で俺は鞄かばんを肩に担いだ。


    　Ａ組の教室を出るついでにＢ組の前を通ってみる。


    　之の々の星ぼしが教室から出てきたところで偶然に鉢合わせするなんていうのも期待したけれど、Ｂ組はとっくにＨＲホームルームが終わってて彼女の姿はない。帰宅したか、それとも榮えい太た郎ろうのように仮入部に行ったのか。


    「之々星が入りそうな部活ってやっぱり空手部？　あ、でもウチは空手部ないから……かわりに柔道部とか？」


    　とにかく彼女に告白できる場がほしい。


    　之々星が部活を考えてるなら俺もその部活に入部して……とも一瞬考えたけど、中学の時に諸事情で帰宅部だった俺にとって、それは本気で切せつ羽ぱ詰つまった時の最終手段だろう。


    　とはいえ念のため、さっきの部活の紹介冊子をパラパラと歩き読み。


    「映画部？　へえ、やっぱ高校の部活って種類が多いよな。野鳥研究部に天文部。運動部だと……なにこれ登山部？　こんなのもあるのか」


    　そんなことを考えながら校舎三階の一年生教室を後にする。二階を伝って一階へ。日の当たらないジメジメとした廊下を歩きながら。


    「あー……やらかした。計算外だ」


    　俺は、紹介冊子を握ったまま右手を振り回していた。


    「あんなに完かん璧ぺきに告白の練習してたってのに。告白のセリフだって毎日呪じゆ文もんみたいに唱となえて暗記してたじゃん。なのに……」


    　俺が一年間を費ついやした告白シミュレーション。


    　自分で言うのもおかしいが完璧だったはずなんだ。


    　放課後の廊下ですれちがった時や、校門前でバッタリ出会わした時も、どんな場面で二人きりになってもいいように挨あい拶さつも考えてあったし、そこから理想的な流れで告白に進む会話の流れもシミュレートしてた。


    　だがこの計画に問題があったとすれば、それは、どんな場面でも告白できる準備は万全だったものの「どうやって二人きりになるの？」という、そもそもの大前提がすっぽり抜けていたことだろう。


    　……いや、だって同じ高校に進学するわけだし。


    　……二人きりになる機会チヤンスも自然に舞い込んでくると思うじゃないか。


    　初恋というものに自分でも困惑するなか、とにかく「同じ高校に合格できたら告白する！」と己おのれを奮い立たせてきたけれど、そんな勢い任せじゃダメだったことに気づいたのが、入学式でのクラス分けというわけだ。


    「くそ、同じ教室ならこんな悩み即解決だったのに……」


    　別クラスでは彼女の様子もわからない。


    「二年生のクラス替えまで待つか？　いやいや、それで他の男子に先を越されたら笑えないって。それに二年のクラスだって一緒になる保証なんてないんだし」


    　自問自答して頭をふる。


    「ああもう、肝心の之の々の星ぼしはどこで何してるんだろ」


    「わたしがどうかしたの？」


    「そりゃあもう。之々星と二人きりになる為ために……って、うわあぁぁぁぁっっ!?」


    「冬ふゆ嶺みねくん？」


    「ご、ごめんっ！　い、いやいきなり……いきなりすぎて……」


    　俺はその場で跳び上がっていた。比ひ喩ゆ表現じゃなく本当に心臓がドクンと打って、両脚まで痙けい攣れんしたように震え上がった。なぜならば。


    「驚かせちゃった？　ごめんね」


    　人なつこい笑顔で俺に向かって微笑ほほえむ黒髪の少女。


    　そう、之々星縁ゆかりが目の前に立っていたのだ。


    「久しぶり！　卒業式で少し話したけど、入学式は別クラスだったもんね。クラスはどう？　仲良しの石いし田だくんと一緒だから良かったよね」


    「あ……う、うん」


    　呂ろ律れつが回らないどころか言葉がまるで出てこない。


    　しっかりしろ俺。そんな適当な相づちじゃなくて、もっと気の利いた返事でないと。


    「ところでさっき、わたしのこと──」


    「いやいやいや！　アレは全然気にしないでいいから！……ええとあの……そうだ、之々星のクラスは授業とかどう？　宿題は？」


    「宿題！　そうなの。ウチね、いきなり数学の宿題たくさん出たの！」


    　あっ、と思いだしたように声を上げる之々星縁。


    　廊下で名前を呟つぶやいてたのをまさか本人に聞かれるとは思わなかったけど、幸か不幸か、彼女の意識はソッチに流れてくれた。


    「数学Ⅰの十二ページ目の基礎問三つ。あと次のページの練習問題ぜんぶ！　家に帰ったら大急ぎでやらなきゃって困ってたの。数学が得意な冬嶺くんが羨うらやましいな」


    「どうだろ。俺も数学が得意っていっても中学の時だし」


    「ううん絶対できちゃうよ。冬嶺くんなら高校の問題だってササッと解けちゃいそう」


    「そうかな」


    「そうだよ！　去年、わたしも数学教えてもらった時はすごく助かったもん」


    　懐かしそうに口元をほころばせる彼女。というか俺、そんなに之々星の印象に残ってたのか。些さ細さいなことだけど嬉うれしいな。


    「それで冬嶺くんは帰り？　それとも部活の見学？」


    「え、ええとそんなところ」


    　当たり障りのない返事をする間に、ドクン、と胸が高鳴った。


    　……そう。そうだよ！


    　……頭真っ白になりすぎて意識から飛んでたけど、これは絶好の機会じゃないか！


    　放課後特有の、どこか閑散とした人恋しい情調ムード。人ひと気けのない一階校舎。


    　今だ。それ以外に考えられない。この機会を逃のがしたら二人きりの状況なんて何か月先になるかもわからないし、高校卒業まで来ないかもしれない。


    「その……そうだ！　俺、之の々の星ぼしに言いたいことがあって！」


    「え？　なに冬ふゆ嶺みねくん」


    　笑顔で続きを促す彼女。


    「実は俺」


    「うん」


    「俺！　の、ののののぼしさんのことがががっ！　……って、今のやり直し！」


    「冬嶺くん？」


    「ご、ごめん！　待った。違うから、今のなしでもう一回！」


    　待て、話が違う！


    　本番は緊張感が段違いなんですが!?


    　自分の部屋で練習した時は歌劇オペラの主人公みたく恰かつ好こういい台詞せりふを暗唱できたってのに、喉のどが緊張でカラカラに渇いて上う手まく発声できなかった。


    　だけど、ここまで言ったからには後戻りはできない。気を抜くと倒れてしまいそうな緊張感のなか、俺はさっきまで読んでいた部活の冊子を思いきり握りしめて踏みとどまった。


    「あの……之々星さん」


    　今の動揺しきった思考回路じゃまともな言葉が浮かんでこない。ならば作戦変更、昨日までの練習のことはひとまず忘れよう。


    　とにかくたった一言。単純明快、誰にだって伝わる一言で──


    「俺、中学の時からずっと好きでした！」


    「────」


    「こんなこと急に言って迷惑かもしれないけど……」


    　しばし無言で立ちつくす彼女。


    　俺の顔をじっと見つめ、その後に、不意にうつむいて俺の手元の方を見たりして。


    「ううん。そんなことないよ」


    　彼女はそう言ったのだ。


    「わたしもよ。わたしも好きだったの！」


    「っ！　本当に!?　え？　あ、あの……ウソじゃなくて？」


    　思わず声が裏返った。


    　こんな場面で彼女はウソを言うような人じゃない。そうわかっていても、今の俺にはそれを平然と受けとめられる自信がなかった。


    　だって「わたしも」って。まさかの両思い？


    「これからも一緒だね。よろしく！」


    　嬉うれしそうに彼女が両手で冊子を差しだした。


    　その手に『ようこそ、ほま高登山部へ』と大きく書かれたページを開いて。


    「ささ、入ってみようよ！」


    「……え？」


    　今度は俺が聞き返す番だった。


    　彼女が指さしたのは俺と彼女が立っている廊下の、すぐ正面。


    　ほま高登山部。


    　そう書かれた校舎一階の小さな部室だ。


    　登山部？　部室？　告白が受理されたと浮き足立ったのも束つかの間、何かがおかしいと、俺に残っていた僅わずかな平常心が違和感を訴えかけてくる。


    「嬉しいな、わたし知らなかったよ。冬ふゆ嶺みねくんも登山が好きなんだよね？　わたしもなの！　ここ受験する前から登山やってみたくて！」


    「……と、登山？」


    「うん！　わたしもわたしも、登山部のページ、嬉しくて開いてきちゃった！」


    　冊子片手に、部室の前で一人嬉しそうにはしゃぐ彼女。


    　わたしも、とはどういう意味だろう。そう思った俺だが、彼女が見つめていたもの──すなわち、俺が部活の冊子を握りしめていたことを思いだしてすべてを悟った。そうだよ。俺、ここに歩いて来る時まで、この学校の部活のこと調べてたんだった。


    　さらに言えば、俺が最後に見ていた冊子のページはまさにその登山部で────


    「ほら、登山部って女の子にあんまり人気なさそうなの。わたしの友達も、みんな吹奏楽とか軽音部とかを考えてるし」


    「……あの……ええと……」


    　まさか俺の全身全霊の告白って、もしやとんでもない勘違いをされてないか？


    　確かに俺は「好きです」としか言ってない。


    　偶然にも登山部っていう部室の前で告白してしまったこと。


    　俺自身、目の前に意中の子がいるのに、「之の々の星ぼし縁ゆかりさんが好きです」まで言うと逆にくどくなると思って咄とつ嗟さに名前を省いてしまったこと。


    　ダメ押しで、俺がまさに登山部のページを開きながら部活の冊子を握っていたこと。


    　いくつもの不幸が重なった結果──


    「登山、好きなんだよね？」


    　ああやっぱり。


    　俺を見つめる彼女の澄んだ瞳ひとみには、一切の迷いが感じられなかった。


    　俺が登山好きだと確信した目。そして俺に、今さら「いや好きっていったのは登山部のことじゃないんだ」なんて言えるわけがなかった。


    　だって、こんな無邪気に声を弾ませる彼女の笑顔を汚けがせるわけがない。


    「冬ふゆ嶺みねくん？」


    「……ああ、好きだよ。いいよね登山」


    　機械口調で生返事。


    　ただ、それでも黒髪の少女は嬉うれしそうだった。


    「部室お邪魔してみようよ。まずは部活の話を聞くだけでも！　ね？」


    「あ、俺さ、今日は予定があるんだ！　いやー残念だな。俺も見学したいんだけど」


    　咄とつ嗟さに思いついた私用を盾たてに、俺は首を横にふった。


    　このまま登山の話に向かってしまうと告白の件がいつまでたっても進展しない。


    　……落ちつけ俺。之の々の星ぼしと話せたんだから今日は十分な成果だろ。


    　……あとは数学の宿題でも何でもいいから、次に二人で会う約束を取りつければ！


    　間違っても部室前じゃない場所で。


    　よし、これなら大丈夫。いけるはずだ。


    「冬嶺くん、今日は帰るの？」


    「そ、そうそう！　だから、もしよかったら明日か明後日あさつてにでもまた二人で」


    「ちょっと待ったぁぁぁぁぁぁっっっ！」


    　突然の怒声。


    　直後、背後から走ってきた長身の女子高生に、俺は襟元をぐいっと掴つかまれていた。明るめの茶髪をポニーテールにまとめた大人びた雰囲気の──


    「キミたち一年生ね」


    「え？　あ、あの……どちらさま？」


    「三年の御み傘かさマリ、登山部の部長を務めてるわ」


    「部長さんですか!?」


    　表情を明るくした之々星縁ゆかりがさっと姿勢を整える。


    「ご挨あい拶さつが遅れて申し訳ありません。わたし之々星縁と申します」


    「ふむふむ縁っちね。よろしくよろしく」


    　俺の首根っこを掴んだまま頷うなずく先輩女子。


    　初対面なのに「縁っち」呼ばわりかよというツッコミもあるんだけど、今はそれ以上に俺の状況が解げせない。なぜ俺はこんな捕虜みたいに掴まれたままなんだ？　首痛いし息もしにくいんですが。


    「センパイ？　俺の首……」


    「この子、ちょっと借りていくわね。縁ゆかりっちは先に部室に入ってて」


    　そう言い残すや階段に向かって三年生の先輩女子が走りだす。


    　もちろん掴つかんだ俺の首根っこは離さずに。


    「ぐはあっっ!?　く、首……首が………………っ!?」


    「冬ふゆ嶺みねくん!?」


    　あっという間に遠ざかっていく之の々の星ぼし縁の姿。


    　喩たとえるならば、そう。魔王に姫を奪われた王子さながらの状況だ。あいにく攫さらわれた姫役が俺なのでちっとも悲惨さがないんだけれど。


    「さあ駆け上のぼるわよ新入生君。キミの青春の階段を！」


    「意味わかんないんですが!?」


    　誘拐でさえここまで強引な力ちから業わざじゃないだろうと思うほど豪快に、俺は引きずられるようにして階段を上っていった。二階、三階、さらにその上へ。


    「そっち屋上じゃ!?」


    「うん平気、合い鍵かぎは作成済みだから」


    「なにが平気なのかわかんないんですがねっ！」


    　生徒立ち入り禁止という札のついたロープを潜くぐって、俺はその先へと引きずられていった。


    



    　木の葉まじりの春風の舞う屋上。


    　高校の正門から最寄り駅へと続く道、それに商店街を一望できる場所に、俺はこの先輩女子と二人きりになっていた。


    「やあ初めまして新入生君」


    　屋上の端で。


    　落下防止のための鉄てつ柵さくの前まで進み、その先輩がふり返った。


    「私は御み傘かさマリ。先ほど言ったとおり三年生で、登山部の部長をしている者だ」


    　美女という言葉がピタリと似合う切れ長の双そう眸ぼう。


    　端整な鼻筋に、すっと整った顔の輪郭。之々星縁が奥ゆかしい和風少女なら、この先輩女子はさしずめ若手女優的な面立ちか。


    　身長は百六十センチの半ばほどあるだろうか。女子では背丈に恵まれた方で、それに見るからにスタイルもいい。


    　特に、第三ボタンまで外した白シャツ付近。


    　わずかに前のめりになった先輩のシャツの合間から、かなり際どいところまで胸の膨ふくらみが露あらわになっている。それも相当に立派なものが。


    「ん？　ああ、これは失敬」


    　自分の胸元に手をあてて先輩女子が苦笑。


    「放課後はネクタイを外してるんだ。息苦しいからね。派手な恰かつ好こうでキミを屋上に連れてきたけど、別に私が不良でキミを脅そうとかってことはない。安心しておくれ」


    「……はあ」


    　結局ボタンは留めないのか。


    　いや、まあ別にいいんだけど。俺としては目のやりどころに困ってしまうわけで。


    「ていうかセンパイ」


    「ん？」


    「さっきと口調、全然違いませんか。さっきはまだ女子っぽい口調だったのに」


    「ああ。キミが縁ゆかりっちと一緒にいた時だね。こんな感じかな。『私は御み傘かさマリ、登山部の部長を務めてるわ。よろしく！』」


    　さっきの声真似まねをしてみせる本人。


    　そう。さっき俺が之の々の星ぼし縁と一緒にいた時は女子っぽい口調だったのに、今は劇場で知的な紳士を演じる男役のようだ。それも相当に演じなれた熟練の花形団員のよう。


    「中学の頃に演劇部だったんだ。今も登山部と兼部してるけど」


    　肩をすくめてみせる御傘マリ。


    「老紳士の役を演じた時にこんな口調にはまってね。ほら、社会に出たらできないだろう？　企業の受付嬢に秘書、経理、銀行のお客様相談員もそう。どんな企業であれ相応の気品を求められる。それが嫌いというわけじゃないが、こうした嗜し好こうは今しか許されないし」


    「その口調が？」


    「そうさ。今の私なら『演技だから』で許される。だからやってみたいんだ。もちろん人は選ぶよ。こう見えても成績優秀な模範生で通ってるんでね」


    　おどけた表情で先輩女子が片目をつむってみせた。


    　確かに、俺の目から見てもそのウィンクは上う手まいけど大げさすぎる。自然と身についたものではなくて演劇部で磨みがいた「演技」の一つなのだろう。


    「先生や女子の前ではやらないよ。ああ、あと初対面の人間にもね」


    「……俺は？」


    「初対面だと言いたいんだろう？　もちろんだとも。しかし特別だ。なにしろ少年、キミはこの高校で登山部に入るんだから。キミが部員で私が部長だというのなら、私だって遠慮する必要はないからね」


    「え。いやいや、ちょっと待って。誤解ですから」


    　これは之々星と同じパターンか。


    　登山部の部室の前で俺が告白したのを目撃して、登山部の扉を叩たたいてみようかと悩んでいる新入生と勘違いした。とはいえ告白現場だったなんて知られたくないし、そう思ってくれていた方が俺も気は楽なんだけど。


    「キミの名前は」


    「……冬ふゆ嶺みね冬とう馬まですが」


    「よしよしトーマ。私のことはマリ部長と呼んでくれて構わないよ」


    　だから登山部に入った覚えはないんですが。


    　俺がどうやって誤解を解こうかと考えてる間に、マリ部長はすっかり肩の力を抜いた様子で背後の鉄てつ柵さくに寄りかかっていた。


    「トーマ、ほま高へようこそ。入学の感想はどうだい？」


    「……どうと言われても」


    「ここは第一志望？　それとも私立の進学校も受けてて、その滑すべり止め？　青せい堂どう館かん大学付属とかセシリア外語学園とか」


    　どちらも県内屈指の名門私立だ。校舎は綺き麗れいだしスポーツ設備も整っていて、おまけに教師陣も一流。ただし凄すさまじく学費が高いことで有名である。


    「普通にここが第一志望で、私学は受けてないです」


    「へえ？　よほど自信があったんだね。普通、滑り止めを受けるよう中学の先生から言われるはずだけど」


    　片かた眉まゆをつりあげる仕草のマリ部長。


    「なるほどなるほど。そういうことか、まあ予想どおりだね」


    「なにが『予想どおり』なんですか」


    「キミは之の々の星ぼし縁ゆかりに恋してるんだろう？　それで彼女を追いかけて同じ高校を受験した。本当ならもっと高いレベルの進学校も狙ねらえたにもかかわらず、だ」


    「はいっっっ!?」


    「私学の滑り止めを受けなかったのも同じ理由だね」


    「ちょ、ちょっと待って！」


    「訂正があるなら聞くよ」


    「…………」


    　その一言で、俺は完全に沈黙した。


    　話があるなら聞くじゃなくて訂正があるなら聞く。この時点で、発言に相当な自信があるということなんだろう。


    　言っておくけど話を誤ご魔ま化かすのはムリだよ──そういう意味を暗に込めた言い方だ。


    「どうだい？」


    「大体あってますけど。でも、もっと高いレベルの進学校ってのはムリですよ。俺、英語と社会はダメなんで。少しできるのも数学くらいだから」


    「得意科目と不得意科目がハッキリしてるわけか。高校受験は五教科全般をバランスよく勉強しないといけないからね。だとしたら、話を蒸し返すようだけど受験校を一つに絞しぼったっていうのは結構な冒険だったんじゃないかい？」


    「それはまあ」


    「絶対ここに受かって告白してやるんだ、と自分を追いこむ為ためかい？」


    「…………さあ」


    「キミは可か愛わいいな」


    　くす、と先輩女子の艶つややかな唇くちびるから吐息がこぼれた。


    「嘘うそをつくのが苦手。いや、こうやってカマをかけてくる友人がいないから対応に慣れてないのかな。今まで交友関係に乏とぼしいか限定的で、学校でも目立たない──」


    「帰ります」


    「っていうのは冗談だから。まあ待ちたまえよ」


    　背中を向ける俺に追いついてくる登山部部長。


    「しかし少年、私も見ていたが残念だったね。悲願が叶かなって同じ学校に入ったというのに、あの決死の告白が見事に空から振ぶりしてしまったんだから」


    「ぐっ……！」


    　やっぱり見てたのかよ。


    　どうりでさっきまでの話に妙な自信があったわけだ。


    「ただね、私には彼女の気持ちもわかるんだ。世の女子高生がみんなテレビや漫画の世界のように恋する少女だなんて限らない。恋に無む頓とん着ちやくなほど何かに熱中する子も少なくない」


    「……そうなんですか」


    「そうとも。私がそうだから」


    「先輩が？」


    「おや意外かい。こう見えて私も恋愛はからきし未経験なんだ。ほら、こんな私みたいに可愛いと言い寄る男も少なくないんだけどね。肝心の私がどうもそういうのに疎うとくて」


    　ふふん、とマリ部長が胸を張ってみせる。


    　また妙な自慢を……と思うところだが、確かにこの先輩なら告白された経験も一度や二度じゃないだろう。


    「が、今はそれ以上に登山に夢中でね」


    「……山、ですか」


    「そう。キミの意中の相手である之の々の星ぼし縁ゆかりと同じだね。山はいいぞ。春は桜、夏は深緑、秋は紅葉で冬は雪。四季折々に移ろう景色は偉大だよ。友人や恋人や家族、誰と行っても楽しめるレジャーで生涯楽しめる。こんなスポーツは他にない。ほら見たまえ」


    　屋上の鉄てつ柵さくの向こう側──


    　ほま高の周囲の町並みを示すように、マリ部長が両手を広げた。


    「見応えあるだろう？　でも山の頂上からはもっとすごい景観を目にできる。ほら、向こうにうっすらと見える山々が丹たん沢ざわ山地と言ってね。普段は意識しなくても、日本じゃ山っていうのは意外なくらい近い場所にあるんだよ」


    「…………」


    「高校生のうちから登山の良さに気づく生徒は少ないんだ。だから之の々の星ぼし縁ゆかりの気持ちもよくわかる。彼女にとって、登山部の部室の前で『好きです』と言ったキミはまぎれもなく同志に映ったんだろうね。一緒に登山部に入ってくれる貴重な同志だと」


    　そう言われると俺も弱い。


    　俺が告白した時に之々星が「嬉うれしいな」と言ったあの笑顔、あんな弾んだ笑顔を見せてくれたのは初めてだったから。


    「さて本題だ」


    　再び鉄てつ柵さくに寄りかかるマリ部長。


    「登山部に入りたまえ。現在、部員数が足りなくて廃部の危機でね。之々星縁一人が入ったくらいじゃ足りない。誰でもいいから欲しいんだ」


    「そういう理由!?」


    「さておき、あの子に気があるなら登山部に入るのは有益な手段だよ。そうしないと告白する場所にも困るんじゃないのかな。なにせあんな、私みたいな通りすがりがいつ来るかもわからない廊下で告白するくらいだし」


    「うっ？」


    「図星だろう。尚なお更さらだ、悪い話ではないと思うよ」


    　そう言われて俺は宙そらを見上げた。


    　悩んだように見える素そ振ぶりで、十分な時間を空けた後に。


    「やっぱいいです。部活動のチームプレイってあんまり良い思い出がないんで」


    「へえ？」


    　俺のその返事に対して。


    　むしろますます興味がわいた──そんな抑揚の声でマリ部長は相づちを打った。


    「これは意外だね」


    「何がです？　俺、中学でも帰宅部だったし。集団行動が下へ手ただっていうのもソレっぽいじゃないですか。クラスで目立たない奴やつの典型例って感じで」


    「そう言えるあたりキミは頭が良い。そんなキミならチームプレイだってそつなくこなせるんじゃないか？　好き嫌いは別にして、キミはそういう集団行動の類たぐいは、目立たないけど人並みにこなす役柄は得意そうだし。将軍にはなれないけど参謀には向いてそうだよ？」


    　気になって仕方ないとでも言いたげに。


    　両手を背中に回して前まえ屈かがみになって、じろじろと俺の顔を見上げてくる先輩女子。


    「先輩、非常に言いにくいんですが」


    「なんだい？」


    「そんな前まえ屈かがみになると胸元の守備がおろそかに……」


    「む？　失敬」


    　片手で胸の谷間を隠す彼女。


    　俺からしてみればボタンを留めればいいのにと思うんだけど、その発想はないらしい。


    「で、どうだい？」


    「いや。部活のチームプレイがってのは、単に俺がそういうのに馴な染じめなかっただけですよ。俺、周りにペースを合わせると気疲れするタイプなんで。部活の規則とか厳しい上下関係とか考えない方が気楽だし」


    　と、いうことにしておこう。


    　……中学でバスケ部をやめた理由まで全部話すのはちょっと恥ずかしいし。


    　……間違ったことは言ってないもんな。


    　いまマリ部長に話したのは、俺が部活動を敬遠する理由の70点分くらいの回答だろうか。


    　全部じゃないけどウソでもない。


    　この先輩ひとは見るからに鋭いし、ある程度、こっちも素直に話した方がいいと踏んだわけだ。


    「周りとペースを合わせるのが気疲れねぇ。ふむふむ」
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    　一人、何かを考えるように呟つぶやく先輩女子。


    「しかし将来はどうするんだい？　キミだって大学を出て会社に入る。そこで営業マンになるのか研究職に就くのかはわからないが、まず間違いなくあるぞ。社会というものの中での出世競争や面倒な付き合いというものが」


    「ないですよ」


    「どうして？」


    「いやほら……株とか証券とかの取引で生きていこうかなって。自営業で」


    「あはっ？　個人投資家デイトレーダーか。なあ少年、それは夢見る年頃にしたってあんまりな将来じゃないかい」


    　ふっ、と噴きだすマリ部長。


    「それはほら、将来は宝くじを当てて一生遊んで暮らすとかって類たぐいでは？　プロスポーツ選手とかの方がまだ現実味のある話じゃないかい？」


    「やっぱそう思います？　俺も周りからそう言われてるんですけど」


    「うんうん。だってあんな先行きの読めないもので稼ごうなんて、それこそ経済学と数学を極めてようやくスタート地点…………ん？…………」


    　おかしそうに笑っていたマリ部長が、ふと我に返ったように真顔になった。じろじろと俺の顔を見て──


    「少年、キミはさっき数学は得意だと言ったね」


    「……まあ程々に」


    「得意分野は？」


    「確率と統計学は、独学だけどそこそこ自信あるかな」


    　確率というと中学校から基礎を学ぶが、俺のいう『確率論』はそれとまるで別の領域だ。後者の統計学にいたっては大学での数学分野になる。


    「ああわかった。数理ファイナンスだね」


    「え……知ってるんですか？」


    　ポンと手を打つマリ部長に、俺は思わず声が出ていた。


    　そう。株や証券で生計をと言うと大人でも「そんな博ばく打ちみたいなものが商売になるか」と言うけれど、それを大おお真ま面じ目めに研究する分野が実はある。今まさにマリ部長が言った数理ファイナンスという学問が。


    　だけど、俺もその手の分野に興味をもって初めて知ったことだ。


    　大学生だって専門の学部でないと知らないような単語なのに、それをピタリと言い当てるこの先輩はいったい何者なんだ。


    「そうかそうか！　これは一本取られた。そこまで数学にこだわってるなら『株と証券で大もうけ』っていうのも納得だ」


    　お腹なかに手を当てて盛大に笑いだすマリ部長。


    「よくわかった。そこまで意地になるくらい、キミからすれば集団行動もチームプレイも勘弁してほしいと？　部活動なんていうのはその最たるものだからね」


    「まあ……そういうことかな」


    「でも之の々の星ぼし縁ゆかりがいるんだよ。彼女が登山部に入るとしても？」


    「そういう動機で入ったって、後でなおさら後悔するだけですから」


    　確かに俺も、この学校にどんな部活があるかは調べていた。


    　だけどそれは之々星に告白する接近手段アプローチが本当にソレ以外ないとわかって初めて検討する最終選択肢だ。興味のない部活に入ったって高校生活が面白くなるわけがない。


    「キミの意見はもっともだ。山に興味がなければ登山部に入る気もわかないだろう」


    「じゃあ俺はそろそろ」


    「──が。そんな動機は後から考えればいいのさ」


    「はい？」


    「冬ふゆ嶺みね冬とう馬ま、キミはやはり登山部を勘違いしている。そう思ったから私はキミを屋上ここに連れてきたんだよ」


    　背を向けようとした俺。


    　その間際に、マリ部長の伸ばした手が俺の左手をぎゅっと握っていた。


    「山を登るというのは、そもそも明確な理由なんて必要ないんだ。逆を言えばどんな動機でもいい。之々星縁に近づくため？　良いじゃないか。恋だって立派な入部動機だよ」


    「……いやご冗談を」


    「ううん。私は本心で言ってるよ」


    　俺の手を握ったままで。


    「たとえばそうだね。知ってるかい？　我がほま高の運動部はサッカーや野球、水泳、バスケと色々あるけれど、競技じゃないスポーツは登山だけなんだ」


    「競技じゃないって？」


    「山に登るのが目的であって一位とか二位とかを決める勝利条件が存在しない。逆を言えば、登山っていうのは楽しんだ者が勝ちなのさ」


    「…………」


    「もちろん競技には競技なりの熱気やドラマがあるよ。ただ私が言いたいのは、そうした競うという概念に縛られない分、登山は他のスポーツにない楽しみ方があるということさ。自然の景観を楽しむ、キャンプを楽しむ。もちろん之々星縁との距離を縮めるために利用してもね。そうして楽しむことができたなら、キミは立派に登山で勝利したと言えるんだ」


    　手を離すマリ部長。


    「そもそもだ。なぜ之々星縁が登山に惹ひかれたのか。その理由を知りたくはないかい？」


    「それは……まあ……」


    　仮の話で、俺が之の々の星ぼしと付き合えたとしよう。


    　そうした時に彼女がデートに『登山』を選ぶ可能性はゼロじゃないのだ。いやむしろ、あれだけ山が好きだというのなら山デートは覚悟しなくてはいけないかもしれない。


    「だから、だ」


    　彼女が入っているという演劇部。


    　まさにその劇中のワンシーンであるかのように。


    「一度でいい。山に登ってみないか？」


    　部長が両手を広げて天を仰いだ。


    「それでわかる。之々星縁ゆかりが山を好きになった理由も。キミに本当に登山部が向いていないのかどうかも。登山部に入るかはソレから決めればいい」


    「……先輩もなかなか粘り強いですね」


    　皮肉が半分。もう半分は、割りと本心からこの先輩がすごいなと思っての発言だ。


    　正直、部活の勧誘なんてすぐ諦あきらめると思っていた。俺一人にこんな熱弁を振るうくらいなら、それこそ正門で待ちかまえて新入生に片っ端から声をかければいい。


    　この先輩、性格はちょっと不思議系だけど見た目は間違いなく美人だもんな。新入生なんて軽く引っ張って来られそうなのに。


    「私は貴重な部員が確保できる。キミは之々星縁とかけがえのない青春を体験できる。どちらにとっても得だろう？」


    「……そりゃそうですけど」


    「誰もが青春の勝者になれる未来が目の前にあるんだよ。そりゃあ私だってキミの勧誘に力を入れたくもなるさ」


    　二度目のウィンク。


    　けれど今度のものは心なしか、演技じみた先の仕草よりも自然なものに感じられた。


    「登山はいいよ。野球やサッカーのように全国大会で注目されるわけじゃないけれど、大いなる山さん嶺れいに挑いどみ、一つのテントの下で仲間と夢を語り、寝食を共にする。そんな、まさに青春と呼ぶにふさわしいワクワク感に満ちた『スポーツ』なんだから」


    　手を差しだす彼女。


    　騎士譚サーガのヒロイン──美しき王衣に身を包んだ姫が、その護衛である騎士に手を差しのべるかのような雰囲気で。


    「約束しようじゃないか。キミが想像もしたことのない最高の青春がココにある」


    　御み傘かさマリはそう宣言した。


    　どこかイタズラっぽく子供っぽい笑みを浮かべながら。


    「ようこそ、ほま高登山部へ」
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    「……どうも。見学させてください」


    「冬ふゆ嶺みねくん？」


    　部室の扉を開けて顔を覗のぞかせる。


    　初めて足を踏み入れる高校の部室。いったい中はどうなってるのかと恐る恐るの俺に、真っ先に声をかけたのは之の々の星ぼし縁ゆかりだった。


    「やっぱり冬嶺くん！　来てくれたんだ、さっきのお話はもう終わったの？　それに、今日は用事があるって言ってたけど」


    「ま、まあね。どっちも何とか」


    　そういえば俺、今日は用事があるって誤ご魔ま化かしてたんだっけ。


    　自分で咄とつ嗟さに口走った言い訳なのに、マリ部長と話しこんでたせいですっかり忘れていた。


    「よかった。あのね、ちょうど今から登山部のこと教えてもらうところだったの！」


    　目をキラキラさせて之々星が椅い子すから立ち上がる。


    　まるで主人に甘えて離れない子猫みたいに、俺のそばまで近づいて人なつこい笑顔と瞳ひとみを向けてくる。


    　……うわ、やっぱ可か愛わいいよなぁ。


    　……普段はおっとり物静かな雰囲気なのに、このテンション上がった時の幼い笑顔！


    　このギャップは、なんていうか反則的だろう。


    　俺が之々星縁に惹ひかれた理由の一つだ。しっとりとした古風な落ちつきが魅力的なうえに、さらに、無邪気な笑顔で周りを元気づける活力も感じさせる。


    「ねね！　冬嶺くんも時間あるなら一緒にお話聞こうよ！」


    「まあ話だけなら……」


    「やあやあ。こんにちは縁っち。さっきはごめんねー」


    　俺の後ろから入ってくる部長本人。


    　屋上での演技めいた口調はどこへやら、猫をかぶった部長はすっかり女子らしい声と話し方に戻っていた。


    「私が部長のマリよ。あらためてよろしくね」


    「は、はい！　ふつつか者ですがご指導のほどよろしくお願いします！」


    　深々とお辞儀する之々星縁。


    　俺なんかは屋上さつきの長話のせいで早くも身近な感じだけど、之々星にとっては憧あこがれの登山部の部長といえば王様にも等しい存在だろう。


    「いい子ね縁ゆかりっち。まあリラックスしていって……あら、もう入部届を書いてるのね？　まだ四月いっぱいまで仮入部の期間があるのに」


    「はい。水みず守もり先輩に書き方を教えてもらっていたところでした。いま席を外していて」


    　之の々の星ぼしがそう言いかけた矢先に、部室にもう一人女子生徒が入ってきた。


    　入ってきたのだが、その彼女を一目見て、俺は息を止めて立ちつくしてしまった。


    　この世のものとは思えない──地上に迷いこんだ天使か妖よう精せいか。そうとしか喩たとえようのない絶世の美少女、それも天然の金髪碧へき眼がんな女子だったからだ。


    「おっとトーマ、だめだよガブちゃんに浮気しちゃ。トーマはそっちの縁っちが──」


    「うわわわわあっ、ちょっとマリ部長！」


    　慌あわてて部長を押しとどめた。


    　ぎりぎりまで抑えた声で耳打ち。


    「なに言ってんですか」


    「見とれてたのはキミだろう？　まあ我が校一の美少女だから無理もないが」


    　俺の反応をからかうようなマリ部長。


    「さておき、せっかく一年生が二人も来てくれたものね。新人勧誘で出てる部員もいるけど、この場の四人で自己紹介しちゃおうかしら」


    　そう言ったマリ部長が胸元に手をあてて。


    「じゃあまず私から。三年Ｄ組の御み傘かさマリ、登山部の部長をしてるわ。趣味はスポーツ全般だけど今は登山とサーフィンかしら。勉強でも恋の相談でも困ったことがあったら話を聞くから任せてちょうだい」


    　恋の相談、で声を大きくして俺を見たのはなぜでしょうね。もちろん俺はそんなマリ部長の視線に気づかないフリだけど。


    「兼部で演劇部にも顔を出すことがあるからちょくちょく部室を留守にするけど、その時はガブちゃんを頼ってちょうだい。そんなわけでガブちゃん」


    「は……はい……あの、ええと……」


    　鈴を転がすように涼やかで華きや奢しやな声音。


    　少し恥ずかしそうな面おも持もちで椅い子すから立ち上がって、わざわざ俺と之々星の両方に向かって律儀に会釈する少女。


    「水守ガブリエッラと申します。二年Ｇ組です。どうぞよろしくです」


    　眩まぶしいほどに輝く天然の金髪に、広大な海のように深い色味の碧眼は宝石そのもの。


    　日焼けと無縁の肌は白はく磁じさながらに白く、日を浴びて透きとおるかのよう。


    　背も、マリ部長よりも高いかもしれない。モデル並みの背丈で、なのに顔は大人すぎずに可か愛わいらしさを保ったままという反則的なバランスだ。


    　……之の々の星ぼしは奥ゆかしい和風系で、繊細かつ無む垢くな可か愛わいらしさで。


    　……マリ部長はスタイル良しのアイドル風美人だとして。


    　この金髪の先輩女子は……なんというか幻想的ファンタジツクな美しさだった。美人ではなく「美しい」。それも人間を指す時の感じじゃなくて、女神の絵画を見た時の憧あこがれのような感覚になる。


    　しかもスタイルまで凄すさまじい。


    　制服の上着の代わりに春物のカーディガンを着ているのだけど、あまりに立派な胸の双丘のせいで、肩や脇わきの生き地じがぜんぶ胸元めがけて引っ張られている。伸縮性のあるニット生地でも隠しきれない大きさってどうなってるんだ。


    「ガブちゃんは、お母上がスウェーデン人の映画俳優さんで、日本人のお父上とのハーフなのよね」


    「は……はい」


    　頷うなずくガブリエッラ先輩。


    　なるほど。外国人の映画俳優なんて母親がいるなら、こんな可愛いというのも納得できる。でも性格は気弱かもな。声からしてそんな気がする。


    「ガブちゃんは子供の頃から可愛かったから。口コミで何度もテレビに出演してきたの。でもそれが逆効果で、ガブちゃんはこうして恥ずかしがり屋になってしまったというわけ。特に初対面の人がいる前ではね」


    　マリ部長の説明に黙って頷くガブリエッラ先輩。


    「今も我が校の『歩く女神像ヴイーナス』として有名よ。恥ずかしがり屋でなければね。ガブちゃんが一肌脱げば部員なんて百人単位で連れてこれるのに」


    　はぁ、とわざとらしい様子でマリ部長が溜ため息いきをつく。


    「ねえガブちゃん。今からちょっと校門で新入生捕まえてこない？」


    「い、いきませんってば！」


    　さっと後ろに後ずさってしまう。


    　この様子じゃ本当に嫌いやなんだろうな。マリ部長の言うようにこれだけ綺き麗れいだし、正門に立ってるだけで一時間後には新入生が山ほど釣つれそうだけど。


    「ってわけなのよ。ガブちゃんが部室で待機して、私たちが新入生を見つけてくる役なの。縁ゆかりっちみたいに自分から登山部に入ろうとする子なんてホントに珍しいわ」


    　部室中央にならべた机の上に乗っかりながら、マリ部長。


    　行儀悪いけど、このちょっと枠から外れたあたりがいかにもこの先輩らしい。


    「あれ部長。ところでその『私たち』って他に誰がいるんです？」


    　俺が勧誘を受けたのはマリ部長だ。ガブリエッラ先輩が部室で新入生を歓迎する役だとして、他の部員をまだ見かけていない。


    「いるわよ。変態フェチメガネが」


    「……俺の聞き間違えかな。もう一回お願いします」


    「変態フェチメガネ」


    「副部長さんですよ。マリ部長と同じ三年生です」


    　苦笑をこぼしながらガブリエッラ先輩が補足してくれた。


    　副部長？　またずいぶんな言われようだ。


    「でも良かったわ。トーマには言ったけどウチの部活ってば万年部員不足なのよね。登山って高校生には馴な染じみの薄いスポーツだから。二年生なんて正式部員レギユラーはガブちゃんしかいないし、三年生が引退したら廃部の危機だったわけ」


    「そうなんですよぉ……」


    　もじもじと上目遣いで俺と之の々の星ぼしを見つめるガブリエッラ先輩。


    　弱気ながらも訴えかける口調で。


    「顧問の先生からも、もし新入生が入らなかったら部の存続は厳しいだろうって。……ですからあの、どうしても二人には……」


    「そんなっ？　こんな素敵な部活が廃部だなんて!?」


    　悲鳴を上げてよろける之々星縁ゆかり。


    　っていうかそんなショックだったのか。彼女がこんな悲しい声を上げるところ、俺、初めて見たかもしれないんだけど。


    「安心してくださいガブリエッラ先輩。わたしが登山部に入ります。今日から後輩です！」


    「之々星さん！」


    　がしっと両手を握りあって握手する女子二人。


    「──という崖がけっぷちの状況はさておき、今年は二人も新入生が集まってくれたから一安心ね。自己紹介も済んだから、いよいよ登山部の話をしましょうか」


    　テーブルに腰かけたマリ部長が両手を広げた。


    「まず、ここが登山部の部室よ。正規部員が三人の割りには広いでしょ」


    「……確かに」


    　部室を見回す俺。


    　入り口は狭かったけど、中に入ってみれば驚くほど広い。これ、教室の広さの半分以上はあるな。正規部員が三人どころか十人いても窮きゆう屈くつに感じない開放感がある。


    　部屋の中央には、職員室にありそうな執務机を四つ並べて作った大テーブル。


    　さらに奥の壁沿いには山の写真が貼はってあって、壁際の大きなカゴに登山の備品らしき物がこれでもかと詰めこまれている。


    　登山用リュックは見ればわかるけど、あとは初めて見るものばかりだ。


    「トーマは、不審人物を発見した時の番犬みたいな目をしてるわね」


    「どんな目ですか……いや言いたいことはわかりますけど」


    　正体がわからないから怪しんでるという意味では正解。


    　犬と違うのは、俺の場合はこれでも目の前の備品を理解しようと観察する気でいるわけで。犬みたいに吠ほえたり逃げだしたりはしない。……今はまだ。


    　そして俺と対照的な少女が一人。


    　俺が警戒心の強い犬なら、こちらは楽しい遊び道具をもらった子猫のようで。


    「どうかしら縁ゆかりっち」


    「すごいです。登山の備品がこんなにたくさん！」


    　目をきらきらさせた之の々の星ぼし。


    　彼女がまず指さしたのは、小さな書棚に並んでいる雑誌だった。


    　月刊『山やま人びと』といういかにも業界誌らしいタイトルだが、当然俺は見たことがない。おそらく一握りの登山家だけを客層にしたコア雑誌なんだろう。


    「すごいです、『山人』のバックナンバーがこんなに。五年分も揃そろってるんですね」


    　綺き麗れいに並んだ雑誌の背表紙を指でなぞりながら、之々星。


    「わたしも過去一年分は持ってます。本屋さんに取り寄せてもらってて」


    　愛読者ですか之々星縁。


    　業界誌まで買いあさるって、そこまで登山に夢中ってことだよな。


    「縁っちなら備品の説明も要らなさそうね。雑誌の後ろにアウトドア用品のページもあるから熟読してそう。ねね縁っち」


    　大カゴまで歩いていくマリ部長が、そこに入っている備品を次々と取りだして。


    「このボール状に圧縮されてるのはなーんだ？」


    「テントです。コンプレッションで圧縮されてるからすごく小さくなってます」


    「じゃあこっちの金属柱は？」


    「テントポールかなと思います」


    「こっちの杖つえは」


    「雪山用のピッケルです」


    「じゃあこっちの小さな機器は」


    「ポンピング式のガソリンバーナーですか？」


    「最後。この登山リュックの容量サイズをあててごらんなさい」


    「六十、いえ七十リットルだと思います」


    「大正解！」


    　照れ笑いで応える之々星と、惜しみない拍手を送るガブリエッラ先輩。


    　テントとか登山リュックは俺にもわかる。だけどそれ以外の単語は……コンプレッション？　テントポール？　ポンピング式って？


    「トーマには実際に体験してもらった方がいいわね。これ担いで。中身は空からっぽだから」


    　マリ部長が、見たこともないくらい大きなリュックを指さした。


    　之の々の星ぼしが七十リットル容量サイズと言ってたもので、割りと派手な赤色に塗装されている。


    「どう？」


    「……結構ずっしりくるんですね。重さはないけど背中に圧力がかかる感じで」


    「それだけ頑丈ってことよ。このリュックにテントや寝袋を詰めて登るってわけ。七十リットル容量サイズだと普通に詰めれば二十キロ前後になるかしら」


    　二十キロ。


    　スーパーだと米が十キロ一袋で売ってるからソレ二つ分か。何となく重いと思うけど、具体的にどれくらいの負担に感じるか想像のつきにくい重量だ。


    「はい降ろしていいわよ。このリュックを背負って登山に行くのが月に一回ね」


    「へえ。意外と少ないんですね」


    　一年に十二回。


    　運動系の部活だと毎週、少なくても隔週で練習試合を組んで遠征があるもんな。月に一回の登山なら、交通費だって俺の小遣いで何とかなるか……。


    「山は準備に時間がかかるのよ。もちろん他校で月に二回登ってるところもあるけれど、ウチはほら、部員も多くないでしょ？」


    　言葉を句切った部長が、奥に座っているガブリエッラ先輩へふり返った。


    「さあガブちゃん出番よ！」


    「は、はいぃっ!?」


    　椅い子すに座ったまま手を上げる金髪美少女。


    「部長の私にずっと説明させる気かしら。二年生になったことだし、ガブちゃんがトーマと縁ゆかりっちに登山部のことを教えてあげなさい」


    「ガ、ガブが!?」


    　はっ、とガブリエッラ先輩が背をのけ反らせる。


    「ガブにそんな大役が務まるのでしょうか……」


    「できるわ。っていうかやりなさい」


    　……そうか。ガブリエッラ先輩って自分のこと「ガブ」って呼ぶのか。


    　……自分の名前の一部だってのはわかるけど、その自称はなかなか個性あるぞ。


    　とはいえ俺としては、天使か女神の生まれ変わりですみたいな容姿の美少女が、そんな面白い自称を使ってくれたおかげでちょっと身近に感じられるようになった気がした。


    「さあガブちゃん」


    「わ、わかりましたです！」


    　椅子から勢いよく立ち上がるガブリエッラ先輩。


    「ではご説明します！　部長がお伝えしたように登山部では月に一回、山に登るんです」


    　机に置かれていた地図を広げてみせる。


    「登る山は部員で相談して決めますが、よく登るのは丹たん沢ざわ山系といって神奈川県西部にある山です。山が決まったら登山コースの確認や食事のメニューを考えますが、ご飯は、事前に部室ここで作って試食することが多いです。山の上で失敗したら悲しいですからね。ええと……あとは登山の合間に備品の点検をしたりでしょうか」


    「参考になります」


    　本音を言おう。


    　正直、過酷な部活だったらどうしようという気持ちはあった。なにせ中学で帰宅部だったから身体からだが鈍なまってる。


    　月に一回の登山くらいなら、まだ俺にも何とかついていける気がするもんな。


    「そういえばトーマの中学生時代は聞いたけれど──」


    　マリ部長が、目の前の之の々の星ぼしに対して突然にそう切りだした。


    「登山が好きな縁ゆかりっちは、中学じゃ何の部活だったの？」


    「え……」


    　ぎくり、と凍ったように動かなくなる黒髪の少女。


    「わ、わたしですか」


    「うんうん。登山部に興味がある女の子なんて珍しいもん。山に関係する部活だとすると、たとえば野鳥観察部とか？」


    「いえ。あの、とっても女の子っぽくないものです」


    「ふむふむ？」


    「空手を少々……」


    　あ、これは相当恥ずかしがってるやつだ。


    　之々星ってば顔が真っ赤だもん。耳たぶまで真っ赤になってるし。


    「へえ。空手部いいじゃない。女格闘家って感じで、スポーティーだし」


    「部活じゃないんです。祖父の道場で……」


    「之々星の家、代々続く空手一家なんですよ」


    　うつむいてしまう彼女の代わりに答える俺。


    　こんな大人しい之々星だけど、なにしろ実家は空手の名家だ。


    　祖父にいたっては空手界で知らぬ者のいない大武闘家……というのは、中学の時に女子が話しているのを耳にした噂うわさだから真偽の程はわからないけど。


    　幼い頃から大人に混じって取っ組み合いをして鍛きたえていたというのは、俺も知っている。


    「之々星の道場、いつも門下生で賑にぎわってますよ」


    「へえ。よく知ってるねトーマは。さすがだねぇ」


    「……なんですか部長。そのニヤニヤ。之々星の道場がウチの近所なだけですって」


    　感心するのは空手の話じゃなくて俺の情報量かよ。


    　肝心の之の々の星ぼし本人がそういうのに疎うといから助かったけど、今のだって鋭い奴やつが聞いたら勘づかれるんじゃないのか。


    「でも……中学生の時は複雑な気持ちでした。友達がみんな部活動で楽しくしてるのに、わたしだけ道場に通わなくちゃいけなくて」


    　哀愁を湛たたえた之々星の微苦笑。


    「だから高校生になったら部活に入りたいって親に相談してました。昔から自然を見るのは好きだったんです。子供の頃からよく山の麓ふもとで滝に打たれてたし……」


    　いやいやいや。


    　いま凄すごい発言を聞いた気がするんですが之々星さん。滝に打たれて修行って、それ空手で？　今時、少年漫画でもそんな強引な訓練風景は出てこないぞ。


    「父の書斎にこの『山やま人びと』が一冊置いてあったんです。それをこっそり見たら夏山特集っていうページがあって、すごく素敵な自然の光景がたくさん載ってました。それ以来わたしも山に登ってみたいなぁって」


    　黒髪の彼女がほんのりと頬ほおを赤らめながら教えてくれる。


    　なるほど。その「好き」の理由なら、今まで登山に縁のなかった俺にも理解できる。


    　これが彼女だけの特別な思い入れだったら、俺にもそれが共感できるか悩ましいなと不安に思っていたところだ。


    「冬ふゆ嶺みねさんは？」


    　わざわざ俺にまで「さん付け」してくるガブリエッラ先輩。


    「登山部に興味を持たれたキッカケは？」


    「え……」


    　今度は俺が硬直する番だった。


    　しまった、やばい。登山部に来た以上はいつか来る質問だとは思ったけど、まだ良い案を思いついてないぞ。


    　山……山……わかんない、登山に興味を持つ理由って何があるんだよ！


    　屋上でのマリ部長の話じゃ「登山部に入るのはどんな動機でもかまわない」らしいけど、さすがに本音と建前は区別しなきゃいけないだろう。


    　昔から山が好きだった？


    　いやいや、そんなこと言って「じゃあお好きな山は」とか返されたら完全に行き詰まるのが目に見えてる。俺の知ってる山なんて富ふ士じ山さんくらいなのに。


    「えっとそのですね」


    「トーマはこう見えて好奇心旺おう盛せいなのよ」


    　ばん、と思いきり俺の背中を叩たたいてマリ部長がそう言った。


    「登山部なんて中学じゃなかったもんね。珍しいものにはとりあえず挑戦してみるのがトーマの流儀なのよ。山もこれから覚えていくの。ね？」


    「ま、まあ……」


    「素敵です。ガブも、珍しい体験が好きなら登山はピッタリだと思います」


    　嬉うれしそうに顔をほころばせるガブリエッラ先輩と、うんうんと満足げに頷うなずく之の々の星ぼし。


    　あれ、でも待ってください。


    　難を凌しのいだのはいいけど、俺が登山部に入るの決定したも同然の雰囲気になってないか。


    「嬉しいです、ガブにもとうとう後輩が……！　それも二人もいっぺんに」


    「いやあの俺はあくまで見学であって──」


    「さあガブちゃん！」


    　俺の言葉は、後ろからのマリ部長の発声にかき消されてしまった。さすが演劇部だけあって声の通りが良い。


    　って部長め、今の絶対にわざとだろ。


    「そんな期待の新人二人におもてなしよ」


    「おもてなし……」


    「一肌脱ぐ。つまり服を脱ぐのが日本古来のおもてなしで──」


    「ウソですっ!?」


    　顔を赤らめる金髪女子と、それをニヤニヤ顔で眺める部長の図。あ、なるほど。マリ部長も本気で言ってるんじゃなくてガブリエッラ先輩の反応が楽しいだけか。


    「ガブちゃん、ここは王道でいきましょう。お茶とお菓子の用意をなさい」


    「っ！　合がつ点てん承知です！」


    　ガブリエッラ先輩、それいかにも時代劇を見て覚えました的な返事ですが。


    　だけどお茶とお菓子？


    　高校の敷地には自販機があるからジュースや紅茶は売ってる。でもお菓子を買ってくるには学校の外にあるコンビニにまで歩かないといけないような。


    「ふふーん、ふーん」


    　上機嫌な鼻歌まじりでガブリエッラ先輩が机の引き出しを開ける。


    　部屋の中央に四つも並べてある執務机。その机のすべての引き出しに、これでもかと言わんばかりにお菓子袋が詰めこまれていた。


    「なにこれ」


    「……すごーい」


    　ぽかんと口を半開きにする俺と之々星の一年生コンビ。


    「さあ何でも好きなものをどうぞ。チョコにマシュマロにミニドーナツにお煎せん餅べい、クッキーにゼリー等々なんでもあります。ないのはアイスクリームくらいです」


    　金髪の先輩女子が、机の上にこれでもかとお菓子袋を積み上げていく。


    　アイスクリームがないのは溶けちゃうからだろう。だけどこれ、本当に常温で保存できるお菓子なら一通りありそうな品しな揃ぞろえだな。


    「トーマに縁ゆかりっち。ここで私から二人にクイズよ」


    　机上にちらばったお菓子の山からチョコを一つ手に取るマリ部長。


    「どうして登山部の部室にはこんなたくさんのお菓子があると思う？　他の部でも新入生の歓迎にお菓子を用意してるところはあるでしょうけど、こんなに用意してるのはウチだけよ」


    「……そう言われても」


    　部長の命令で？　それとも過去からの習慣？


    「ヒントよ。このお菓子もちゃんと登山に関係してるの。トーマには難しいかもしれないけど、縁っちならわかるかもね」


    「わかりました！」


    　部長がそうヒントを出すやいなや、黒髪の少女が目を輝かせた。


    「これ全部、山の行動食ですね」


    「おー。やっぱり縁っちはすごいわね」


    「さすが之の々の星ぼしさんです！」


    　盛り上がる之々星、ガブリエッラ先輩、マリ部長。三人の和わ気き藹あい々あいとした雰囲気の一方で、俺はぽかんと首を傾かしげていた。


    　コードーショク？


    　どうみてもお菓子にしか見えないけど、これが何か特別な食べ物ってことなのか。


    「はいトーマ。クッキーお一つどうぞ」


    「……どうも」


    「行動食。いっちゃえば登山の途中で補給するエネルギー源ってわけ。山の頂上で食べるんじゃなくて山の途中で食べるおやつよ」


    　俺にクッキーを一袋手渡したマリ部長が、率先してチョコを頬ほおばってみせた。


    「勉強で疲れて甘いものを食べたくなる時ってある？」


    「そりゃまあ。俺も飴あめなめながら数学の問題やる時もありますし」


    「それと同じよ。頭が糖分を欲しがるように身体からだにもエネルギー補給してあげるってわけ。山に登ると一日三食のご飯だけじゃ摂取カロリーが足りないの。山によるけど、一日で八時間くらいずっと歩き続ける時もあるんだから」


    「八時間!?　そりゃ確かに一日三食じゃ足りないか……」


    　お菓子の袋を拾い上げる。へえ、ポテトチップスまであるのか。


    　こんなにたくさんお菓子が部室に置いてあれば不謹慎に見えそうだけど、これも大事な持ち物ってことなんだよな。


    「へえポテトチップスもいいんだ。油で揚げてるし、運動中に食べるイメージなかったけど」


    「あら？」


    「ポテトチップス？」


    　部長と之の々の星ぼしがそれぞれふり向いた。


    「冬ふゆ嶺みねくん、それどこにあったの？」


    「この行動食の中だけど」


    「ポテトチップスは行動食には使わないと思うの。理由は冬嶺くんが言ったとおり」


    　ポテトチップスの袋を見つめる之々星が首を傾かしげる仕草。


    　ん？　だとするとこの袋は？


    「ガーブーちゃーん」


    「ぎくぅっ!?」


    「まーた部費でポテトチップスなんか買ってきて！　こっそり食べようとしてたでしょ！」


    「ご、誤解です。気づいたら買い物カゴに入っていて……！」


    「ウソおっしゃい！」


    　マリ部長にたちまち部屋の隅へと追いつめられるガブリエッラ先輩の図。


    　意外な事実。


    　ガブリエッラ先輩、こんな天使みたいな見た目のくせに割りとやんちゃだった。


    「まあいいわ。これはこれでお茶菓子にしましょ。ほらガブちゃん、部費で勝手なお菓子を買ってきた罪を償つぐなうためにも、さっそくお茶を淹いれなさい」


    「はぁい……」


    「マリ部長、飲み物買うなら俺が買ってきますけど」


    　いくら新入生の歓迎とはいえ先輩に、しかも女子にお使いのような真似まねをさせるのは気が引ける。しかも人数分となると最低でも缶四本だし。


    「いいえトーマ。大したことないからガブちゃんに任せておきなさい」


    「そうですか？」


    「部室出てすぐの冷水機だからかまわないわよ」


    　水？　たしかに廊下に出てすぐのところに冷水機がある。だけど、てっきりお茶の缶を買ってくるかと思ったのに。


    「これを使うのよトーマ。じゃーん、ガスストーブっていうの」


    　登山部の備品らしき器具を机の上に置くマリ部長。


    　器具の上部は一口コンロみたいで、下にガス燃料を入れるタンクがくっついている。


    「お待たせしました！」


    　小さな鍋なべに冷水機の水を汲くんできたガブリエッラ先輩。


    　マリ部長が用意したガス器具を手にとって栓を緩ゆるめる。と、プシュッという音とともにコンロの上部から気化したガスが噴きだした。


    「ああそっか。これ、携帯用のガスコンロってわけか」


    　大きさは俺の両手に収まるくらいだけど、意外なくらいガスの勢いが強い。これに着火すれば炎が燃え続ける仕組みになっているわけだ。


    　で、あとは着火するだけ。


    「うぅ。これにライターの火を近づけるのはいつも緊張するんですよねぇ……」


    「怖がらないのガブちゃん。ほら、ゆっくりしてると周りにガスが溜たまってライターの火が爆発しちゃうわよ」


    「は、はい！」


    　ガスの噴出口にライターを近づけるガブリエッラ先輩。


    　ぽっ、と炎がコンロに灯ともる。


    　そこに水を汲くんだ鍋なべを載せれば、あとはお湯が沸くのを待つばかり。


    「マリ部長、その栓を緩ゆるめたり締めたりで火力の調整ができるんですか？」


    「そそ。トーマはこういう器具に強そうだね。理科の実験とか好きでしょ」


    「冬ふゆ嶺みねくん──」


    　唐突に、俺の名を呼んできたのは之の々の星ぼしだった。


    「なんか嬉うれしそう」


    「俺が？」


    「うん。目が輝いてたよ。俺もアレ触ってみたいって表情かおしてた」


    　かすかに肩をゆらせて、俺の隣に立つ黒髪の女の子がはにかんだ。


    　一方の俺は自分でも無意識だったことを指摘されて、何とも返事に困ってしまったわけで。


    　……あれ、だけどコレ。


    　……っていうか今の俺、之々星とちょっと良い感じじゃないか？


    　いや、でもよく考えれば同じ部活だもんな。


    　それでも俺には新鮮な感覚だったし、見慣れぬ道具につい惹ひかれていたのも事実だ。


    「楽しそうでしょ？　山に登って火を熾おこして、みんなでご飯を作って一緒に食べるの。みんなで行くキャンプみたいだよね」


    「……ああ。俺、こんな道具は初めて見るからさ」


    　ガブリエッラ先輩が登山用の携行コンロを使ってお湯を沸かすまでの一部始終──


    　俺はその光景に見入っていた。


    「冬ふゆ嶺みねさん、お茶は何にしますか。ティーバッグですけど色々ありますよ。ダージリン、アールグレイ、カモミールにアップルティー。緑茶にほうじ茶に玄米茶も」


    「俺、あんまりお茶の種類に詳しくなくて」


    「それなら、このカフェインレスのアールグレイがお薦すすめです」


    　耐熱コップに一人分のお湯をそそぎ、可か愛わいらしい球形のティーバッグを沈める先輩。


    　ほんのりとした笑顔でソレを俺に差しだした。


    「はいどうぞ」


    「どうもです……」


    　女の子に何かをしてもらうなんてほとんど経験がないから、つい緊張で手が強こわばってしまう。それが新入生を呼びこむためだったとしてもだ。


    「之の々の星ぼしさんは何にしますか」


    「……わたし、実はほうじ茶に目がなくて」


    「ふふ。やっぱり」


    「え？」


    「之々星さんは和風なものが似合うと思いました。大人しくてお淑しとやかで。之々星さんは可愛らしい着物もすごく似合いそう」


    「そ、そんなことないです……！」


    　恥ずかしそうに両手をふって応える之々星縁ゆかり。


    　ガブリエッラ先輩がまず女神の生まれ変わりみたいな美少女だし、そんな先輩から褒ほめられたらそりゃ照れるだろう。


    「……い、いただきます！」
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    　顔を赤らめた之の々の星ぼしが、照れ隠しにコップに唇くちびるを近づけて。


    「あつっ？」


    「縁ゆかりっちは可か愛わいいねえ」


    　お菓子のかりんとうを食べながら、マリ部長が笑い声。


    「トーマも。お菓子も食べて食べて。遠慮しないで」


    「でもいいんですか？　これ、登山に持っていくためのものだっていうし」


    「ガブちゃんが買いすぎるのよ。一袋食べ終えたら二袋買ってくるんだもん。ほら、縁っちも、マシュマロ美お味いしいわよ」


    　意味深な目つきのマリ部長が、金髪の女子へと向きなおる。


    「ガブちゃんってば私が部室にいない間に、一人でお茶を淹いれてお菓子を食べて優雅に『はぁ。至高のティータイムですぅ……』なんてくつろいでるんだから」


    「なぜそれをっ!?」


    　驚きよう愕がくの面おも持もちで声をあげるガブリエッラ先輩。


    「監視カメラは撤去したはずなのに……」


    「甘いわね。あいにくガブちゃんの見つけた監視カメラは、私が設置した三台のうちの一台に過ぎないわ」


    「な、なんですって！」


    「ガブちゃん。部費、追加で三百円徴収ね」


    「……うぅ。部長にはかないません」


    　降参しましたと言わんばかりに肩を落とす金髪の超絶美少女。


    　衝撃の事実。


    　ガブリエッラ先輩、思ってた以上にやんちゃだった。そして見た目どおりお茶とお菓子が大好きな女の子気質もしっかり備えてた。


    「之々星さん、冬ふゆ嶺みねさんもお茶のおかわりはいかがですか」


    　顔を見合わせる俺と之々星。


    　互いに相手の顔を見て、そして手元のコップが空からになっているのを見下ろして。


    「わたし、ほうじ茶をおかわりしていいですか」


    「俺も今のと同じのを」


    「はいはいすぐに！」


    　登山用のガスストーブを再点火するガブリエッラ先輩。心の底から新入生をもてなそうと、お湯が沸ふつ騰とうするのを今か今かと待つその表情は──


    「先輩、楽しそうだね」


    「……ああ」


    　すごく楽しげだった。


    　俺と之の々の星ぼしが思わずそう呟つぶやいてしまうくらい。


    　それがガブリエッラ先輩の気質なのか、それとも登山部っていう部活がこうなのかはわからないけれど、その空気は少なくとも、俺にとっては嫌いやじゃなかった。


    　お茶とお菓子のおもてなしで一息ついて──気づけばその日は登山のことじゃなくて、俺や之々星の中学時代の他愛もない話だけで午後が過ぎていった。


    　今日はここまで。


    　そんな話になって部室からの帰り際に。


    「トーマ」


    　部室の扉から身体からだを半分のぞかせたマリ部長が、俺の背中に声をかけた。


    「明日も待ってるわよ？」


    「……善処します」


    　待ってるから。


    　誰かにそう言われたのっていつ以来だろう。そんなことを考えながら俺は下校した。


    



    　　　　　　　　　２


    



    　翌日。


    　６限目の授業後。ＨＲホームルームを終えた後の一年Ａ組の教室は、クラスメイトのおしゃべりでいつになく賑にぎやかだった。


    　入学して三日目。


    　入学式当日は緊張で会話する余裕もなかったが、二日目には互いに人となりがわかってきて、今日は一気にうち解けたような雰囲気だ。


    「ところでエイタローさ、どうしてそんな凹へこんでるんだよ」


    「……トーマ。俺、早くも留年の危機だ」


    　机に突つっ伏ぷしたまま動かない茶髪の男子生徒、石いし田だ榮えい太た郎ろう。


    　一昨日から硬式テニス部に仮入部して、早くも先輩生徒たちに交じってダブルスで活躍した期待の新入生が弱音を口にする。


    「数学がついていけない……」


    「なんだいつものじゃん」


    「やべぇよ！　来週の月曜までにあの宿題こなせる自信がねぇ！」


    　真剣極まりない顔つきで榮太郎が顔を上げた。


    　コイツが苦戦しているのは高校一年生の数学Ⅰ。ちなみに今はまだ中学時代の復習だけど、中学時代から俺に頼りきっていた榮太郎にはそれすら難関なんだろう。


    「トーマ、数学ぅ……」


    「はいはい。わかったから制服ふく引っ張るなって。土曜日でいいだろ」


    　中学時代からの習慣だ。


    　榮えい太た郎ろうが宿題でつまずく。俺が榮太郎の家に行って宿題を手伝う。


    　あんまり頻ひん繁ぱんに行くもんだから、俺が榮太郎の家に行くとご両親が出てきて「今日も宿題？　トーマ君ごめんなさいね。おわびに夕ご飯食べていって」とご飯をご馳ち走そうになることまでが慣れっこになっている。


    「おし！　そうと決まればさっそく帰ろうぜトーマ！」


    　鞄かばんを担いで立ち上がる榮太郎。


    「今日はテニスコートの補修で一日休みなんだよ。久しぶりに一緒に帰ろうぜ」


    「わかっ……あ。ダメだ。ごめん今日はなし」


    　条件反射って怖いな。つい頷うなずきかけた。


    　だが、あいにく俺には放課後に行くところがある。


    「エイタロー、今日は俺予定があるから。悪いけど先に帰ってて」


    「お、おう。珍しいな？　放課後に図書館でも寄ってくのか？」


    「ちょっと用事」


    　そう言って俺は教室を後にした。


    　予定というのは外ほかでもない、登山部のことだ。


    　だけど一人で部室に行くのはまだ慣れないから之の々の星ぼしを待とう。そう思って廊下から教室を覗のぞくも、隣のＢ教室はまだＨＲホームルームの最中らしい。


    　……ここで待ってるのってさすがに馴なれ馴れしいかな。


    　……クラスメイトに見られても気まずいし。


    　之々星を待っていたいと思う気持ちを抑え、俺は校舎の三階を後にした。


    「しょうがない。俺一人で部室に行ってみるか」


    　校舎一階。登山部の部室の前についたところで俺は足を止めた。


    　ここまで来たはいいものの緊張してしまう。もともと山好きの之々星がいれば平気だけど、俺はまだ山について詳しくない。


    　俺だけで部室に入っても話についていけるかどうか……。


    　やっぱり引き返そうかな。Ｂ教室の前で之々星を待った方がいい。俺が決意を改めて部室に背を向けようとしたところで。


    「入部希望者さんですか!?」


    　勢いよく部室の扉が開いて、眩まぶしい金髪をなびかせた美少女が顔を覗かせた。


    「あ……ガブリエッラ先輩。どうも昨日は」


    「冬ふゆ嶺みねさん！　わぁ嬉うれしい、今日も来てくれたんですね！」


    　ささ入ってください、と。俺が挨あい拶さつを言い終えるのも待たずに部室に迎えられた。


    「先輩、俺の名前覚えててくれたんです？」


    「当然じゃないですか。昨日あんなにお喋しやべりしたんですから！」


    　声を弾ませて応える金髪の先輩女子。


    　と思いきや、俺の顔を見ながらほっと息をついて。


    「良かった。冬ふゆ嶺みねさん、今日も来てくれるかなって」


    「…………」


    「あ、いえ違うんです。冬嶺さんだけじゃなくて去年もそうだったんです。私が新入生で登山部に仮入部していた時も、他の新入生がいなかったわけじゃなくて」


    　少数部員の部室とは思えない広さの部屋を見わたすガブリエッラ先輩。


    　この部室で、俺が来るまで先輩は一人で新入部員を待っていた。そう考えるとさすがに寂しいものがある。


    「去年のその人たちは？」


    「別の部活にするって言ってました。登山部って珍しいから、入部する気がなくても好奇心で部室の中を見てみたいっていう人が多かったみたいで」


    「……興味半分、冷やかし半分ってとこですか」


    「でも！」


    　言葉に力をこめてガブリエッラ先輩が続けた。


    「冬嶺さんは今日も来てくれました！」


    「えぇ、まあ……」


    　俺の場合は之の々の星ぼし縁ゆかりのために、っていうと後ろめたい気分になるけれど。


    　いや、俺はそれでも登山部のことを知りたいって気持ちはある。これは嘘うそじゃない。その点は前向きということにしておこう。


    「ああ、あと先輩」


    「はい？」


    「俺の方が後輩だし、呼び捨てでいいですよ。俺もそっちの方が慣れてますから。マリ部長からもトーマって呼ばれてるし」


    「マリ部長は愛称で呼ぶのが好きですから」


    　楽しげに、先輩が声を弾ませた。


    　昨日の第一印象とまるで変わらず、この人の微笑ほほえみは本当に天使みたいに優しい。


    「じゃあガブも、部長の真似まねでトーマさんって呼びますね。そして早速ですがトーマさんは山はまだお詳しくないんですよね」


    「申し訳ないです」


    「そんなトーマさんに、コレなら山の様子が伝わる気がします」


    　部室中央の大テーブルの上。


    　昨日はお菓子の山が積み上げられていたところに、今日は写真が敷きつめられていた。


    「これ山の写真ですか？」


    「はい、去年撮った分です。之の々の星ぼしさんが山の写真が好きって聞いて、昨日のうちにたくさん用意しておいたんですよ」


    　春らしい新緑に染まった木々。巨大な岩壁が覗のぞく連峰に、秋の紅葉など。


    　その半分くらいにガブリエッラ先輩が映っていた。


    　昨日俺が背負ってみた登山用のリュックを背負って、初うい々ういしい笑顔を浮かべている。


    　へえ、登山って学校の運動ジャージじゃなくて私服で行くのか。まず俺はそんな初歩の初歩から覚えていかなくちゃいけないな。


    「こっちが大おお山やま、こっちが石せき老ろう山さんでこれが塔とうノ岳だけです。あと、この岩だらけの道が夏の奥おく穂ほ高だかですね」


    「……はい」


    　さっぱりわかりません。なぜ先輩は写真の風景だけで何の山かわかるんだろう。山の景色か？　俺にはどれも似た景色にしか見えないけれど。


    「奥穂高は大変でした。とても一人じゃ登れない岩の壁があってですね……」


    「どうするんですか」


    「鎖を使うんです」


    「鎖？」


    「楔くさびを岩のスキマに打ちこんで、その楔に鎖を通してあるんです。登山者はその鎖を伝って登っていくんです。アトラクションみたいで楽しいですよ？」


    　忍者ですか貴女あなたは。


    　っていうかすごいな。そんな鎖を使って登る山にも挑戦するのか。


    「あの、それって山のこと詳しくない俺にしたら相当にキツそうに聞こえますけど……特別な訓練とかって必要なんですか？」


    「いえいえ。ちょっと驚かしてしまいましたが、意外とあっさりいけますよ。夏の登山までに山の経験をしっかり積めば、特別な練習はいらないです。……なーんて、思いだすと懐かしいですね。ええと他にはー」


    　並べた写真を見比べるガブリエッラ先輩。


    　と、そんな彼女の背後で部室の扉が開いた。


    　之々星？　それともマリ部長？


    　そう思っていた俺の予想に反し、部室に入ってきたのは無駄に体格のいい、眼鏡をかけたいかにも勤勉そうな雰囲気の男子だった。


    　新入生の初々しさじゃない。なんだか教師みたいな威厳と落ちつきがにじみ出ている。


    「新入生か？」


    「信のぶ成なり先輩！」


    　ふり返ったガブリエッラが顔をほころばす。


    　信のぶ成なり先輩？　ああそっか。登山部の部員は三人。ってことはこの先輩男子が最後の一人か。マリ部長と同じ三年生だったっけ。それにしても体格いいな。身長も百八十以上ありそうだし肩幅もあるから、運動系の部活は何だって似合いそうだ。


    「ようこそ新入生」


    　右手の中指で眼鏡のブリッジを押し上げる先輩男子。


    「三年、副部長の司し馬ば信成だ。話はマリから聞いている」


    「一年の冬ふゆ嶺みね冬とう馬まです」


    　マリ部長が何を話したのか不安しかないけれど、俺を見下ろす司馬先輩はいたって真剣な眼まな差ざしで。


    「見所があると聞いた。あのマリが他人を褒ほめるのは珍しい」


    「俺が……？」


    「そうだ。昨今、我が部活は深刻な人材不足に悩まされている。ゆえに冬嶺冬馬、お前の活躍に期待している」


    「ど、どうも」


    　なんだ良い先輩じゃん。厳格そうな感じだから緊張したけど、この口調も態度も本人にとっては自然体っぽいから慣れれば何とかなるだろう。


    「む。しまったな、勧誘チラシを教室に置いてきた」


    　部室の机を見て司馬先輩がはたと足を止めた。


    「昨日配ってくれてた分ですか？」


    「そうだ。まだ余っているから部室に返さなくては。すぐ戻る」


    　部室に鞄かばんだけ残し、肩で風を切るように廊下を歩いていってしまう副部長。


    　その背中を見送って──


    「ガブリエッラ先輩」


    「なんです？」


    「司馬先輩なんですけど、あの人ですか。ええとその……マリ部長が『変態フェチメガネ』って呼んでたの」


    「はい。信成先輩がそうですよ」


    　あっさり頷うなずく金髪少女。やっぱりそうなのか。全然そんな「変態」って感じしないけどな。せいぜい「眼鏡」の要素はわかるけど。


    「悪い先輩じゃないですよ。すごく後輩思いでガブにも優しくしてくれますし」


    「じゃあどうして？」


    「ええと……何かと意識の高い先輩なんです。トーマさんもすぐわかると思います。くり返しますけど、悪い人じゃないんですよ？」


    　苦笑を隠しきれていないガブリエッラ先輩の横顔。


    　そこへ、さっそく噂うわさの本人が大量のチラシを抱えて戻ってきた。


    「これが昨日のチラシの残りだ」


    「あれ？　信のぶ成なり先輩、この枚数って──」


    　束の厚みにして一センチ以上。


    　山の写真つきの勧誘チラシが百枚以上はあるだろうか。


    「ほとんど残ってる気がするんですが……」


    　チラシの束を受け取るガブリエッラ先輩。


    「百二十枚だ」


    「それ一枚も減ってないです!?」


    「当然だ、俺の眼鏡に適かなう者でなければ渡すわけがない。心身共に健康で、将来の我が部を背負って立つ気概のある有志。あいにく該当者はゼロだった」


    　眼鏡をキラリと輝かせてふり返る信成先輩。声をあげるガブリエッラ先輩に対して、いかにも残念そうな顔で首を振ってみせて。


    「どいつもこいつも話にならん。俺が正門の陰からじっと値踏みしているだけで目を逸そらすし、挙あげ句くの果てには早歩きで逃げだしていく」


    「信成先輩は背が高くて強こわ面もてですから……」


    「バカなことを言うなガブリエッラ。俺のどこが怖いというのだ。俺は登山部にふさわしい健全な一年生を求めていただけだというのに」


    　はー、と大げさな溜ため息いきを一つ吐きだして。


    「勧誘の言葉もかけたのだが」


    「それはグッジョブです先輩。なんて言ったんですか」


    「うむ。『貴様、大だい胸きよう筋きんに興味はないか？』と」


    「……はい？」


    　今のは俺が思わず口にしてしまった声だ。


    　大胸筋って、それ胸の筋肉のことじゃなかったっけ。登山に関係ない気がするんだけど。


    「だ、だいきょうきん？　そんな山ありましたっけ」


    　ガブリエッラ先輩にいたっては聞き覚えさえなかったらしい。


    「嘆なげかわしい。実に嘆かわしい。どいつもこいつも制服やら化粧やらで外見を繕つくろって、内側の美に対する意識が欠けている！」


    　訴えるように吼ほえる三年生。


    　そして俺はそんな先輩を見て、変態フェチメガネと、マリ部長がそう呼んだ意味が徐々にわかりつつあった。


    「冬ふゆ嶺みね、筋肉とは何だ！」


    「え!?　あ……ええと、ええと健康に役に立つものですか？」


    「悪くない答えだ」


    　なぜか納得してくれた。


    「筋肉とは身体からだを守るもの。そして同時に身体を飾るもの。つまりはもっとも内側に着る服だ。かつて古代ギリシャにおけるオリンピックとは男が裸身で競技を行うものだった。また十四世紀においてイタリアから興おこった文化再生ルネサンスにおいても人間の裸が注目された。なぜならば人間の完成された肉体は神から賜たまわった最大の『美』であると考えられたからだ。筋肉こそが美の原点にして頂点。ミケランジェロのダビデ像、また数々の芸術家が残した絵画を見てのとおり。そう、鍛きたえられた筋肉の躍動は美しい！」


    「トーマさん。軽く聞き流してあげてくださいね」


    　こそっとガブリエッラ先輩が教えてくれた。


    　もちろん司し馬ば先輩は目の前にいるんだけど、もう完全に自分の世界に陶酔しきっているせいで俺たちの方を見てもいない。


    「信のぶ成なり先輩って筋肉とか美術とかに興味があって……あと本に影響されやすくて、筋肉以外にも唐突に何かに凝こり出したりするんです。この間も哲学書にはまって、『俺思う。故ゆえに俺あり』みたいなことを一週間くらい呟つぶやいてました」


    「あー……はい」


    　ちなみに今のは哲学者デカルトの『我思う、故に我あり』っていう超有名な命題だろう。俺も中学の授業でフレーズだけは聞いた覚えがある。


    　何にしろ相当な影響のされ方だ。


    「なぜ誰もわからん。そして鍛えようとしないのか。服の内側に隠れた慎つつましさ、同時に服の内側から盛り上がって自己主張を忘れない二面性を備えた筋肉。それが大だい胸きよう筋きんであるというのに。こんな健けな気げな筋肉は他にないぞ！　そうだな冬ふゆ嶺みね！」


    「は、はい先輩！」


    「いい返事だ。そこで俺は部員を選びぬくため新入生の大胸筋を観察していたわけだが、あいにく男も女も大胸筋の鍛え方がなってない。実に情けない」


    「そうですか……」


    　大胸筋って胸の筋肉だよな。正門でじっと立ってる三年生に胸元を凝視されたら、女子はもちろん男子だって気味悪がって逃げると思うけど。


    「だがそれは我が部においても例外ではない。そうガブリエッラ、お前はどうだ」


    「はい？」


    　ぽかんと口を半開きにする美少女。


    　何のことか理解できていないガブリエッラ先輩の前までツカツカと歩いてくる司馬先輩。有無を言わさずに右手を伸ばして──


    「なんだこのぶあつい脂肪の塊かたまりは。脂肪に隠れて大だい胸きよう筋きんが泣いているぞ」


    　大胸筋。つまりは胸を。


    　ガブリエッラ先輩の豊満な胸を思いきり鷲わしづかみにした。


    「～～～～～～～～っっっ！」


    　金髪美少女が、声にならない悲鳴。


    「本当に変態だ────っっ!?」


    　思わず叫ぶ俺。


    「あ……ああぁ……は、わ……わっ…………」


    　顔を真っ赤にして胸元を押さえ、息を荒らげるガブリエッラ先輩。いやこれは問題だろ。いくら部活の先輩だからってやりすぎだ。


    「司し馬ば先輩、それはさすがに──」


    「冬ふゆ嶺みね！」


    　獲物を狙ねらう目でふり返る変態フェチメガネ。


    　その手がわしわしと動いて、俺の制服のネクタイあたりに狙いを定めて。


    「お前はどうだ！」


    「ぎゃ────────っっ!?」


    「変態ですぅぅぅっ!?」
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    　次の悲鳴は俺、そしてその場面を目撃して顔を真っ赤にしたガブリエッラ先輩の絶叫だった。


    　……何が起きたのかは言うまい。


    　だが、俺が悲しみに打ち拉ひしがれる間もなく最悪の出来事が起きた。


    　登山部の扉が開いて、之の々の星ぼし縁ゆかりが現れたのだ。


    「こんにちは。あ、冬ふゆ嶺みねくん先に来てたんだね、よかった」


    　彼女は知らない。


    　この部室でたったいま何が起きたのか。


    「貴様、之々星縁か」


    「は、はい？」


    「マリから聞いている。そして貴様はどうだ！　大だい胸きよう筋きんは鍛きたえているか！」


    　獲物を見つけた肉食獣さながらに近づく司し馬ば先輩。


    「いけない、之々星逃げろ！」


    「逃げて之々星さん！」


    「はい？」


    　呆あつ気けに取られた様子でその場に佇たたずむ黒髪の少女めがけ、否いな、その大胸筋を鷲わしづかみにせんと変態三年生の右手が迫る。


    　そして、之々星の目つきが変わったのはその時だった。


    「……殺気ッ？」


    　変態の腕を左手一本で受けとめるや、軽やかに後方へと受け流す。


    　さらに流れるような体たい捌さばきで変態フェチメガネの懐ふところに潜りこむや、之々星は、その無防備な鳩尾みぞおちめがけて拳こぶしを叩たたきつけた。


    「セイッ！」


    「ぐはぁっ!?……ぐっ。な、なるほど。良い身のこなし……ならば……さぞかし大胸筋も鍛えている……ことだろう…………合格だっ！…………」


    　盛大な断末魔の叫びを上げて倒れる変態。


    　一方で、俺とガブリエッラ先輩はその一部始終に目を奪われていた。


    「せ、正せい拳けん突き……！」


    「あの之々星さんが!?」


    　そう、あの之々星縁がだ。


    　普段あんな大人しそうな雰囲気でありながら、今の動きはまさしく、幼少より大人の男たちに交じって実戦空手を習得してきた武闘家そのもの。


    　……っていうか本当に強いんだな。


    　……あんな敏びん捷しような体捌きと力強い正拳突き、運動部の男子だって咄とつ嗟さにできないぞ。


    　拳を突きだしたままの之々星縁。


    　そんな彼女が、はたと我に返ったのはその直後だった。


    「……………………はっ！　あ、あれ？　わたし何を？」


    　無意識ですか。


    　男に乱暴されないための護身術として、長年かけて習得してきた空手の技が咄とつ嗟さに出たのだろう。恐るべし之の々の星ぼし縁ゆかり、十五歳。


    「きゃっ、どうしたんですか。人が倒れてる？」


    「いや良くやったよ」


    「グッジョブです之々星さん。乙女おとめの敵は滅ほろびました……」


    　悪を成敗した正義の少女に惜しみない拍手を送る俺とガブリエッラ先輩。ちなみに倒された司し馬ば先輩はというと、なぜか満ち足りた笑顔だったりする。


    　この先輩、下心は無かったみたいだ。


    「ちわーっ！　どうよガブちゃん、トーマと縁っちは来てるかしら？」


    「ぐおっ!?」


    　そんな倒れている司馬先輩を踏んづけて、マリ部長がやってきた。


    「あら信のぶ成なり。アンタなんで倒れてんの？」


    「いい拳こぶしだった……」


    「拳？　まあ信成が満足そうならいいけどね」


    　既に納得した面おも持もちで頷うなずく部長。


    「でもよかったわ。トーマも縁っちも来てくれてるし、もう二人は信成と挨あい拶さつはしたかしら？　二人に紹介しておくとこの三年生が司馬信成よ。通称──」


    「変態大だい胸きよう筋きんフェチメガネですね」


    「変態大胸筋フェチメガネですぅ……」


    　俺とガブリエッラ先輩。被害者コンビの声が重なった。


    　といっても肝心のマリ部長や之々星縁には何のことだかわからなさそうだし、司馬先輩の方はそもそも俺たちの話さえ聞いてなさそうな素そ振ぶりだが。


    「よしよし、まだ入部が増えるかもしれないけど、まずはこの五人で今年の登山部の結成といきましょう！」


    　部室の扉の前で、マリ部長が通りのいい声を張りあげる。


    「山を目指す理由は人それぞれ。山が好きでもいいし、これから山に興味をもつためでもいい。だけど覚えておいて。私たち登山部はとっても深い絆きずなで結ばれてるの。ねえガブちゃん」


    「え？　は……はいです！　一緒に山に登ってご飯を作って、一緒のテントで泊まって。すごく仲のいい部活ですから」


    「そうよ諸君！　試合や大会を終えて打ち上げが終われば即帰宅、じゃあないの！」


    　演劇口調。


    　自慢の滑かつ舌ぜつの良さを活いかしたマリ部長の口上が響きわたる。


    「風雨に耐えながら山に登って！　食事を作り、同じ釜かまのご飯を食べて！　一つテントの下で一緒に泊まって、苦しいことも嬉うれしいことも恥ずかしいこともすべてを分かち合う。他のどの部よりも濃い絆きずなで結ばれた家族フアミリーなのよ！　ねえ信のぶ成なり！」


    「うむ」


    　腕組みして頷うなずくもう一人の三年生……否いな、変態大だい胸きよう筋きんフェチメガネ。さっきまで倒れてたのに、いつの間にか完全復活したらしい。


    「そういえばテントでガブリエッラを盗撮して男子と高値で取引してた部長がいたな。大事な家族フアミリーを高値で売った部長が」


    「ぎくっ。あ、あれは部費を稼ぐためよ！」


    「……あの寝顔の写真がネットに流れて、またテレビ局から芸能界入りのお誘いがあって大変だったんですよぉ」


    　恥ずかしそうに顔を背そむけるガブリエッラ先輩。


    「なんだ寝顔の件ね。ガブちゃんの着替え写真の件かと思ったわ」


    「いつ撮ったんですか!?」


    「さあみんな、ほま高登山部の門出よ！」


    　懸命に訴えかける金髪の先輩はさておき、マリ部長が早くも一人で盛り上がった様子で拳こぶしを振りあげた。


    「今日から登山部も本格的に活動開始。心の準備はいいわね縁ゆかりっち、そしてトーマ」


    「はい！」


    　部長の真似まねで拳を掲げる之の々の星ぼし縁。


    　念願の登山部だから当然なのかもしれないけど、中学で見てきた「之々星さん」にこんな熱血な一面があるとは思ってもみなかった。


    　……中学からのクラスメイトで一緒にいたつもりだったけど。


    　……俺、ぜんぜん之々星のことわかってなかったんだな。


    　そう知ることができただけでも、この部活に来て良かったかもしれない。


    「トーマもいいわね！」


    「ええまあ。……で、活動って何をするんです？」


    　肝心の登山は月に一度だ。


    　ちなみに俺が調べたところ、プロの登山家は、高度八千メートルの山さん嶺れいを登るために空気の薄い高所でトレーニングしたりするらしい。


    　じゃあ高校の登山部は？


    　ほま高の部活勧誘誌で運動部のくくりに入っているわけだし、プロの登山家には及ばずともランニングや筋トレをすることは想像に難かたくないもんな。部室にある大きな登山リュックや、雪山用の装備もそう。さっきも鎖を使って山に登るなんて話もあったくらいだし、相当に過酷な訓練もするんじゃないだろうか。


    「運動部だし、普段どんなトレーニングするのかなって」


    「ううん体育の授業で十分よ。個々人で筋トレもするけど、それも強制じゃないわ」


    「え？　あれ、なんか意外ですけど」


    　マリ部長の一言に、思わず俺はそう呟つぶやいていた。


    「ふふーん？　なになにトーマ、登山部にいよいよ興味がわいてきたのかな？　かな？」


    「……そんなんじゃないですってば」


    「素直じゃないわねぇ」


    　しゅるん、と首のネクタイを外すマリ部長。制服の上着もさっさと脱いだラフな恰かつ好こうで、この少し「外れた」感じがいかにもマリ部長らしい。


    「一年間に二十万人。ねえトーマ、この数が何かわかるかしら？」


    「見当もつきません」


    「富ふ士じ山さんに登る登山者よ。そこには大勢の家族連れが含まれてるわ。小さな子供に、普段はスポーツから遠ざかっているご年配の親もたくさんいる。彼らが普段から訓練なんてしてると思う？」


    「あ、そっか……」


    　そういう観点で山の難易度を考えたことはなかったな。


    「山の季節やルートによっても違うけど、高校の登山部が登る山は、過酷な練習を積まないと登れないなんてことはないわ。前にも言ったでしょ。生涯を通して楽しめるスポーツだって。毎日トレーニングしなきゃ登れなかったら、私だって演劇部と兼部できないわ」


    「そうだった。部長、兼部してるんですよね」


    　もしかして、登山部の部室がここにあるのもそういう理由だろうか。


    　……ちょっとした疑問だったんだよな。


    　……なんで登山部の部室だけ校舎の中にあるんだろうって。


    　野球部やサッカー部はグラウンドの目の前だし、バスケット部やバレー部であれば体育館の前に部室がある。だけど登山部は一年生校舎の北側一階だ。


    　運動部のなかで唯一、校庭とも体育館とも離れている部室が登山部である。


    　その理由は、今まさにマリ部長が言ったように、登山部がグラウンドや体育館を使ってトレーニングをする頻度が少ないからなのかもしれない。


    「そうはいっても私も自宅近くのジムでダンスと筋トレはしてるわよ。信のぶ成なりだって身体からだを鍛きたえるのが趣味みたいなものだし」


    「ダンスですか。部長に似合いそうな気もしますけど」


    　やっぱり部長も、部活以外でしっかり鍛えてるんだな。


    　俺も、帰宅部だったけど体力落としたくなくて放課後はランニングしてたから。


    「必須ではないけれど、日頃からランニングや筋トレをしておくのは良いことよ。なにせ山は何が起きるかわからないもの。転落や遭難だって」


    「あるんですか……」


    「不注意や、体調の優れない時に登れば誰だって足を踏み外すことはあるわ。日本の山はそれが大きな事故に繋つながることは稀まれだけど。たとえそうでなくても軽い捻ねん挫ざとかは想定して身体からだを鍛きたえておくことは有意義よね。そういう意味では──」


    　ふむ……と。


    　そこまで言ったマリ部長が、何かを考えこむように腕組みする仕草。


    「青春っぽいかもしれない。ねえガブちゃん」


    「はい？」


    　突然に話を振られて、ガブリエッラ先輩が目を丸くする。


    「今日はみんなで校庭をランニングよ。運動着もってきてちょうだい」


    「えっ」


    　ピシリ、と天使の微笑が凍りついた。


    「ぶ、部長……いま……なんと……」


    「今年からは登山部もトレーニングしましょう。みんなで共に運動で汗をかく。これも青春よ」


    「そんな!?」


    　この世の終わりとでも言わんばかりに顔が青ざめる金髪の女子高生。


    「……ガブ、走るの苦手ですぅ」


    「苦手から逃げてばかりじゃダメ。大丈夫よガブちゃん、今日はゆっくり走るから」


    「ホントですかぁ？」


    「ええ。皆でグラウンドを駆けぬけましょう！」


    　マリ部長が声を弾ませる。


    　もう頭の中では俺らが校庭を走る光景が流れてる、そんな感じの陶酔しきった眼まな差ざしだ。


    「縁ゆかりっちにトーマ、運動着は持ってるかしら？」


    「体育の授業で使うものなら」


    「それで十分よ。……あれ。信のぶ成なりどこいったのかしら。まあいっか。さておき縁っちも、みんなで部活っぽいトレーニングは初めてよね？」


    「楽しそうです！」


    　之の々の星ぼし縁が声を弾ませる。


    「ねえガブちゃん？　ガブちゃんももちろん頑張るわよね」


    「……うぅ」


    　我が校の生ける女神像とも称される金髪少女が、あからさまに顔をしかめた。


    　そんな後輩の肩にぽんと手をのせて、力強く頷うなずくのはマリ部長だ。


    「これはガブちゃんの為ためなの。いいこと、真の美び貌ぼうは健全な身体からだから生まれるわ。か弱いだけの美少女なんて本当の美少女とは程遠いのよ」


    「そのとおりだ！」


    　バタン、と部室の扉が開かれる。


    　現れたのは我が部が誇る変態……もとい、副部長の司し馬ば信のぶ成なり先輩である。


    「あら信成？　いつの間に廊下そとに出てたの？」


    「このとおり。ランニングのために運動着を教室から持ってきた」


    「早っ!?」


    　思わず突っこむ俺。


    　三年生校舎って部室からだいぶ離れてるのにもう運動着とってきたのかよ。いったいどんな速度で廊下を走ってきたのやら。


    「とにかくも話は聞かせてもらった！」


    　体操着を小こ脇わきに抱えながら、司馬先輩。


    「登山とは大自然への挑戦。それすなわち自分自身との闘いにほかなるまい。その為の訓練とは……ふっ、悪くない。毎日ランニング三十キロ、早朝水泳にシャトルラン、重量挙げで身体を極限まで鍛きたえ上げるというわけだ。そうだなマリ！」


    「そこまでは言ってないけど」


    「謙けん遜そんはいい。お前たちの気持ちはよく伝わった！」


    　マリ部長の声さえ届いた様子はなく、己おのれの制服のボタンに手をかける司馬先輩。


    　ばさっと宙を舞う制服。


    　俺たち一同の制止も間に合わず、一瞬で上半身裸になった変態がそこにいた。


    「俺も一肌脱ごう。さあ諸君、服を脱いで着替えろ！」


    「きゃぁっ!?」


    「こら信成！」


    「露出狂っ、露出狂がいますぅっ！」


    　登山部に、可か憐れんな女子たちの悲惨な叫び声がこだました。
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    　ほまれ高校・校庭。


    　ジャージに着替えた俺が校舎側から見下ろしたそこには野球部に陸上部、サッカー部それにハンドボール部がそれぞれランニングする姿がある。


    　どの部活も盛況だ。


    　ジャージの肩に赤のラインが入っているのが一年生だから、どの部活も新入生が体験入部で参加してるんだろう。


    「冬ふゆ嶺みねくん、お待たせ」


    「ん？　ああ、早かったじゃん之の々の星ぼし」


    　声をかけられた俺がふり返ったそこには、高校ジャージに着替えた之々星。


    　その後ろには、之々星と同じく着替え終わった先輩二人が。


    「はーい、お待たせトーマ」


    「お待たせしましたです」


    　マリ部長は、春らしい陽気ということもあって上は半はん袖そでシャツ、ジャージ着用は下だけだ。ガブリエッラ先輩は、こちらは之々星縁ゆかりと同じで上下ともジャージ姿である。


    「おぉ？　トーマがジャージ姿だ。運動着に着替えるとちょっとは逞たくましく見えるね」


    「……俺だって体育の授業くらいやりますから」


    　ニヤニヤ笑いのマリ部長に溜ため息いきで返事。


    「マリ部長は、なんだかフツーに運動部の女子って感じがします」


    「そりゃあ毎日ダンスで鍛きたえてるからよ」


    　半袖シャツの袖を肩までまくり上げているマリ部長。タンクトップのようにまくり上げた肩からは綺き麗れいに絞しぼられた二の腕が露あらわになって、なんとも健康的な色気がある。


    「縁っちは運動部の女子マネージャーって感じかしら。大人しくて可か愛わいらしくて」


    「そ、そうですか？」


    　恥ずかしげに照れ笑いをする之々星縁。


    　マリ部長が炎天下のなか汗を流してスポーツに精を出す女子だとしたら、之々星はさしずめ、夏の木陰に佇たたずんで男子部員を見守る女子マネージャーだろう。


    　そして最後の一人。


    「で、ガブリエッラ先輩は──」


    「先輩、可愛いです！」


    　俺に続けてそう言ったのは之々星縁。


    　そう。俺たちの目の前には、ジャージを着た金髪の美少女が立っていた。


    　気品のある顔は頬ほおがほんのりと上気して、太陽の光を煌きらびやかに反射する淡い金髪が、校庭から吹く風にサラサラとなびいている。


    　そして高校のジャージだが、サイズがあってないのか手首が袖に隠れてしまっているという子供っぽい格差ギヤツプも相まって、あどけない可愛らしさも強調されている。


    　女子である之々星さえ思わず声を上げてしまうのも納得だろう。


    「あら、トーマ見て。校舎の二階。男子生徒たちが窓際に集まってきたでしょ」


    「本当だ。何ですかね、みんなこっち向いてるけど」


    「我が校の女神伝説その一。ガブちゃんが体操服になっただけで見物人が出るわ」


    「……マジですか」


    「あと五分もすれば校庭の後ろにカメラ持ったおじさんが集まってくるわ。トーマ、ガブちゃんをカメラから守ってあげなさい」


    「どんだけ大物なんですかガブリエッラ先輩は!?」


    　夏の体育で水泳とかいったいどうなるんだろう。いや、ガブリエッラ先輩本人が迷惑そうにしてるから考えるのはやめておこう。


    「さてさて、あとは信のぶ成なりだけど」


    「司し馬ば先輩ならもう着替え終わって、先に走ってくるって言ってました。ほら、あそこ」


    　俺が指さしたのは校庭のグラウンドだ。


    　野球部やサッカー部に交じって颯さつ爽そうと駆ける司馬先輩の姿があった。


    　あと、わかってはいたけど司馬先輩はやっぱり体格がいい。グラウンドで運動部が集まっていても、一目で先輩とわかる身長と肩幅だもんな。


    「ていうか司馬先輩、なんで陸上部よりペースが速いんですかね。誰も司馬先輩に追いつけてないけど……」


    「だって信成だもん」


    　マリ部長の答えは、これ以上ないほど簡潔でわかりやすかった。


    　まあ司馬先輩だもんな。


    「さあ縁ゆかりっち、ガブちゃん、トーマ。今日から我ら登山部もみんなでトレーニングよ！　あの寒々とした部室から飛びたって、目指すはあのグラウンド！」


    　俺、之の々の星ぼし縁、マリ部長にガブリエッラ先輩。


    　四人でグラウンドに向かったところで、ベンチ脇に立ってストップウォッチを持っていた女子が、マリ部長を見つけるなり手を振ってきた。


    「おーい、マリどうしたの？　ジャージに着替えちゃって」


    「今日は登山部でトレーニングって決めたの。グラウンド借りるわよ」


    　なるほど、三年の同級生にはそれっぽい言葉遣いなんだな。ってことはあの演劇っぽい口調で話すのはますます俺の時くらいってことか。


    「さあ行くわよみんな。まずはゆっくりランニングから！」


    　運動部に交じってマリ部長が走りだす。


    　野球部、サッカー部、それに陸上部。男女あわせて四十人くらいが走っているなか、俺たち登山部もゆっくりとグラウンドを回っていく。


    　……あ、でも本当にゆっくりだ。


    　……ちょっと早めの散歩くらい？


    　後続の運動部が次々と俺たちを追いぬいていくんだけど、先頭のマリ部長はのんきな表情でペースを一定に保ったまま。


    「トーマにはゆっくりすぎるかしら？」


    「え？　い、いやそんなことないですよ。俺も高校受験で身体からだだいぶ鈍なまってるし」


    　心の中を見透かされた気がして首をふる俺。


    「なあトーマ」


    　くすっと口元に笑みを浮かべる部長。


    　俺にだけ接する時の、あの演劇部っぽい口調でもって。


    「登山部ウチは登山部ウチだ、他の運動部に見られてるからって見栄を張ってペースを速めても仕方ないだろう？」


    「…………」


    「前に言ったとおりさ。ほま高の運動部で競技種目じゃないのは登山部ウチだけなんだ。誰よりも速く走るのが目的じゃない。みんなで同時にゴールできればそれが最高ベストさ」


    　小さな声で。


    　最後尾で懸命についてきてるガブリエッラ先輩には聞こえない声で、部長はそう言った。


    「違うかい？」


    「……いや。俺もそれでいいと思います」


    　参ったな。


    　屋上でのやりとりを嫌いやでも思いだして、俺は小さく苦笑いを浮かべていた。


    　一位や二位を決める必要のないスポーツ。それが登山だって言ってたもんな。運動が苦手なガブリエッラ先輩のことも部長はしっかり気にかけてたわけだ。


    「はーいガブちゃん。どう？　息が上がってきた？」


    「……お、おなかの左側が痛いですぅ……」


    「脇わき腹ばらが痛くなるってやつね。はいはい、じゃあもうちょっとペース下げましょうか。無理してもしょうがないもの。縁ゆかりっちはどうかしら？」


    「ペース配分はお任せします！」


    　弾んだ声で返す黒髪の彼女。


    　こちらは汗をかくどころか息を切らしてすらいない。


    「縁っちは走り慣れてる感じがするわね。空手の練習ってよく知らないけど、ジョギングとかもするのかしら？」


    「身体を温めるためによく走ってました」


    　ふっ、と懐かしげに目を細めて。


    「懐かしいです。小学生の夏休み……お祖じ父いさまに連れられて行った武者修行。帰らずの樹海に一人で放りだされて泣きながら走り続けました」


    　衝撃の事実発覚。


    　俺の恋した女の子は、想像を上回る過酷な空手道を強しいられていた。


    「あ、暑いです……お、お茶は……」


    「お茶はないけど、暑いならジャージを脱ぎなさいな。むしろ脱いでいいわよ。周りの観衆もそれを望んでいるわ」


    「脱ぎませんっ！」


    　額に汗を浮かべながらもガブリエッラ先輩はジャージを着用し続けたままだ。


    　とはいえ暑さには敵かなわないらしくジャージの首元を開けていて、そこから透けるように白く艶なまめかしい素肌が露あらわになっている。なるほどね。運動部の男子がガブリエッラ先輩を追いぬく時、やたらチラチラ横目で見てたのはそういう訳か。


    「ガブリエッラ先輩──」


    　声をかけようとした矢先、ふと、後方がやたら騒がしいことに俺は気づいた。


    　……俺たちの後ろを走るのは。


    　……ああ、さっき追いぬかれた陸上部か。俺らもうすぐ周回遅れだし。


    「って司し馬ば先輩!?」


    　俺らを追いぬこうとする陸上部が悲鳴を上げていた。


    　そして後方には、猛烈な速度で陸上部に迫る司馬先輩。その鋭い視線が見み据すえる先は陸上部の背中……ではなく、なぜか彼らのお尻しりだった。


    「情けない！　貴様らそれでも陸上部か。大だい臀でん筋きんの鍛きたえ方がなっていないぞ」


    　大臀筋？　さっきは大だい胸きよう筋きんとか言ってたけど、いったい今度は何だ。大臀筋ってお尻の筋肉のはずだぞ。


    「冬ふゆ嶺みね！」


    「は、はい？」


    　遥はるか後方から俺に問いかける登山部副部長。


    「大臀筋とは何だ？」


    「え！　えっと……た、たしか尻の筋肉です。筋肉の中でも大きな部位だって保健体育の授業で教わった気が」


    「そのとおりだ！」


    　満足してくれた。


    「高校レベルの筋力トレーニングでは見落とされがちだが、大臀筋周りの筋肉はとても重要だ。股こ関かん節せつをはじめとした下半身の躍動に必要不可欠。太ももや脹ふくら脛はぎといった筋肉と同じく大臀筋は大きな役割を果たしている。だというのに陸上部、お前たちがソレを理解せずしてどうする！」


    　変態フェチメガネの手が伸びる。


    　その大きな手が、二年生の男子陸上部員の尻を狙ねらい違たがわず鷲わしづかみにした。


    「やはりな。この柔らかすぎる触り心ごこ地ち、まだまだ鍛え方がたりん」


    　司し馬ば先輩に尻しりを握られた男子生徒が悶もん絶ぜつして倒れていくのをよそに、さらに陸上部員に迫っては尻を……否いな、大だい臀でん筋きんを鷲わしづかみにして鍛きたえ具合を確かめていく。


    「変態だ────っ!?」


    「変態ですぅ──っ!?」


    　悲鳴を上げる俺とガブリエッラ先輩。


    　そして俺たちは気づいていなかった。


    　陸上部全員を餌え食じきにした変態が、既に俺たち登山部まで迫っていたことに。


    「そしてお前はどうだ、ガブリエッラ！」


    「はい？」


    「大臀筋は鍛えているか！」


    　最後尾のガブリエッラ先輩に迫る司馬先輩。有無を言わさずに右手を伸ばして──


    「なんだこのぶあつい脂肪の塊かたまりは。こんな駄肉になっては大臀筋が泣いているぞ！」


    　大臀筋を。


    　つまりはガブリエッラ先輩の大きなお尻を思いきり鷲づかみにしたのだ。


    「～～～～～～～っ！」


    　校庭に、天使ガブリエツラの悲鳴がこだました。


    　と同時に、そんな彼女を見に来た観衆からも一斉にどよめきが。


    「やっぱり変態だ────っっ!?」


    「あ……ああぁ……」


    　あまりの出来事にふらふらと膝ひざをつく金髪少女。


    　だが俺は知っていた。これは惨さん劇げきの序幕にすぎないのだと。なぜなら司馬先輩の目の前にはさらに、黒髪をなびかせて走る可か憐れんな少女がいたからだ。


    　そう之の々の星ぼし縁ゆかりである。


    　変態フェチメガネの視線は既に、彼女のお尻へと向けられていた。


    「いけない之々星、後ろだ！」


    「……はい？」


    　後方の惨劇に気づいていない黒髪の少女めがけ、その大臀筋を鷲づかみにせんと変態三年生の右手が迫る。


    　その瞬間、之々星の目つきが変わったのを俺は見た。


    「お前はどうだ之々星！」


    「──襲撃っ？」


    　たんっ、と地面を蹴けって真横へ跳躍。


    　水鳥が水面から飛びたつような軽やかさで変態の腕をかわし、後ろ向きの姿勢のまま、身体からだを捻ひねってその顔面へと回し蹴りを叩たたきつける。


    「ハィヤァッ！」


    「ぐはぁっ!?」


    　野太い悲鳴とともに、之の々の星ぼしを襲おそった変態の眼鏡が宙に吹き飛んだ。


    「……な、なるほど……鍛きたえぬかれた大だい臀でん筋きんあっての腰の回転。見事……だ……！」


    　断末魔の叫びを上げて倒れる変態。


    　おお。この光景どこかで見た覚えあるぞ。


    「……あ、あれ？　わたし何を？」


    　振りあげた足を恥ずかしそうに下ろす空手少女。


    　またしても無意識の技だったらしい。しかし本当にすごいな。今の蹴けり技のキレ、空気を切り裂くっていう表現はこういう時に使うのか。


    「きゃっ、どうしたんですか司し馬ば先輩？　大変、司馬先輩が倒れてます！」


    「いや良くやったよ」


    「グッジョブです之々星さん。乙女おとめの敵は今度こそ滅ほろびました……」


    　変態を成敗した彼女に惜しみない拍手を送る俺とガブリエッラ先輩と、さらに周りで被害にあった運動部の部員たち。


    　ちなみにマリ部長は一人ちゃっかりと後方に避難済み。


    　司馬先輩はというと、今も手を伸ばしたまま満足げな笑顔で力つきている。
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    「マリ部長、どうするんですかこの先輩。保健室とか？」


    「放置でいいわよ。私たちはトレーニングしに校庭に来てるの。変態を救護する為ためじゃないわ」


    「……じゃあ放置で」


    　再び走りだす俺たち。後ろの運動部もそれに続くけど、倒れた司し馬ば先輩を迂う回かいして走ってるあたりよほど怖かったんだろう。


    「あのガブリエッラ先輩、すごく聞きづらいのですが平気ですか？」


    「……駄肉……おもむろにお尻しりを鷲わしづかみにされた挙あげ句く、駄肉って……」


    　お尻のあたりに手を伸ばしながら走る金髪の美少女。


    「トーマさん」


    「はい」


    「決めました。ガブ、今日から走ります！　毎日十キロ欠かさず、雨の日も雪の日もお尻のトレーニングに勤いそしむのです。信のぶ成なり先輩を見返すためにも！」


    「えぇっ!?　また極端な」


    　毎日十キロなんて運動初心者が陥る典型的なハードメニューじゃないか。いきなり高すぎる目標を掲げて頓とん挫ざするのが目に見えてるんですが。


    「ガブリエッラ先輩、それはさすがに──」


    「さあ行きますよトーマさん！」


    　学園の歩く女神ガブリエッラ。


    　生徒の誰もが羨うらやむ美び貌ぼうを誇りながらも、悲しいかな。彼女のパラメータはすべて容姿に割りふられたため頭がやや残念なことになっていた。


    「そうよガブちゃん、それこそ青春！　さあ、あの地平線の先まで走りましょう！　今年の全国高等学校総合体育大会インターハイは我が部活が制せい覇はするの！」


    「合がつ点てん承知です！」


    　感極まった感じのマリ部長の声援を受けて、猛ダッシュする美の女神。


    　そして今も地に倒れたままの変態フェチメガネ。


    　……なんていうか。


    　……俺、色んな意味ですごい部活に仮入部したんだな。


    　先輩たちの後ろ姿をぼんやり見送って、俺は、隣を走る之の々の星ぼしと顔を見合わせたのだった。
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    　翌週の月曜日──


    　教室の掃除を終えて部室にやってきた俺に、マリ部長が開口一番こう言った。


    「トーマ、今日のトレーニングは中止よ」


    「はい？」


    　ようやくトレーニングを開始したばかり。先週は軽いランニングで汗を流して、今日からいよいよ本格的な筋力トレーニングだって覚悟してきたのに。


    「あの、マリ部長？　中止って」


    「ほら」


    　マリ部長が後方へとふり返る。窓際に設置された高級そうなソファーに横たわっているのは、金髪ハーフの先輩女子だった。


    「う、いたた……之の々の星ぼしさん、も、もうちょっと優しくお願いします」


    「こうですか？」


    「ひゃ────っ、そ、そこはまだ筋肉痛が激しくて……っ！」


    　脹ふくら脛はぎをマッサージする之々星縁ゆかりと、それに悲鳴を上げるガブリエッラ先輩の図。


    「ガブちゃん、先週のランニングですっかり筋肉痛になっちゃったみたい」


    「……あー。あれだけ全力疾走してましたし」


    　相当に激しい筋肉痛なんだろう。之々星縁が足に触れるたびに「ひゃぁっ」、とか「あうっ」という可か愛わいい悲鳴を上げて背中をのけ反らせている。


    　問題はその悲鳴の息づかいが妙に色っぽくて、つい気になってしまうということだけど。


    「そうそう。あと信のぶ成なりだけど今日は来ないわよ」


    「司し馬ば先輩が？」


    「眼鏡の修理。先週の縁っちの回し蹴げりがよほど強烈だったみたいね。無料修理の期間中に、手入れも兼ねて行ってくるって」


    「ああ……納得です」


    「そんなわけで今日はどうしようかしら。四月の歓迎登山の準備にもまだ早いし……」


    　机の上に座って腕組みするマリ部長。


    「あ、そうそう！　トーマと縁っちに協力してもらいたいことがあったの」


    　之々星を手招きする部長が俺に手渡したのはコピー用紙の束だ。カラー印刷された山の写真、それに「ようこそ、ほま高登山部へ！」というキャッチコピー。


    「部の勧誘チラシですか」


    「そそ。ざっと百二十枚、信のぶ成なりに配ってこいって渡しておいたんだけど」


    　部長が肩をすくめて苦笑。


    　その経緯は俺も知っている。司し馬ば先輩に任せた結果、「俺の眼鏡に適かなうやつはいなかった」ということで一枚のチラシも配られていないままになっているとか。


    「縁ゆかりっちとトーマが入部してくれれば部の維持は何とか目星がつくわ。ただソレはソレとして、こんなに刷ったんだから配らないと資源の無駄遣いじゃない？」


    「百二十枚って、むしろ百二十人も入部させるつもりだったんですか」


    「見栄を張ってみたかったのよ」


    　座っていた机から部長がさっと飛びおりる。


    「さあトーマと縁っち、チラシを配りにいくわよ。私は正門前ね、二人は校舎を回ってちょうだい。入部希望者でなくてもいいわ。配ることに意味があるの！」


    「一年生オレに一年生を勧誘しろと？」


    　俺、まだ登山に全然詳しくない一年生ですが。勧誘と言われても登山部のことを説明できる気がしない。


    「だけどマリ部長──」


    「いいことトーマ？」


    　俺の発言は、部長にぴしゃりと遮さえぎられた。


    「ほま高登山部は六月からテントを使った一泊登山になるわ。そしてウチの部にあるテントは一つで三人が定員なの。これがどういうことかわかるかしら」


    「というと」


    「女子は、私とガブちゃんと縁っちで一つのテント。女子の花園よ」


    「はい」


    「でも男子は、このままだと信成とトーマの二人っきりで一つのテントに──」


    「今すぐ全力で新入生なかまを勧誘してきたいと思います！」


    　渡されたチラシを胸に抱きしめ、マリ部長に敬礼する俺。


    　いざ探せ同志。


    　というか司馬先輩と同じテントで寝てくれる犠牲者を。


    「わかってくれて嬉うれしいわ。縁っちも行くわよ。ガブちゃんはここで留守番ね」


    「ふぁ……ふぁあい」


    　ソファーに倒れたまま手を振ってくるガブリエッラ先輩。


    　そんな見送りを受けながら、マリ部長に連れられた俺は新入生勧誘のため部室を後にした。
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    　一年生校舎──


    「でも一年生の勧誘っていったってなぁ」


    　午後三時半。


    　すっかり人影もまばらになった放課後の廊下を、俺は之の々の星ぼしと横並びで歩いていた。


    「この時間だとみんな仮入部に行ってるよな。教室に残ってるのは部活に興味ない奴やつらばっかりだろうし」


    「勧誘、大変そうだよね」


    　くすっと微苦笑を浮かべる之々星縁ゆかり。


    　さあどう勧誘したものかと溜ため息いきをつく俺と対照的に、こちらは「まあ何とかなるから」といった楽観的な余裕がありそうだ。


    「わたし、ちゃんと登山の説明できるかな。登山のいいところって説明するのすごく大変だと思うの。興味をもって話を聞いてくれる子も多くないと思うし」


    「そうだよな。でも、その割りに之々星はやる気っていうか楽しそうに見えるけど」


    「冬ふゆ嶺みねくんが登山部に入ってくれたから」


    「…………」


    「一年生で登山に興味があるのなんてわたしだけかと思ったの。でも、こんな身近に冬嶺くんがいたから。部活に入ってくれる子も探せば見つかるかなって」


    　思わず言葉に詰まる俺。


    　確かにそうだ。彼女にとっては俺という「もう一人の入部希望者」がまず奇き蹟せきのような存在だったんだもんな。俺がいたんだから他にもいるかもしれない──そんな希望に満ちているあたり、いかにも之々星らしい前向きな発想だ。


    「だから部員スカウトも頑張ろ、ね？」


    「……ああ。コレも少しは減るといいんだけど」


    　ずっしりと重量感のあるチラシ数十枚。


    「ひとまず、俺と之々星の教室に残ってるやつに配ってみるか」


    　俺たちは高校に入学して間もない。


    　ようやくクラスメイトの名前を間違えずに覚えてきたって頃で、他クラスの生徒なんてほぼ接点がない。声もかけづらいもんな。


    　まだクラスメイトに声をかける方が気安くていいだろう。


    「ところで冬嶺くんはクラスで仲いい子いる？」


    「いや……まだエイタローくらい。あんまり俺からは声かけてないっていうか、授業で二人一組になった時とか化学のグループ実験で周りと話した程度で」


    　そういう意味じゃ中学の時とあまり変わってない。


    　でも之々星は違うんだろうな。本人がこのとおり控えめな性格だから派手に目立つってことはなかったけど、中学じゃクラスメイトからも好かれてたし。


    「俺が声かけても聞いてくれるやついるかな……」


    「あはは、冬ふゆ嶺みねくんってば心配性だね。でも、それならわたしの教室から見てみる？」


    　在籍してるＢ組教室の扉に手をかける之の々の星ぼし。


    　勢いよくその扉を横滑すべりさせて、颯さつ爽そうと教室に足を踏み入れる。


    「ねえみんな…………あれ？」


    「まあそうだよな」


    　がらんと寂さびれた教室内を見わたす俺と之々星。


    　部活の予定がある生徒は部活に。そうでなければ帰宅するのが大半だろう。


    「わたしが教室を出た時はね、まだ仲のいい子が五人くらい固まって喋しやべってたの。入部予定もないって言ってた子たちだったから」


    「ちょうど一足先に帰られたってわけか。俺の教室はどうだろ」


    　隣のＡ組教室へ。


    　だけどこっちも誰も残ってないだろうって俺は半分諦あきらめていた。掃除当番で居残ってた俺が教室を出た時は、もうほとんど誰も残っていなかったから。


    　と──


    　俺が教室の扉に触れようとした矢先。


    「……どういうことですの？」


    　扉ごしに、まだ馴な染じみの薄い女子の声が聞こえてきた。


    「おかしいですわね。冬嶺冬とう馬まの個人ロッカーは空からっぽでしたし、そうなると例のアレを隠しているのはこの机以外にありえないはずなのに」


    「俺の机で何してるんだ？」


    「探しものですの。冬嶺冬馬の机に………………っっひゃぁ!?」


    　すぐ後ろから声をかけられた少女が、俺を見るなり跳びはねた。


    「ふ、ふふ、冬嶺冬馬ぁっ!?」


    「よう。橘たちばなハルカだよな、確か」


    「な、なぜここにあなたがいるんですの……！」


    　いかにも高貴そうな縦ロールの髪をなびかせて、橘ハルカが目をみひらいた。


    　背は、之々星よりちょっと低いくらいだろうか。ガブリエッラ先輩ほどじゃないけど驚くほど色白で、小ぶりな顔立ちに長い睫まつ毛げといい、いかにも名家のお嬢様といった相そう貌ぼうだ。


    「あれ、あなたは」


    　瞬まばたきして橘ハルカを見つめているのは之々星縁ゆかり。


    「ねえ冬嶺くん。たしかこの子──」


    「ああ。一年生オレらの総代」


    　今年の入学式、新入生代表の挨あい拶さつをしたのがこの橘たちばなハルカである。


    　これは榮えい太た郎ろうから聞いた噂うわさでしかないけど、毎年の新入生代表の挨拶は、その年の入学試験で最高得点をとった生徒が選ばれる。


    　つまりこの橘ハルカが、現時点で一年生オレらの最優秀生徒ということだ。之の々の星ぼしも、入学式で挨拶する彼女を見ているはずだから見覚えあるのも当然だろう。


    　だけど、そんな橘ハルカがここで何をしてたのか。


    「さてお邪魔しました。ではご機嫌よう」


    「まあ待てってば」


    　足早に立ち去ろうとする彼女を引き留める俺。


    「お前ってたしか部活には入ってないよな。なんでこんな時間に残ってるんだ？　しかも今、俺の机を漁あさってたような」


    「な、なんのことかしら……わ、わたくしは何の心当たりもありませんし」


    「しらばっくれるなら職員室で先生に報告するぞ」


    「待ちなさい!?　な、何を言いだすのですか！　わたくしはただ──」


    「何だ？」


    「くっ……」


    　背に腹はかえられないと悟ったか、橘ハルカが奥歯を噛かみしめてふり返った。


    「やはり冬ふゆ嶺みね冬とう馬ま。あなた、わたくしのことを覚えていないのですね！」


    「橘ハルカだろ」


    「そうではなくて！　そもそもです、わたくしがこんな地方の公立校に入学した唯一の理由が、あなたへの恨みを晴らすためだというのに！」


    「……はい？」


    　人差し指を突きつけられる俺。


    　そんな俺を横目に、之々星がぽかんと首を傾かしげる仕草で。


    「冬嶺くんが悪いことしたの？」


    「してないしてない、俺は何もしてないってば！」


    　慌あわてて手を振ってみせた。本気の本気で、まったく心当たりがないからだ。


    「あのさ……俺、橘に何かしたっけ？」


    「まあ！　やはりわたくしのことを覚えていないのですね。こうして悲願も叶かない、同じ学校の生徒になったというのに」


    　腰に手をあてて彼女が俺を睨にらんでくる。


    「あれは遡さかのぼること半年前……」


    「いや待て。いきなり遡る前提がおかしい。半年前って言ったら俺ら中学三年生の秋だろ。俺、橘と一緒の中学じゃないし」


    「ええ。だってわたくし中学は女子校ですもの」


    「峰ほう学がく院いん女子中だろ。入学式の日に聞いたよ」


    　全国有数のエリートお嬢様学校だ。


    　一時は皇室御用達の学校でもあった名門中の名門。中高一貫の進学校で、入学試験には両親を交えた面接が設けられ、そこで「誇り高き大和やまと撫なで子しこ」としての教養と作法とを厳しく審査されるという。


    　橘たちばながそこの出身だと自己紹介し、クラスが驚きでざわついたのを覚えている。


    「なおさら共通点ないと思うけど」


    「大ありですわ」


    　あるのかよ。


    　初めて顔と名前を知った相手で、しかも中学まで違うってのに。


    「そう、あれは中学三年生の夏休みも終盤にさしかかった時のことでした。高校受験の勉強で大忙し。その成果である夏の全国模試──」


    　胸に手をあてて、橘ハルカが歌うように語りはじめた。


    「峰学院女子の代表としてわたくしは万全を期して臨みました。夏の目標はずばり五教科全国一位。なぜなら現議員のお父様と弁護士のお母様がともに達成した偉業だからです。一人娘のわたくしは、それを成し遂げる義務があるのです」


    「本物のお嬢様かよ……」


    「ええ、生まれた時からエリート街道まっしぐらですわ」


    　誇らしげに頷うなずく彼女。


    「しかし忘れもしない全国模試。英国理社でトップをとり目標達成目前だったわたくしから、冬ふゆ嶺みね冬とう馬ま、あなたが数学で一位をかっ攫さらっていったのです！　どうですか思いだしたでしょう、この泥棒猫さん！」


    「知るか!?」


    　確かに模試は受けたけど、それは俺だけじゃなくて高校受験生なら誰でも受験するものだ。榮えい太た郎ろうや之の々の星ぼしも一緒に受けていた覚えがある。


    「あー、あったね全国模試、懐かしいなぁ」


    　ぽんと手を叩たたいたのは之々星だ。


    「アレでＣ判定だったって石いし田だくんが落ちこんでたんだよね。冬嶺くんは数学の成績優秀者に名前が載ってて、わたしのお母さんも冬嶺くんすごいって言ってたっけ」


    「数学だけだよ。他は平均点だったし」


    　懐かしそうな之々星に答える俺。


    　とはいえ数学だけは、俺だって将来のために必死に勉強してる自負がある。受験勉強のためだけに数学を学んでる同級生に負けていられない。


    　が、そんな俺の割りきった返事さえも橘たちばなハルカには不満足だったらしい。


    「その数学ですわ！　橘家の伝統たる高校模試全国一位を妨害するという陰険な手口、わたくしへの挑戦と受け取りました！」


    「逆恨みにも程がある!?」


    「それ以来、とにかく橘家の沽こ券けんにかけて『冬ふゆ嶺みね冬とう馬まという男は必ず越えなければならない壁』となっていったのです」


    　完全に自分の世界に陶酔しきった橘ハルカ。


    「橘家の辞書に敗北の二文字はありませんの」


    「数学だけの単体科目にこだわる必要なくないか？　橘が一年生の総代なのは間違いないし。俺、何度も言うけどそれ以外はサッパリだから」


    「それはわたくしの矜きよう恃じが許しません。あくまで全教科全国トップでなければ、橘家の目標を実現したことにはならないのです！」


    　ふふん、と半分自慢げにお嬢様が胸を張って。


    「ゆえにわたくしは峰ほう学がく院いん女子高等部への進学を蹴けり、あなたと同じ学校を受験したのです」


    「ん？　でも俺の志望校はどうやって調べたんだ？」


    　同じ中学じゃないし、俺がほま高を受験するなんてわかるわけがないのに。


    「大したことではありません」


    　ちっち、と指をふる彼女。


    「そこはもちろん興信所ですわ。お父様お抱えの探偵を雇ってあなたを二十四時間追跡させました。近隣住民への聞き取り調査も実施済みです」


    「ストーカーより悪質だろ!?」


    「目的は手段を正当化させるのです。議員の最大の仕事は、地元のライバル議員の監視である。お父様がよく仰おつしやっていますわ」


    　おい、いいのか議員のお父様。


    　そしてソレを許容するのか弁護士のお母様。アンタらの教育どうなってるんだ。


    「とはいえ、このほまれ高等学校も存外悪くはありませんわ。もともと家が近いので通うのが便利ですし。勉強も、私学に及ばずとも足りない分は自習で補えばいいことです。それゆえに冬嶺冬馬、今はあなたへの復ふく讐しゆうが第一なのですわ！」


    「ちなみに復讐の中身って？」


    「知れたこと、この高校三年間の数学テストで直接あなたを打ち負かすのですわ」


    　なるほど中学時代の模試の復讐か。


    　もっと悪質で陰険な報復かと怪しんだけど、そこはさすがお嬢様というべきか、正々堂々と前向きな考え方だ。


    「で？　肝心の、俺の机を漁あさっていた件は？」


    「ぎくっ」


    　やはり覚えていたか。


    　そんな邪よこしまな考えが丸見えの表情で後ずさりする橘たちばなハルカ。


    「で……ですから、その……」


    「うん」


    「わ、わかりましたわ！　見つかってしまったからには白状します！　要するに冬ふゆ嶺みね冬とう馬ま、あなたがどうやって勉強してるのか気になっていたのです。ただの公立中学の生徒が、全国有数の進学校をさしおいてどうやって一番になったのかな……って」


    「あー。ソレで参考書とか机に置いてあるんじゃないかって思ったわけか。だけど俺、勉強はもっぱら家だから。参考書とか学校に持ってきてないぞ」


    「……わ、悪かったですわ。でもそれだけ気になってたんですもの」


    　恥ずかしげに顔を背そむける彼女。


    「まあ事情はわかった。素直に話したから情じよう状じよう酌しやく量りようの余地はある。職員室で先生に報告するのはナシにするか」


    「ふ、ふん。多少は話がわかるじゃありませんか！」


    　バツの悪そうな表情でも上から目線なのは変わらないらしい。とはいえ一瞬だけほっと口元を和やわらげたのは俺にもわかった。


    「……もう下校の時間ですわ。あまり遅いと家の者に心配かけますし」


    「親か？」


    「いいえ家うちの使用人ですが。家政婦と言えばわかりますか？」


    　いるのかよ家政婦。


    　まさか現代、それもこんな公立高校に通う少女に使用人がついてるなんて。


    「そして冬嶺冬馬、ここで宣言できたのはわたくしにとっても良い機会でした。一年生から同クラスというのも僥ぎよう倖こう。同じ教室ならあなたの成績だってすぐに調べがつきますからね。ふふ覚悟なさい。この三年間であなたはわたくしの前にひれ伏すことになるのです！」


    　腰に手をあてて胸をはるお嬢様。


    「そう、橘ハルカの前にすべての学生はひれ伏すことになるでしょう！　この類たぐい稀まれなる知性とあふれんばかりの教養と美び貌ぼう。美貌────美貌…………」


    　急速に弱まっていく声の調子。


    　なぜかというと答えは簡単。俺の隣に立っている之の々の星ぼしに目がいったからだ。


    　清せい楚そで奥ゆかしい儚はかなげな少女。誰に対しても柔らかい物腰で、常におっとりした笑みを湛たたえた同学年の少女を前にして──


    「あなた」


    　橘ハルカが詰め寄った。


    「名前は」


    「え？　ええと……之の々の星ぼし縁ゆかりです」


    「之々星縁さん。そのにじみ出る大和やまと撫なで子しこの気品。只ただ者ものではありませんね。母校の峰ほう学がく院いん女子中学にも、あなたほど和の品格を感じる少女はなかなかいませんでしたわ」


    　空手の名家である之々星の、その品格を感じとったのだろう。


    　さすがは之々星縁。このお嬢様にも初対面から一目おかれるなんて。って、俺が嬉うれしそうに言うのも何だけど誇らしいぞ。


    「ふむ。あなたたち二人してどうしてここへ？」


    　頭の先から爪つま先さきまで見つめる橘たちばなハルカと、見つめられて恥ずかしげな之々星縁。


    「まさか男女交際」


    「へ？」


    「ち、違います違います！」


    　声を上げる俺の隣で、黒髪の少女が慌あわてて首を横にふってみせた。


    「冬ふゆ嶺みねくんはただのお友達だもん！　全然そんな関係とかじゃなくて昔からの同級生です！」


    「……おう。そういうことだ橘、残念だったな。俺も……俺もすごく残念だ……！」


    「？　冬嶺冬とう馬ま、あなた何で急に溜ため息いきなんかついてるんですの？」


    　ほっといてくれ。


    　片思いの子に全身全霊で告白したら盛大に勘違いされた挙あげ句く、まさかの当人からも見事に「ただのお友達」認定された男子の気持ちなど女子にはわかるまい。


    　……ああ、いや。


    　……今はお友達で十分だって肯定的に受けとめるべきなのか？


    　ただの知り合いって言われるよりはマシか。


    「でも之々星さん？　あなたはＡ組の生徒ではないでしょうに」


    「ああそうそう。俺と之々星とでコレ配りにきたんだ」


    　答えたのは俺だ。


    　手に抱えていた登山部の勧誘チラシを一枚取って、それを橘に押しつけた。


    「せっかくだから一枚やるよ。まだ誰にも配れてないから」


    「何ですのこれは」


    　カラー刷りのチラシをまじまじと見つめる彼女。


    「登山部ですって……？」


    「ピンと来ないよな。高校生で登山に興味あるなんて奴やつ、なかなか──」


    「あら意外。こんな公立高校に登山部があるんですわね」


    　声を弾ませた橘ハルカが、印刷された山の風景を懐かしそうに見つめる。


    「峰学院女子でも、中学二年生になると山に登るカリキュラムが用意されていましたわ」


    「え。マジかよ」


    「登山は、古くからの由緒正しき和製修行スポーツですもの」


    　すらすらと橘たちばなハルカが言葉を続ける。


    「山中で修行する僧そう侶りよを『山やま伏ぶし』と呼ぶことからもわかるように、日本では古来より、山を神秘的な霊力が集まる修行場として崇あがめていました。登山とは肉体の鍛たん錬れんであり精神の研磨でもあります。世の喧けん噪そうから離れて自己を見つめ直す──現代のわたくしたちにこそ登山は必要なものと言えるでしょう」


    「へえ」


    　さすが名家のお嬢様で名門校の出身者。


    　理路整然とまとめられた橘ハルカの言葉に、俺は素直に聞き入っていた。


    「橘さん！」


    「はい？」


    「登山に興味があるんですね？」


    　案の定というべきか、彼女の手をとって目を輝かせたのは之の々の星ぼし縁ゆかりである。


    「……まあ、わたくしほどの淑女とあらば登山とて多少の知識と経験はありますが」


    「登山部どうですか！」


    「わ、わたくしに入部しろと言うのですか？」


    　突然のことに声が裏返るお嬢様。


    「しかし勉学と習い事との兼ね合いが……」


    「登山は月に一回みたいですよ。勉強のリフレッシュにどうですか。わたし、橘さんみたいに山に詳しい女の子に会ったの初めてなんです！　ぜひお友達になりたくて！」


    「そ、そこまで言われては……」


    　チラシと之々星の顔を何度も見返した橘ハルカが、納得した素そ振ぶりで頷うなずきかけて。


    　だが直後。


    　真正面の俺と目が合ってしまった。


    「はっ!?　い、いけませんわ！　わたくしの宿敵たる冬ふゆ嶺みね冬とう馬まがいる部活になど入ることはできません。橘家の誇りにかけて、敵と馴なれ合うなど言語道断なのです！」


    「そうか？」


    「そうですとも！……では、わたくしはこれで。ご機嫌よう二人とも」


    　肩で風を切るように教室を出ていってしまう。


    　止める間もなく、残されたのは俺と之々星縁の二人だけ。


    「……橘さん。登山部きっと気に入ってもらえるのに」


    　しゅんと萎しおれた声音でそう言って、之々星縁が小さく吐息をこぼした。


    「わたしの勧め方が悪かったのかな」


    「いや俺のせいだろ。多分どんな説明したってあの様子じゃ断られてたから」


    　悪い奴やつじゃない。だが意固地であるのも間違いない。


    　無理に誘ったところで、あのタイプは逆に態度を硬化させてしまうだけだろう。


    「だから──」


    　之の々の星ぼしのせいじゃない。


    　そう俺が言いかけたところで、ギィッ、と音を立てて教室の扉がわずかに開いた。そこから顔を覗のぞかせるのは、たったいま出ていったばかりのクラスメイト。


    「橘たちばな？」


    「……之々星さん」


    　ちょいちょい、と之々星に向けて手招き。


    「これを渡しそびれましたわ」


    「名刺ですか？」


    「わたくしの名刺です。連絡先も一通り書いてありますから」


    　さすがは現議員の娘。


    　ほまれ高等学校一年Ａ組・橘ハルカ──そう書かれた名刺を手慣れた仕草で之々星へ。名刺にちゃっかり一年生総代と入ってるあたり流石さすがのアピール力と言えるだろう。


    「……登山部はお断りですが、お友達にというお誘いを断る理由はありませんから」


    　ぎこちない笑みをさっと浮かべて。


    「では今度こそ、さようなら」


    　麗うるわしい仕草で身をひるがえす橘ハルカ。


    　その背中が消えるまで之々星は手を振って──


    「ねえ冬ふゆ嶺みねくん」


    「ん？」


    「へへ、わたし名刺なんてもらったの初めてだよ。橘さん、良い子だね」


    　たった今もらったばかりの名刺を嬉うれしそうに見せてきた。


    「まあ悪い奴じゃなさそうだけど」


    「……もう一回、時間を空けて誘ってみたいなぁ。いつか入ってくれないかな」


    　名刺の名前をじっと見つめる彼女。


    「冬嶺くんも、六月の中間テスト頑張らなきゃ」


    「俺？」


    「数学。橘さんと勝負だね！」


    「……あー」


    　数学のテスト結果を執しつ拗ように見せろと言ってくるお嬢様の姿を想像して、俺は深々と溜ため息いきをついたのだった。


    　結果──


    　午後五時まで粘って廊下や図書館を回ってみたけど、チラシを配れたのは五人だけだった。


    　榮えい太た郎ろうのように入部先を決めてる新入生はダメ。


    　廊下や図書館を回ってクラスメイトを捜したんだけど、そう都合よく見つかるわけがない。見つかっても「登山部？　なにそれ」と不思議そうな顔をされてしまったわけだ。


    　……まともにチラシを配れて登山の話ができたのは。


    　……あの橘たちばなハルカだけだったな。


    　結局、今日はチラシ配りで部活もお終しまい。


    　まだ少し部室に残るというマリ部長やガブリエッラ先輩に挨あい拶さつをして、俺と之の々の星ぼしは二人そろって部室を後にした。
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    　午後五時半──


    　茜あかね色に染まった商店街の大通りは、夕食の買いだしに急ぐ家族連れや一足早く仕事を終えたサラリーマン、そして部活を終えた生徒で賑にぎわっていた。


    　そんな夕暮れ時の商店街を、俺は之々星と二人で歩いていた。


    「ごめんね冬ふゆ嶺みねくん、自転車通学なのに。わたしに合わせてもらっちゃって」


    「いや全然。っていうか之々星、学校まで徒歩だったんだな」


    　自転車通学の俺は、自転車を押しながら。


    　隣を歩く之々星は鞄かばんを片手に悠ゆう々ゆうと。


    「ねね、冬嶺くん。向こうの空がすごく綺き麗れい！」


    　夕ゆう陽ひを指さして子供のようにはしゃぐ之々星。


    　ちなみに俺はというと、そんな嬉うれしそうな彼女の横顔をチラリと見ては気恥ずかしくなって、そっぽを向いて、やっぱりまた横顔を見て……の繰り返しだ。


    　同じ中学出身だけあって家も近い。


    　部活を終えて一緒に下校するのは自然な行為かもしれないが、肝心の俺がそんな自然なんて心境じゃいられなかった。


    　……冬嶺くん一緒に帰ろうって之々星に誘われて。


    　……緊張しないわけがないじゃんか！


    　白状しよう。


    　あの告白に失敗して以来、部活が終わった後も一緒に下校なんて恐れおおくて「俺このあと用事があるんで！」と我先に逃げ帰っていた。それが今日、とうとう之々星から「冬嶺くん、今日空いてるなら一緒に帰ろ？」と誘ってもらえたのだ。


    　これってもしかして良い雰囲気じゃないか？　確実に距離が縮まってる気がする。


    　よし、俺。いいぞ！　この調子なら告白のリベンジだって近いうちに──


    「冬ふゆ嶺みねくん」


    「ひゃ、ひゃいっ!?」


    　慌あわてて返事した拍子に声が裏返り、周りの奥様たちから苦笑されてしまう。


    「……ところで之の々の星ぼしさ、毎日家から学校まで徒歩で往復って大変じゃないの？」


    「えへへ。これも自主トレなの」


    　その質問を待ってたと言わんばかりに之々星が声を弾ませる。


    「登山部って山を長いこと歩くでしょ。だから普段から歩いておこうかなって」


    「あー。山のためのってことか」


    「それにこの商店街、わたし好きだから。お惣そう菜ざいとかお菓子とかたくさん並んでて、見て歩くだけでも楽しいよね」


    「俺もエイタローとよく寄るよ」


    「二人とも仲良しだもんね。小学一年生からの付き合いでしょ？」


    　くすっ、と黒髪の少女が口元をほころばせた。


    「……でも。わたしと冬嶺くんも中学から高校も一緒だし。もしかしたら石いし田だくんの次に長く一緒かも。中学一年生から三年間もクラスメイトだったし」


    「あー。そういえばそうか」


    　ほま高を受験した生徒はもちろん他にもいるが、男子も女子も中学時代にほとんど俺と接点のなかった生徒ばかりだ。


    　付き合いと言える生徒となると、確かに榮えい太た郎ろうの次は之々星になるかもしれない。


    「不思議だよね。まだ卒業して一月も経ってないのに、受験生の頃が懐かしいよ」


    「んー……」


    「あれ。冬嶺くん、もしかしてあんまり懐かしくない？」


    「いや。でも俺、之々星のことだったら中二の時の印象が強くてさ」


    「中学二年生の？」


    　之々星が首を傾かしげる仕草。


    　それも当然。中学二年生というのは受験シーズンでもなく、俺と之々星の間にも特別なやりとりはなかったからだ。当時は、一年生の時から続いて一緒のクラスだったという関係でしかなくて、ソレをよく覚えているというのは、よほど特別なことでもないかぎり普通はない。


    　……そう。その『特別』があったんだよ。


    　……俺が之々星縁ゆかりって女子に初めて見とれてしまった瞬間が。


    　彼女は覚えているだろうか。


    　中学二年生の冬、市の総合体育館でやってた空手の試合を俺が見学しに行った時のことを。


    「あっ！」


    　本人が声を上げた。


    　と思いきや見る見る赤面し、恥ずかしそうに口元を「へ」の字の形にして。


    「あの時でしょ。冬ふゆ嶺みねくんが見学に来てた時の……」


    「そ。俺もたまたま友達の空手の試合に誘われてさ。その応援に行ってみたら之の々の星ぼしがいるんだもん。あれは驚いたな」


    「……もぅ、見ちゃダメだよぉ。忘れて、忘れて！」


    　頬ほおを膨ふくらませた彼女の手が俺の肩にタッチ。


    　おお、スキンシップ？


    　之々星には悪いけど、この拗すねた感じも小動物っぽくて何だか可か愛わいいな。


    「あの時の、わたしのは試合じゃなくて演武なの。型の披露だけだから退屈だった……？」


    「いや、俺は見ててすげぇって思ったよ」


    　でも実は──


    　俺が見とれたのは演武じゃなく、その後の之々星本人だった。


    「之々星が帰宅部だったのは知ってたけど、どうして帰宅部なのかはまだ知らなくてさ」


    　当時の俺は、中一の冬にバスケ部をやめて帰宅部だった。


    　だけど周りの男子がみんな部活に行くなか俺だけ帰宅することに一いち抹まつの寂しさを感じてて、そうした時に、クラスメイトの中で之々星も帰宅部だって知ったんだ。


    　……変な親近感があったんだよな。


    　……良かった。俺以外にも帰宅部の生徒がいた、って。


    　いま思えば、奇妙な仲間意識を之々星に感じていたのかもしれない。


    　だけど違った。


    　俺にないものを之々星縁ゆかりはしっかり持っていたんだ。


    「覚えてるかな。その組手が終わった後さ、之々星が、対戦相手の子と一緒にずっと二人で楽しそうに話してたじゃん」


    「ええと……あっ、相あい澤ざわ中学の奈な々なちゃんだ！」


    　懐かしそうに空を見上げる之々星。


    　が、そんな仕草もほどほどに彼女は俺の方にふり向いて。


    「冬嶺くんすごい、そんなことまで覚えてたの？」


    「ま、まあね。たまたま……」


    　やばい喋しやべりすぎた。空とぼけたフリをして明後日あさつての方を向く。


    　でもそれくらい印象強い。


    　俺が同じ帰宅部だっていう他愛もない親近感で見ていた女の子は、同じじゃなかった。


    　……之々星が組手を終えてさ。


    　……俺が見たのは、組手相手の女の子とうち解けた之々星の姿だったんだよ。


    　クラスメイトでもない初見の相手。


    　おそらく二度と会うこともないだろう。


    　だけど之の々の星ぼしは、そんな子にも「お稽けい古こありがとう！」と声をかけて、俺が友人と帰る時間になってもずっと二人で楽しそうに話してた。


    　その姿があまりにも眩まぶしくて──


    　ああ、之々星縁このおんなのこは周りを幸せにできる子なんだな、って。


    　……他人を和ませる優しさがあるんだよな。だから俺も思ったんだ。


    　……この子と一緒にいたいって。


    　そう感じた瞬間、俺の中で何かが弾けた気がした。きっとソレを自覚した時から、俺の彼女への片思いは始まっていたんだろう。


    　ま。なんて恰かつ好こういいこと思ってても、実際は悲しい告白に終わったわけだけど……。


    「でも面白いよね。わたし冬ふゆ嶺みねくんと高校まで同じで、それに部活も一緒なんだもん。今週は土曜日も一緒だね」


    「土曜日？」


    　平日ならともかく、土曜日は学校も休みだから部活もない。


    　反射的にそう考えてしまった俺だけど──


    「さっき部室で、週末にみんなでアウトドアショップに行くって教えてもらったでしょ。わたしと冬嶺くんの登山用品を買いに行くって」


    「あ……やべ。そうだ！　俺も貯金下ろしておかないと」


    　部室を出る直前のこと。マリ部長にいきなり「トーマ、次の休み空いてる？」なんて聞かれたんだ。何かと思ったら登山用具の買いだしに行くとか。


    「楽しみだね。わたしたち、いよいよ自分の登山靴ぐつとか揃そろうんだよ！」


    　休日に外出。しかも之々星縁ゆかりと一緒にか。


    　って、あれ？　もしかしてコレは油断しちゃいけないやつじゃないのか？


    「服、どうしよ……」


    「あはは、冬嶺くんってば大丈夫だよー。登山用の服も教えてくれるって言ってたもん」


    　いやそっちの服じゃないんです。


    　私服。休日の之々星縁と会って恥ずかしくない服が俺にはあっただろうか。


    　そんな悩みと戦いながら、俺は夕暮れの商店街を歩き続けた。
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    　自宅の最寄り駅から、急行電車で三十分弱。


    　都心に近いターミナル駅改札で──


    「お。キミが一番乗りかい」


    「どうもですマリ部長」


    　お洒しや落れなキャスケット帽をかぶったマリ部長が手をふってきた。ぴったりと足に馴な染じむスキニーパンツに、丈の短いシャツとジャケット。


    　女性らしい線の細さを強調しつつもどこかボーイッシュな中性感のある恰かつ好こうだ。


    「ふふ」


    「なんです？」


    　そんな部長が、俺を見るなり忍び笑い。


    　あまりに間近なせいであいにく俺には筒抜けだけど。


    「いやはや少年。いい感じに気合いが入ってるじゃないか。その服装」


    「……はて何のことだか」


    「あ、シャツの背中に値段タグつけたまま」


    「えぇ!?　嘘うそだ!?」


    「うん冗談だよ」


    　やられた。呆あきれ混じりの溜ため息いきをつく俺に、部長が思いきり噴き出した。


    「あー面白い。そんな真新しい服じゃ、こういうことに手慣れてないって丸わかりだよ」


    「……プレッシャーかけたの部長のくせに」


    　つい昨日のこと。


    　部活を終えた俺を捕まえてマリ部長が囁ささやいた一言で、俺は昨晩一睡もできなかった。


    



    〝トーマ。明日の予定は覚えてるね〟


    〝しっかり用意しておいで。今回の買い物は登山用品で、その主役はキミと縁ゆかりっち。これはもう二人のデート予行と言っても過言ではないぞ〟


    



    　昨日あわてて新品の服をデパートで買ってきたのだけれど、それが災わざわいしてマリ部長に意気込みをすっかり見抜かれたらしい。


    「ふむ。だけどコレは中々に興味深い状況シチユエーシヨンだな。……トーマお待たせ！」


    「わっ!?　な、なんですか！」


    　黄色い声をあげたマリ部長がいきなり俺の背中に抱きついてきた。駅の改札前、何十人という人が行き交う場所で。


    「トーマ大好き！」


    「ぶ、部長ってば!?　どうしたんですか突然！」


    　俺の背中に密着して離そうとしない。


    　柔らかい……身体からだのどこがあたったのかわからないけど、女の子ってこんな柔らかいのかという印象で頭が真っ白になりかけた。


    「恋人カツプルの真似まね」


    「……はい？」


    　突然真顔になる部長。


    　まだ背中に密着したまま、俺にだけ聞こえる声で。


    「ほら、演劇部だから。体育館で演じるのとはまた違った練習になるかなと思って。どうだ、ドキドキしたかい？」


    「別の意味でドキッとしましたよ……ああ驚いた」


    　女の子に抱きつかれたという胸の高鳴りを否定はしない。だけど俺の動揺は、今もしコレを之の々の星ぼし縁ゆかりに見られたらどう言い訳をしようかというものだった。
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    　不幸中の幸いか、まだ彼女もガブリエッラ先輩も来てないようだけど。


    「はは、私だってタイミングはわきまえてるさ。縁ゆかりっちの前ではやらないよ」


    「……勘弁してくださいってば」


    　ようやく離れてくれた部長に向かって溜ため息いきをつく俺。


    「でも貴重な休みなのに、どうも。今日は部長とガブリエッラ先輩……司し馬ば先輩は？」


    「アレと一緒に買い物がしたいかい？」


    「いいえ」


    「そういうわけだ」


    　腕組みで答えるマリ部長。


    「信のぶ成なりには部室で備品の点検をしてもらっている。私と違って几き帳ちよう面めんだから、そういうことをやらせると信成はすごい」


    「マリ先輩は？」


    「私は大ざっぱだよ。料理の味付けも目分量だし、掃除も定期的にじゃなくて部屋がちらかってるなと思ったら動くタイプだからね」


    「へえ。部長……何でもそつなくこなしそうなイメージだけど」


    「こう見えて感覚派なのさ。そうでもなきゃ公衆の面前でキミに抱きついたりしないよ」


    　ああソレは納得。


    　とはいえその思いつきに付き合わされる身としてはなかなかに心臓に悪い。


    　と。


    　そんなことを考えている俺を横目に、マリ部長が斜め前方に向かって大きく手を振った。


    「おーい！　ガブちゃんと縁っち、こっちよー！」


    　改札の向こう側。駅に着いた急行列車からの乗客が何十人と向かってくる中に、見覚えある少女二人の姿があった。


    「おはようございます部長、冬ふゆ嶺みねくん」


    「ああ、おはよ之の々の星ぼし」


    　なんて挨あい拶さつしたものの、俺はその先の言葉がうまく出なかった。


    　なぜかって、あの之々星縁が私服姿だったからだ。私服というのをどう褒ほめたらいいのか、悲しいことに俺はそういう会話力がまるでない。


    「可か愛わいいじゃない。縁っちは期待を裏切らないわねー」


    　そんな俺をちらりと見て、俺の代弁者のようにマリ部長が之々星の服に触れてみる。


    　プリーツスカートに薄地のトップス。


    　之々星の大人しめな雰囲気にピタリと合いつつ、トップスの首元から肩と鎖骨にかけてのラインが実に女の子らしい色っぽさを演出している。


    　派手ではないが、地味でもない。色っぽい部分も織り込みつつ過か剰じような色香にはならない。


    　まさに之の々の星ぼし縁ゆかりの私服という選択だ。


    　……之々星の私服か。


    　……そういえば中学じゃ見る機会なかったもんな。


    　だから、なおさら高校生になった之々星の私服姿が大人っぽく映る。


    「冬ふゆ嶺みねくん」


    「お。おう？」


    　そんな彼女に名前を呼ばれて小さく心臓が高鳴った。


    　之々星が、俺の着てる服をじっと観察するように見て、それから楽しげに笑ってみせた。


    「似合ってる。今日、大人っぽく見えるね？」


    「そ、そうかな。之々星も……ええと……普段と違うから、なんだか印象違って見えるよ」


    　しどろもどろで返事を返す俺。


    　そんな俺にニヤニヤ目線を送ってくるのがマリ部長で、さらにそのマリ部長を不思議そうに見つめているのがガブリエッラ先輩だった。


    「ガブリエッラ先輩、おはようございます。之々星と一緒だったんですか？」


    「はい。ちょうど電車を出たところでお会いしたんですよ」


    　春コートを羽は織おった姿。


    　前ボタンまでしっかり留めて抜群のスタイルを隠してしまっているのは、まあ残念だけれど。それよりも俺が気になったのは先輩の──


    「あのガブリエッラ先輩？　なんでマスクとサングラスなんかしてるんです？」


    「え。ええとこれはですね」


    　目と口元を覆い隠すという芸能人顔負けの変装ぶりである。俺がかろうじて先輩だとわかったのは、この天然の金髪によるところが大きい。


    「よしよしガブちゃん、言いつけどおりの服装で来たわね」


    　そんな俺の目の前で、ガブリエッラ先輩をねぎらうのはマリ部長だった。


    「で。コートの下はあの恰かつ好こうね？」


    「うぅ……ほ、本当にやらなきゃダメですかぁ」


    「もちろんよ。ガブちゃんに同行してもらうのはそのためなんだから。いい？」


    　頬ほおを赤らめる金髪少女と、その肩をたたいて二ふた言こと三み言こと耳打ちする部長。


    　ん？　二人して何か打ち合わせでもしてるのか？


    「部長、何かあったんですか」


    「うふふ。気になる？」


    　いかにも何か悪いこと企たくらんでます的なイイ笑顔で部長がふり向いた。


    「……ロクでもないことってのは想像つきますが」


    「秘密よ。すぐわかるから楽しみにね。っと、そんなことよりさっそくお店に行くわよ」


    　首を傾かしげる俺と之の々の星ぼしの前で、マリ部長が大おお股またで道を歩きだす。


    「前から言ってたとおり今日は登山用品の買いだしよ。入部届をもらってる縁ゆかりっちの買い物がメインね。縁っちはお金はちゃんと持ってきたわね？」


    「は、はい！　貯金を下ろしてきました」


    　勢いよく頷うなずく之々星。


    　ちなみに之々星と違って俺はまだ仮入部の身だ。今月の体験登山は部室にあるものを貸してもらえるらしく、今日の買い物で俺が財さい布ふを出す場面はほとんどないという。


    「でも服だけはトーマも一着そろえた方がいいかしら」


    「……服ですか？」


    「お店に入ったら説明してあげる。まずは服、それから靴くつを見ましょうか」


    　駅を出て大通りを進んでいく。


    　歩くこと十分ほどだろうか。雑居ビルが建ちならぶ通りに入ってすぐ、先を行くガブリエッラ先輩をマリ部長が呼び止めた。


    「ここよ」


    「……アウトドア専門店か。ってか、こんな大きい店なんですか」


    　聳そびえ立つという表現が似合うだろう。


    　デパート並みに大きいのではと思える広さの三階建てビルが丸々一棟、アウトドア用品の専門店だった。登山という一種マイナースポーツの店だから、どうせ店舗も小さくて小汚いだろう。そんな予想が良い意味で裏切られた気分だ。


    「わっ、すごい広い！　雑誌で見たお店より広いです！」


    　自動ドアを抜けて。


    　広々とした清潔感のある入り口で、之々星が興奮した様子で周りを見わたした。


    「之々星は来たことないの？」


    「うん。わたしも冬ふゆ嶺みねくんと同じ。登山用品の売り場に来たのは初めてだから……」


    「こんなに大きなお店でビックリしたでしょ。登山もアウトドアもなるべく道具アイテムにこだわった方がいいわ。少し遠出しても品しな揃ぞろえ豊富なお店を選ぼうってわけ」


    　店内を見回す俺と之々星の仕草に、マリ部長がそう補足。


    「登山靴やリュック、寝袋にテントの大きさもそうね。どんなに高価な登山道具も、男女の違いや個人の体格次第でまったく使えないことがあるの。だから選ぶときにはよく時間をかけて。可能なら試してみるべきよ。一階ここは登山ウェアがメインになってるわ」


    「……デパートのファッションフロアみたいな雰囲気ですが」


    　シャツにアウターにレインウェア、靴下。


    　しかも、どれも意外とお洒しや落れなデザインというのが驚きだ。


    「ってわけでガブちゃん、そっちお願いね」


    「合がつ点てん承知ですー。さあ之の々の星ぼしさん、ガブたちはこっちですよ」


    　之々星の手を取ってスタスタと歩いていくガブリエッラ先輩。あれ、二人でどこ行くんだ。マリ部長も追いかける素そ振ぶりがないし。


    「部長？」


    「登山ウェアは男女別なの。お店の奥が女性で、手前に男性の登山ウェアが並んでるってわけ。さすがのトーマも、女性服売り場についていく勇気はないでしょ？」


    「……すごい納得です」


    　ガブリエッラ先輩が、之々星と女性向けの登山ウェア売り場へ。


    　そしてマリ部長が、俺と一緒に男性向けのウェアを選んでくれるわけか。


    「うちの部室、歴代の先輩が置いていった登山用品がたくさんあるの。トーマは仮入部だし、登山靴ぐつはソレを使えばいいわ。四月の登山はピクニックみたいなものだから、正直、トーマの家にあるもので何とかなるでしょうね」


    「でも服は違うと？」


    「そうよ。なるべくなら一着買った方がいいわ。服なら登山でなくても使えるし、『やっぱり登山部やーめた』ってことでも無駄にならないのよ」


    　靴下売り場、レインウェア売り場の奥へ進んでいくマリ部長。


    「トーマ、スポーツに欠かせない代表的なウェアと言えば？」


    「……ジャージかな。この前みんなで校庭を走ったばっかですし」


    　体育だけじゃなくて校外学習とか、あとは中学の修学旅行で夜寝るときもジャージだったな。制服と並ぶくらい重宝されている万能の衣類だ。


    　四月の体験登山も、俺としては高校の運動ジャージで行く気でいたのだが。


    「じゃあ覚えておいて。登山でジャージはダメ、よ。お勧めしないわ」


    「……そうなんですか？」


    　マリ部長の答えは、俺の想像を完全に覆くつがえすものだった。


    　どうしてダメなのか。体育の授業や校外学習で使えるジャージが、登山で推奨されない理由が思いつかない。


    「ジャージは熱に弱い化学繊せん維いでできてることが多いでしょ。登山って岩だらけの斜面を歩くこともあるから、転んだ時のことを考えてみて。岩の表面でジャージの生き地じが擦すれたら摩ま擦さつ熱ねつで溶けて、膝ひざとか肘ひじが露出するでしょ。尖とがった岩に膝がぶつかったら大ケガすると思わない？　山の上で動けなくなっても救急車は来てくれないわよ」


    「────」


    「それに高校の登山部はご飯を作る時にガスストーブを使うわ。ジャージの繊維は火に触れたら溶けちゃうから、やっぱり同じ理由でダメなのよ」


    「なるほど……」


    　思いつきもしなかった説明に、俺は素直に感心していた。


    　確かに高校の運動ジャージは生き地じが薄くて繊せん維いも弱い。転んだ時のケガのリスクが運動場と山じゃ違うっていうのも見落としてたな。


    「あとジーンズもダメね。生地が硬いから運動に向かないし、水を吸って重くなるから」


    「逆に何なら大丈夫なんです？」


    「私の持論だけど上着は割りと何でもいいわ。体育の運動着シヤツでも平気。大事なのはトレッキングパンツ、つまり登山用のズボンね。これだけは一着、今月の登山にあわせて買っておくのをオススメするわ」


    「……買っておきます」


    「決まりね！　じゃあこっちよ！」


    　颯さつ爽そうと歩いていく部長。


    　その足取りは心なしか、いくぶん嬉うれしそうに弾んでいる気がした。


    「ええとコレとコレと……あ。この色もいいわね。男の子だから明るすぎるよりダーク寄りな色味で。こっちも捨てがたいわね」


    　男性用のトレッキングパンツ売り場に着くなり、商品を片っ端から手に取っていくマリ部長。


    　が、はたと動きを止めて俺の方を見て。


    「しまった。肝心なことを聞くのを忘れてたわ。ねえトーマ」


    「はい」


    「ウエスト、何センチ？」


    「……さあ」


    　覚えてない。身長や体重ならまだしもウエスト周りの数字なんて男が気にするものじゃないというのが俺の持論だ。上着は肩幅があえばまずサイズ違いもないし、ズボンだってウエストが緩ゆるければベルトで調整できる。


    　と思っていたけれど、どうやらその思考は男オレ限定だったらしい。


    「測ってみようかしら。はいトーマ、手を上げて。ばんざーいって」


    「ってちょっとマリ先輩!?　い、いいですよ自分で測りますから！」


    「うん？　どうして？」


    　計測用の巻まき尺じやくを手にして、俺の腰に手を回そうとする先輩女子。


    「……だって恥ずかしいし」


    「平気よ。これが逆の立場で、トーマが私のウエスト測るのは問題あるでしょうけど、私がトーマのを測る分にはカップルの範はん疇ちゆうだもん」


    「そうですか？」


    「いや知らないけど。私、付き合った彼氏いないから」


    　じゃあその自信は何なんですか。


    　内心ツッコミを入れる俺の目をじっと見て、マリ部長がイタズラっぽく唇くちびるをつりあげた。


    「これが縁ゆかりっちだったら良かったな、って思ってる？」


    「……ノーコメントで」


    「ふふん。お姉さんに測らせてみなさいな、縁っちとガブちゃんには言わないから」


    　顔が熱くなるのを自覚しながら知らんぷり。


    　その間も、俺のシャツの上からマリ部長が巻まき尺じやくをあてていく。


    「わおっ。トーマほっそ!?　服の下どうなってるの？　ご飯食べてる？」


    「ってめくらないでくださいってば！」


    　シャツの裾すそをたくし上げようとする部長の手を慌あわてて止めた。


    「いやー、ついつい好奇心が。私も年頃の女子だし」


    「……逃げていいですか」


    「冗談よ。はい、こんなところね」


    　買い物カゴ一杯にトレッキングパンツ、要は登山用ズボンを入れ終えて、マリ部長が満足そうにカゴを手渡してきた。


    「よしトーマ、さっそく試着よ。ウエストは合うはずだから、あと大事なのは生き地じの伸び縮み。登山は階段を上のぼる時と同じで足を上げるから、生地が伸びないのは不合格。膝ひざを高く上げたり屈伸したりして確かめてみて」


    「試してみます。じゃあ……」


    「試着室ならあそこにしましょう」


    　部長が指さしたのは、妙に離れた場所にぽつんと並んだ試着室だった。俺のすぐ左前方にも試着室があるというのに。


    「先輩、向こうまで行かなくてもこっちに空いてる試着室ありますけど」


    「ダメよ。ここじゃ面白くないわ」


    「面白い……？」


    「とにかく向こうなの。ほら、歩いた歩いた」


    　マリ部長に背中を押されて歩いていく俺。


    「じゃあ試してみてね。良さそうなのがあったら私にも見せて」


    「……了解。でも部長、着替え中にカーテン開けるのはなしですから」


    　念のために釘くぎを刺し、俺は試着室に籠こもることにした。


    　扉がわりのカーテンを閉めて、買い物カゴに入っているトレッキングパンツを一通り取りだしてみる。


    「あれ？　っていうかシャツも入ってるじゃん……速乾シャツ？」


    　商品タグの表記からして、汗が早く乾くアウトドア向けのシャツだろう。


    　せっかくトレッキングパンツを試すなら登山用のシャツも一緒に試してみろ。そんな部長の声が聞こえてくる気がする。


    「……ったく、部長は俺の親ですかっての」


    　面倒見の良さなのか、手際の良さなのか。


    　マリ部長のさりげない配慮に苦笑がこぼれた。去年は去年で、ガブリエッラ先輩の試着も手厚く面倒を見てやったに違いない。


    「おーい、ガブちゃんと縁ゆかりっち。そっちはどう？」


    　マリ部長の陽気な声が聞こえてきたのはその時だった。


    「だいたい選びました。この生き地じなら汗も乾きやすいかなって。之の々の星ぼしさんすごく細いから、細身のパンツもすごく似合うんですよ！」


    「あらいいじゃない。試着してみる？」


    「はい！」


    　ガブリエッラ先輩、そして之々星の声まで聞こえてくる。


    　三人の声が段々と近づいてきて。それにしたがって足音も、俺の試着室のすぐ近くまで迫ってきているのは気のせいだろうか。


    「さあ縁っち、ここの試着室が空いてるわよ」


    「──ちょっとっ!?」


    　試着室のカーテン裏で思わず叫びかけた。


    　まさかここって女子用の試着室？　部長の「面白い」ってそういうことかよ！


    「？　今なにか声が」


    「気にしない気にしない。さあ入って縁っち」


    　俺の隣の試着室に誰かが入ってくる気配。


    　それが誰なのかは推測する必要さえないだろう。


    「懐かしいわね。去年もガブちゃんの試着を手伝ったっけ。あの時は苦戦したわぁ」


    　カーテンの外から聞こえる女性陣の声。


    「ガブちゃんの身長で服を選ぶと胸が窮きゆう屈くつだっていうし、胸が苦しくないサイズにすると肩と袖そでがぶかぶかになっちゃうのよ」


    「マリ部長、そ、そんな昔のことを……！」


    「……ガブリエッラ先輩すごい」


    　之々星縁の溜ため息いきが、試着室の壁を伝って聞こえてきた。


    「でしょ？　そもそもガブちゃんが学校でシャツの上にカーディガンなのも、制服の上着だと胸のボタンが留められないからなの。前は無理やり留めてたんだけど、それが男子生徒の前で弾け飛ぶハプニングがあって以来──」


    「だから部長ってば!?」


    「……あはは。でもちょっと羨うらやましいです」


    　ガブリエッラ先輩の悲鳴と、之の々の星ぼしが微苦笑する息づかい。


    「わたしなんか色々と薄いままですから」


    「之々星さんのは薄いんじゃなくて細くて可か愛わいいんですよ？　ほら、こんなにスリム」


    「きゃっ？」


    　薄壁から聞こえてくる彼女たちの笑い声。


    　会話から察するに、ガブリエッラ先輩が之々星とスキンシップで戯たわむれているのだろうが。


    「ガブリエッラ先輩、周りに男の人がいたら……」


    「大丈夫よ縁ゆかりっち。男なんて誰も見てやしないわ。そうねぇ、隣の試着室が閉じてるから内部なかに誰か入ってるんでしょうけど、カーテンも閉まってるし平気よ」


    　いかにも空とぼけた感じのマリ部長。


    　肝心の之々星もガブリエッラ先輩も、試着室の前に脱いであるスニーカーが俺のだということには気づいてない。普段の俺は学生用の革靴ぐつだから、スニーカーが誰のかわからないのか。


    「縁っち、もういいかしら？」


    「ま、まだです！　開けちゃダメですよ！」


    　隣の試着室から聞こえる之々星の慌あわてた声。


    　そしてわずかな衣きぬ擦ずれの音。まさかこれは、いやウソだろ。こんな薄壁一枚の向こう側で、あの之々星縁が今まさに服を脱いで着替え中だなんて──


    「……ふぅ」


    　壁際から伝ってくる彼女の柔らかい吐息。


    　まさか俺が聞いているとは夢にも思っていまい。そんな油断しきった甘い声を聞いた瞬間、俺は理性の限界を迎えていた。


    「ちょっと待った！」


    　試着室のカーテンを開ける俺。


    　と同時に、すぐ目の前にいたロングコート姿のガブリエッラ先輩が驚いて跳びはねた。


    「きゃっ!?　トーマさんどうしてここに！」


    「……マリ部長、俺の言いたいことわかりますね」


    「あらトーマってば似合うじゃない、サイズもぴったりね」


    「ええ。サイズもぴったりで着心ごこ地ちも十分。って、俺が言いたいのはそうじゃなくて！」


    　部長のもとへ。


    　靴を履くのも忘れて素足で一歩踏みだした。が、そこで俺は大事なことを忘れていたのだ。


    　そう、試着室は床と段差がある。おまけに靴下では床が滑すべる。


    　踵かかとから着地したはずの足が滑ってしまい──


    「……ぁ……！」


    　溺おぼれる者は藁わらをも掴つかむ。何が言いたいかというと溺れかけた者──すなわち転びかけた俺が咄とつ嗟さに掴つかんだものは、俺の試着室の隣のカーテンだったというわけで。


    　シャッ、と開くカーテン。


    「あ」


    「……冬ふゆ嶺みね……くん？」


    　今まさに着替えようとしていた黒髪の少女。


    　トレッキングパンツは既に穿はいているものの上半身は無防備。胸の下着ブラだけをかろうじて着用しただけのあられもない姿の之の々の星ぼし縁ゆかりがそこにいた。


    　飾りっ気のない白の下着ブラ。


    　ほっそりとした二の腕と肩、わずかに浮きでた鎖骨が何とも言えず華きや奢しやである。さらに長年の空手修行で引き締められた脇わき腹ばらとお臍へそまわりのラインはあまりにも美しく────


    「…………」


    　訂正。


    　そんなことを考えてる余裕は俺にはなかった。


    　裸の上半身を俺に目撃された之々星縁が、口をへの字にしてみるみる顔を赤らめていく。


    「いや違うんだ之々星？　俺は──」


    「掴んでるもの、離してくれると嬉うれしいな？」


    「……はい」
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    　いまだ握っていたカーテンの端っこ。


    　手を離す俺の目の前で、之の々の星ぼしの試着室のカーテンが再び閉まっていったのだった。


    



    　　　　　　　　　２


    



    　アウトドア店二階。


    「いやー思いがけないハプニングがあったわね。まさかトーマがあんなことに」


    「誰のせいだと思ってるんですか!?」


    　思い出し笑いのマリ部長に突っこむ俺。


    　もちろん隣にいる之々星もまだ赤面中である。マリ部長のイタズラが原因ということで俺は許してもらえたけど、あの着替え目撃事件のことは他言無用と固く念押しされてしまった。


    「さあ二階ここは登山靴ぐつよ」


    「……部長？」


    「あはは、悪かったわよトーマ。おわびにちゃんと説明してあげるから」


    　陳列された登山靴を無造作に手に取るマリ部長。


    　一足を俺に、さらにもう一足手に取って之々星へ。


    「登山ウェアでジャージはオススメしないと言ったけど、この登山靴も他のスポーツの靴とはだいぶ違うわよ。手にとってどうかしら？」


    「……やたら表面が硬いですね」


    「……大きくて重みもあります」


    　胸に抱きかかえるように登山靴を持つ俺と之々星。


    　抱きかかえるようにしてもずしりと重量感があり、そして硬い。俺が力いっぱい指で押しても数ミリも凹へこまない。靴全体が鉄板でできてるような頑丈さじゃないか。


    「二人とも履いてみてください」


    　ガブリエッラ先輩に言われるまま試し履き。


    　登山靴を履いた恰かつ好こうで立ち上がり、店の床を数メートルほど歩いて引き返してみる。


    「歩き心ごこ地ちはどうですか冬ふゆ嶺みねさん？」


    「正直に言っていいですか。歩きづらいです」


    　今まさに履いている靴を見下ろしながら。


    「ええと……まず靴底が硬くて。それに靴の丈が長くて足首までがっちり固定されちゃうから単純に歩きにくいかなって」


    「ふふ、一年前のガブと同じ感想ですね」


    　ガブリエッラ先輩が、自らも登山靴を一足手に取って。


    「トーマさんの言うように登山靴の靴底ソールはとても硬いです。これは校庭のような砂地やアスファルト舗装した平へい坦たんな道を歩くものではなく、ゴツゴツした岩の急斜面を登るのを想定しているからです。靴くつ底がやわらかいと足裏が痛くなってしまいますから。さらに──」


    　先輩の指先が、靴の履き口へ。


    「これもトーマさんが言ってくれましたが、登山靴は足首までしっかり覆い包むかたちになっています。走ったりジャンプしたり、足首を動かすような運動はできません。そのかわりに足首を固定することで捻ねん挫ざを防いでくれるんですよ」


    「山道は岩とか突きでた木の根っことか、足を挫くじかせる罠わながそこら中にあるからよ」


    　二の句を継いだのはマリ部長だ。


    「捻挫を防ぐために足首の保護は必須なの。山の途中で歩けなくなったら一大事だもの」


    「……考えつくされてるってわけですか」


    　実物の登山靴を履きながら、床をもう一度歩いてみる。


    　足首はガチガチに固定されて捻挫しにくい気はするし、靴が頑丈なのは嫌いやでもわかる。……でもその反面、靴の内側も鉄のように硬いんだよな。


    「ちょっと靴くつ擦ずれしそうだけど、山に行く前に何度も履いて馴ならすってことですか」


    「靴擦れね。ちゃんと登山靴用の靴下があるのよ」


    「そんなものまで？」


    　登山用にデザインされた靴があって、さらにその靴に合わせた靴下まである。


    　凄すごいな。俺は身体からだひとつで山に登ることしか考えてなかったから。装備を調えるのがこんなにも重要だったのか。


    　これが登山。


    　あの橘たちばなハルカが「由緒正しきスポーツ」と言った意味が少しわかった気がする。


    「これよ。履いてみる？」


    「ぶ厚っ!?　なんですかこの毛糸の塊かたまりみたいな靴下。クリスマスの靴下みたいな」


    「ね。サンタさんからの贈り物入れにする靴下みたい」


    　手で掴つかむと厚みを感じられる靴下だ。隣では、実物を見たのは初めてだったらしい之の々の星ぼしが、興味津々といった様子で靴下の感触を確かめている。


    「縁ゆかりっちは今日買っておくと、四月の登山で自分の靴と合わせられるわ。それでトーマだけど」


    　靴売り場に置いてあった巻まき尺じやくを手にして、マリ部長。


    「足のサイズいくつ？」


    「二十六センチかな」


    「ほんと？　怪しいわね。測ってあげるから靴脱ぎなさい」


    「だ、大丈夫ですよ！　靴のサイズくらいさすがの俺でも覚えてますって！」


    　之々星やガブリエッラ先輩の前で、さすがにそれは恥ずかしすぎる。


    「私の靴下を貸してあげようと思ったんだけど、さすがに入らないわね。なら代用しましょう。トーマ、家に冬物の靴下あるでしょ。それを二足重ね履きすればいいわ」


    「そんな簡単で？」


    「あくまで四月の登山は、よ。さて、必要なものはこれくらいかしら」


    　マリ部長が、俺と之の々の星ぼしの買い物カゴを順に見下ろした。


    　俺は登山のトレッキングパンツ一着と速乾シャツ。


    　之々星は女子用のトレッキングパンツとシャツ。それに登山靴ぐつと靴下とレインウェア。まあ運動部でいうユニフォーム的な出費だろう。


    「トーマも縁ゆかりっちも財さい布ふは大丈夫かしら」


    「俺はまあ。之々星は？」


    「わ、わたしもお小遣い貯めてましたから……」


    　買い物カゴを見下ろして之々星が「あはは」と苦笑い。


    　用意した手持ちで払えなくはないが、予想していたより高くなってしまった。いかにもそんな心境の面おも持もちである。


    「来週からお昼を節約しようかな……」


    「その心配には及ばないわよ縁っち。こんな時のための最終兵器ガブちゃんなんだから」


    　之々星の買い物カゴをひょいっと持ち上げたのはマリ部長だ。それをあたかも自分の買い物のように、店のレジへと持っていく。


    「はーい。お会計よろしく」


    　レジ前の店員に声をかける部長。


    「いくら？」


    「総額でこちらになります」


    　レジの液晶に表示された金額を見て、俺の後ろの之々星が笑顔を凍らせた。


    　ああそっか。この値段タグは消費税抜きだったのか。細かい消費税を加えれば……なるほど、これは確かに来週から昼ご飯を節約する必要があるかもしれない。


    「んー」


    　その金額をじっと見つめ、マリ部長がいかにも演劇部らしい大振りな仕草で手を振った。


    「高い高い！　ねえキミ、こっちは高校生よ？　予算も限られてるの」


    「そ、そう言われましても……」


    　おそらく大学生のアルバイトだろう。どう見ても年上の相手のはずだが、マリ部長は年下の後輩に対するような接し方で。


    「ねえアルバイトくん、こっちは毎年ここに買いに来てるの。お得意様割引は？」


    「……あ、ありません」


    「じゃあ高校生割引」


    「……それもないです」


    　無理と悟ったか、マリ部長が小さく溜ため息いき。


    「わかったわ。じゃあきちんと払うわよ」


    「はい。では──」


    「だけどその前に一つだけ。これ、私の買い物じゃないのよね」


    「はい？」


    「当人を呼ぶことにするわ。おーいガブちゃん、こっちおいで」


    　マリ部長の手招きに応じて店の奥からやってくるコート姿の少女。といってもその顔立ちはサングラスとマスクによって巧妙に隠されている。


    「ガブちゃん。ほら、例の打ち合わせどおりやりなさい」


    「……あ、あのぉ」


    　サングラスとマスクとを外すガブリエッラ先輩。


    　そう、そこには幻想世界から現れたかのような見目麗うるわしい少女が立っていた。


    「目の前に美少女が!?」


    「なんと美しい……天使のようだ……」


    　突如として現れた金髪の超絶美少女に、店内が一気にざわめきたつ。


    　さらに。


    「きょ、今日は……あ、暑いですねぇ……コート、脱いじゃおっかなぁ？」


    　コートの前ボタンを外し始めるガブリエッラ先輩。コートの前がはだけて、薄地のキャミソールに包まれた魅惑の肢体が露あらわになった。


    　息を呑のむ店員たち。


    　大きく肩が露出した薄地のキャミソールの下で、いまにもこぼれ落ちそうなほど豊かな胸の双丘がはっきりと浮かびあがっていたのだ。


    　それがガブリエッラ先輩が息をするたびに小さく弾むのだから、その艶なまめかしい色気は世の男を虜とりこにする魔法と言っても過言ではないだろう。真っ先に男性の店員たちが目を奪われて、女性の買い物客さえも思わず足を止める女神の恵体である。


    「アルバイトくん、この子は水みず守もりガブリエッラ。ガブちゃんと呼んであげて」


    「ガブちゃん……」


    「この子は貧乏なの。いいこと、この美少女が登山靴ぐつも買えずに引き返す姿を想像しなさい。このままじゃガブちゃんは裸足はだしで山を登ることになるのよ。そんなことが許される？」


    「許せません！」


    　そう答えたのは、いつの間にかやってきていた店長らしき中年の男だ。ちなみにこの店長、今の今までガブリエッラ先輩の胸をじっと眺めていたのを俺は知っている。


    「そうでしょう？」


    　完全に悪役の顔で迫るマリ部長。


    「……で、何割引かしら？」


    「二割引で」


    「はっ！　お話にならないわね。店長らしく思いきって五割引と言ったらどう？」


    「ええと……あの、店のマネージャーの許可とか他の営業店とのバランスが……」


    　睨にらみあう両者。


    　このまま緊迫が続くのか、俺がそう思った瞬間に動いたのはマリ部長だった。


    「ねえガブちゃん」


    　どこから取りだしたのかミネラルウォーター入りペットボトルを手に持って。その蓋ふたを半分ほど緩ゆるめたところで。


    「ずっとコート着てて暑かったでしょ。この水あげるわ」


    「え？」


    　真横の部長から突然にパスされたペットボトル。


    　それをガブリエッラ先輩が器用に受けとめられるわけがなかった。つるんと指先から逃げたペットボトルが宙を躍り、その弾みで蓋が取れて────


    　水しぶき。


    　そして、ペットボトルの水を頭から浴びた金髪美少女の悲鳴がこだました。


    「い、いやあぁぁぁぁっっ!?」


    　濡ぬれそぼった女神。


    　水に濡れたキャミソールがぴったりと肢体に張りついて、その扇せん情じよう的な身体からだのラインが見事なまでに浮き彫りになる。


    　くっきりと浮きでた胸の谷間に、芸術的なまでに絞しぼられたお腹なかの臍へその影まで忠実に。


    「あ……あぅ……だ、だめですぅ……」


    　目をうるうると潤うるませて胸元を隠す女神。


    　……なんて破壊力だ。


    　……たぶん、いや絶対、隣に之の々の星ぼしがいなかったら俺も悩殺されてた。


    　店長と店員と男性客。ガブリエッラ先輩の美び貌ぼうを見てしまった十数人の男たちが放心している姿を前に、俺はゴクリと息を呑のみこんだのだった。


    　数分後──


    「いやー、店内全品三割引だなんて今日は大セールね」


    　マリ部長の勝利で戦いは終わった。


    　之々星の買い物はもちろん、俺のトレッキングパンツまで三割引になりました。


    「今日も良い破壊力だったわね。さすがよガブちゃん」


    「マリ部長のばかばかーっ、いきなり何てことをするんですかぁ！」


    「私は何もしてないわ。ガブちゃんが喉のど渇いたかなって思っただけよ？」


    　恐るべしマリ部長。


    　自分の手を汚さず、ガブリエッラ先輩がペットボトルを落としてびしょ濡ぬれになることまで計算していたとは。


    「でも良かったじゃない。ガブちゃんは新品のシャツが無料タダでサービスしてもらえたでしょ」


    「……そうですけどぉ」


    　顔を真っ赤にしながらコートの前ボタンを留めるガブリエッラ先輩。


    　いまはマスクとサングラスを外して歩いているのだが、通りを歩く人たちがその美び貌ぼうに惹ひきつけられて次々とふり返っている。濡れたキャミソールのままだったら、おそらく彼女の後ろに無数の観衆が生まれていたことだろう。


    「この感じ、スクール水着だったら五割引はいけたわね」


    「しませんってば！」


    　そんな会話を他人事のように聞きながら──


    　俺は、俺と之の々の星ぼしの買い物袋を両手に持って歩いていた。


    「ありがとうね冬ふゆ嶺みねくん。わたしの荷物まで持ってもらっちゃって」


    「いや別に」


    　平静をよそおう俺。買い物袋が意外と重たくて、之々星の荷物を持ってる右手が辛つらくなってきたことは悟られちゃ気まずいもんな。


    「之々星も良かったじゃん」


    「……割引してもらえたこと？」


    「それもあるけど」


    　前を歩くガブリエッラ先輩の背中を一いち瞥べつして、微苦笑。


    「中学の頃からずっと欲しかったんだろ。こういう登山靴ぐつとか服があると、とうとう登山部に入ったんだなって実感もわくって言ってたじゃん」


    「…………」


    　俺の持ってる買い物袋を見つめる黒髪の少女。


    　そして。


    「うん！」


    　之々星縁ゆかりは、嬉うれしそうに頷うなずいたのだった。
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    　翌週の月曜日。


    　部室の前で、俺はちょうどガブリエッラ先輩と出くわした。


    　俺は放課後のＨＲホームルームを終えてすぐのタイミング。ガブリエッラ先輩は部室の鍵かぎを預かるために職員室を経由してからここに来たらしい。


    「どうもです先輩」


    「こんにちはトーマさん」


    　ほんわりとした笑顔で挨あい拶さつを返してくれるガブリエッラ先輩は、ガラス製のキーホルダー付きの鍵かぎを大事そうに抱えていた。


    「トーマさんも、すっかり登山部に慣れてくれたみたいですね」


    「……そうですか？」


    「はい。前は、不審者を前にした番犬のような警戒ぶりでしたから。今は借りてきた猫くらいには慣れてくれた気がします」


    　それは進歩と言えるのか？


    　とはいえガブリエッラ先輩が楽しそうだから細かいことは言うまい。


    「今日はマリ部長が演劇部の方に参加するそうですよ。向こうで部員の顔合わせがあるからって言ってました」


    「へえ。今ごろ顔合わせって案外のんびりな」


    「演劇部アツチは大所帯ですから。というわけで、今日はマリ部長から『本日のやることリスト』なるものを預かってきました！」


    　部室の扉を開けながら、先輩。


    　カーディガンのポケットから折りたたまれたメモを取りだして。


    「ええと今日の前半はトレーニン……」


    　びりっ。


    　俺の目の前で、部長のメモをガブリエッラ先輩が笑顔で引き裂いた。


    「あら大変、メモ用紙が破けてしまいました。これでは部長からの伝言もわかりません。仕方ないのでこのメモは捨てちゃいましょう」


    「……先輩」


    　こないだのランニングがそんなに辛つらかったのか。


    「ではでは、ここは登山部の先輩として本日の部活動をガブが決めちゃいます。いよいよ歓迎登山も週末に迫ってきました。今日と明日のうちにパンフレットを仕上げちゃいましょう！」


    「パンフレットですか？」


    「はい。登山は月に一回ですが、登山ごとに作成するんです。『修学旅行のしおり』みたいな案ガ内イ書ドです。今月だと……」


    　ガブリエッラ先輩が、山岳地帯の地図を広げてみせる。


    「トーマさんは箱はこ根ね山やまってご存じですか？　箱根駅伝や温泉で有名な、神奈川県の山です」


    「……箱根駅伝って名前くらいは」


    　お正月にテレビで放送されてる競走がある。


    　俺が知ってるのはその程度だけど、石いし田だ榮えい太た郎ろうは好きだと言っていたのは覚えている。ああ、そういやウチも正月になると両親と妹が一緒に見てたっけ。


    「ひょっとしてその山が？」


    「はい。箱はこ根ね山やまというのは山岳地帯の総称で、ガブたちが登るのはその一つ『金きん時とき山やま』です。日本の昔話に『金きん太た郎ろう』という童話があるのですが、その名の由来になった山なんですよ」


    　地図を指さす先輩。


    「パンフレットには、そんな金時山について調べたことと当日の登山ルート、山の概念図、それにバスの時間などを載せます。世界に一つのオリジナル金時山ガイドですね」


    「……概念図ってのは？」


    「それは来月、トーマさんがパンフレットを作る時に詳しくお伝えします。今回はトーマさんも之の々の星ぼしさんもパンフレット作業はありません。なにせ歓迎登山ですから」


    　と──


    「こんにちは！」


    　部室の扉が開き、之々星縁ゆかりがその場で深々とお辞儀する。


    　先輩方が先に来ていた時には欠かさない挨あい拶さつだが、今日の彼女はそんな挨拶もそこそこに、手に持っていた買い物袋を高々と掲げてみせた。


    「言われたとおり、土曜日に買った靴くつと靴下を持ってきました！」


    「あ、そういや俺も。冬物の靴下二枚だけど」


    　そうだ、俺もマリ部長から「週明けに持ってこい」って言われてたんだ。


    　理由は登山靴の馴ならし履き。


    　登山部の部室なら、部室にある登山リュックを背負った状態で歩いたりと実際の登山に近いコンディションを再現できる。


    「では二人とも靴下を履き替えてください。ええとトーマさんに貸してあげられる靴は……」


    　壁ぞいの机上に陳列してある登山靴を見比べていくガブリエッラ先輩。


    　登山靴が計十足。


    　これ全部、歴代の先輩が残していったものか。どれも丁てい寧ねいに靴の汚れが拭ふき取ってあって、埃ほこりが積もっていることもない。靴屋に並んでるものと比べても遜そん色しよくない手入れぶりと言えるだろう。


    「登山靴はお値段もそこそこ張るんですが、ちゃんと使えば五年は履けるそうですよ。だから歴代の先輩方も登山靴を新調した時に、古いのを捨てるのが惜しいって。あと信のぶ成なり先輩の手入れが良いおかげでもありますね」


    　ガブリエッラ先輩が靴の一つを手にとって。


    「トーマさん、これがいいかもです。サイズがピッタリで靴幅も広めだから」


    「じゃあそれから試してみます」


    　冬物の靴下二枚を重ね履き。ガブリエッラ先輩から受け取った靴の紐ひもをゆるめて、履き口におそるおそる足先を通していく。靴紐を軽く締め、俺はその場で立ち上がってみた。


    　登山靴ぐつで部室のまわりを壁沿いに一周。膝ひざを屈伸したり上げてみたり。


    「…………」


    「履き心ごこ地ちはどうですか？」


    「すげぇ楽です。靴の硬さも気にならないし、靴下のおかげで足が擦すれる感じもないし」


    　靴下二枚を重ね履きするだけでここまで違うのか。


    　土曜日の買い物で新品の登山靴を試した時は、正直これで一日歩き続けるのはかなり負担だと思ったけど、これなら登山靴の硬さもそれほど気にならない。


    「どれどれ拝見。うん、靴くつ紐ひもの具合もいいですね。そうしたらトーマさんの歓迎登山はその靴に決まりです。気に入ったらそのまま使っちゃっていいですから」


    「え？　いいんですか、登山靴って高価なのに」


    「高価だからこそ使ってほしいんです。良い物は長く使ってこそですから」


    　今度は之の々の星ぼしの登山靴をチェックしながら、ガブリエッラ先輩。


    「うん！　之々星さんは土曜日にしっかり靴を試し履きしたから、やっぱりピッタリですね。あとは靴くつ擦ずれですが、新品の靴はどうしても硬いから足が擦れちゃうんです。今週のうちに学校の周りを二時間くらい歩いてみると、足のどこに靴擦れが起きるのかわかります。登山当日は、そこに絆ばん創そう膏こうをあらかじめ貼はってあげてください」


    「わかりました！」


    「って之々星さん、山道以外で早歩きすると膝を痛めますです!?」


    　さっそく部室の外へ飛びだしていこうとする黒髪の少女と、それを慌あわてて引き留める金髪の先輩女子。


    　之々星も嬉うれしいんだろうな。登山靴を履いたまま不慣れなスキップまでしてるし。


    「待たせたな」


    　そこへ司し馬ば先輩が登場。


    　俺と之々星を見るなり登山靴を履いていることに気づいたのか、無言で足元を凝視してくる。特に俺の履いてる靴を、穴が空くくらいじっと睨にらみつけて。


    「ふむ。登山靴の試し履きか」


    　司馬先輩が小さく唸うなった。


    「美しい。さすが俺の手入れした登山靴だ。新品以上の輝きを放っている」


    「見るところそっち!?」


    「靴紐の結びが甘い。靴に対し、足首を完全に固定するよう紐を締めろ。靴を履くのではなく、足と靴とを一体化させるつもりで扱え」


    「……ど、どうも」


    「……わかりました」


    　鋭い観察眼にたじろぐ俺と之々星。これでも靴紐の締め具合はガブリエッラ先輩に見てもらったものだ。それを一目で甘いと言いきるあたり、さすが三年生。


    「ガブリエッラ」


    「はい」


    「これを預けておく。顧問からのカンパだ」


    　司し馬ば先輩が薄い茶封筒を机の上に。


    　それを見て、ガブリエッラ先輩が小さく歓声を上げた。


    「わぁっ！　嬉うれしいです。先生からもらってきてくれたんですね！」


    「引率できない分の口止め料も兼ねてとのことだ。三千円。今回の食費の足しになるだろう」


    　そんな先輩方の会話を聞いて、俺は内心で手を打っていた。


    　ああ、そうだった。


    　今まで話題にならなかったけど部活なら顧問の先生が必ずいる。吹奏楽なら音楽教師だし、サッカー部の顧問ならサッカーに詳しい教師が担当だろう。


    「ガブリエッラ先輩、そういや登山部の顧問の先生って」


    「二人います。でもお一人は背中を痛めて入院中で、もう一人の先生も別の部活の顧問を兼任されていて大忙しなんです」


    　茶封筒を片手にガブリエッラ先輩が苦笑い。


    「それで今月の登山は生徒わたしたちだけということになりました。このお金は、引率できないことのお詫わびも兼ねたカンパというわけです」


    　なるほど。それで口止め料。


    　引率の教師がいないのは予想外だが、その一方であまり不安は感じない。


    　俺たちが今月登る金きん時とき山やまはいわゆる『初心者向け』で、標高も高くないらしい。


    　コースによっては登山口から一時間ちょっとで頂上に着くというし、マリ部長もいるもんな。顧問の引率が必要になるような場面もないだろう。


    「ならば、今日は急いで登山パンフレットを仕上げましょう！」


    　ガブリエッラ先輩が机にかじりつく。Ａ４用紙に何かを描きだしていると思ったら、どうやら手元にある山の地図を描き写しているらしい。


    「先輩、変なこと聞くようですけど、それって地図を拡大コピーすれば手間も省略できる気が」


    「もちろんソレでも大丈夫ですよ」


    　そう答えてくれる彼女だが、地図を描き写す手を止める様子はない。


    「でも地図だと道のりが細かすぎて見づらい時があるんです。ガブたちの通る金時山のルートや大事な分岐だけを抜き出した方が見やすくなるので」


    「……あ、そっか。山の地図っていっても金時山だけじゃないですもんね」


    　市販されている地図は、今回なら金時山を含む『箱はこ根ね山やま』一帯のマップである。金時山しか登らない俺たちにはそんな広範囲の情報は必要ないから、そういう余計な情報はカットしてしまえというわけだ。


    「司し馬ば先輩」


    　之の々の星ぼしが、向かい側の席に座る司馬先輩に声をかけた。


    「司馬先輩もパンフレットの作業ですか？」


    「そうだ。俺の今回の担当は『バスの時間調べ』と『携行品チェックリストの作成』、そして表紙の裏面にあたる『部員の目標』になる」


    「……部員の目標？」


    「登山とは己おのれとの戦いだ」


    　激しくペンを紙面に走らせながら、司馬先輩。


    「偉大なる霊れい峰ほうと向き合う時、人は己の器を知る。肉体の限界を痛感するとともに精神も極限を迎えるだろう。人間という個がどれほど矮わい小しような存在か、否いやが応でも思い知らされる。だが、現在の自分を超越するヒントはその境地の先にあると言って過言ではない。そしてそこに至るには何が必要だろう。そう、力への渇望そして覚悟だ。ゆえに────」


    「山に登る時の目標をパンフレットに載せるんです。初めての登山だと『楽しく登る』とか『景色を楽しむ』でいいと思います」


    「……ガブリエッラ」


    　眼鏡を輝かせ、司馬先輩が顔を上げた。


    「悪くない補足だ」


    「ありがとうございます」


    「そしてお前の今月の目標をまだ聞いていなかったな。今回の登山の目標は？」


    「『バテずに最後までついていく』でお願いします」


    「なるほど。バテずに──」


    　司馬先輩のペンがぴたりと止まった。


    「ガブリエッラ。先月の目標は何だった」


    「『バテずに最後までついていく』です」


    「今月の目標をもう一度」


    「『バテずに最後までついていく』です」


    「そうか……」


    　切れ長の双そう眸ぼうでもって金髪の少女を見つめる副部長。


    　ややあって。


    「採用だ。先月からの継続しての目標。なかなかに趣おもむきがある」


    「わぁ、ありがとうございます先輩」


    　いいのかよ。危うく口にしかけたが、『部員の目標』ページを担当する司馬先輩がそう言うなら間違いないんだろうな。


    「そして冬ふゆ嶺みねと之の々の星ぼし。お前たちの目標を聞いておこうか」


    「えっ？」


    「そ、そんな突然に言われても。冬嶺くんは？」


    「俺だって考えてない。急に言われてもな……」


    　しばらく腕組みして考えた後。


    　俺と之々星は、二人で声をそろえてこう言った。


    「『バテずに最後までついていく』で」


    「──お前たち」


    　鋭利な視線を俺と之々星に向ける司し馬ば先輩。


    　真剣に思いを巡らせている。そんな数秒の間を隔てて副部長は頷うなずいた。


    「採用だ。メンバーの意思を一つにという思いが伝わってくる。この三つの目標、一字一句違たがわぬ文字群の並びのなんと美しいことか。ならば俺も今月の目標は『バテずに最後までついていく』にするほかあるまい！」


    　アンタもかよ。山でバテるどころか息切れする姿さえ想像つかないですけど。


    「いよいよ今週の土曜日ですからね」


    　ペンを机に置いてガブリエッラ先輩が一休み。


    「明日にはパンフレット見本ができるので、一部印刷して校長先生に見てもらいます。それで合格が出たら部員の分を刷って、いよいよ──」


    「登山ですよね」


    「その前日、金曜日にミーティングがありますよ。当日の集合場所と集合時間。それに持ち物の最終確認とか。ここらへんはマリ部長が取りしきってくれるハズです」


    「…………」


    「どうしましたトーマさん？」


    「ああいえ、なんか一気に本格的になってきたなぁって」


    　登山ウェアと靴くつを揃そろえて、パンフレットを作って──


    　今まで漠然と捉とらえてきた『登山部』が、みるみる具体性を帯びてきたように思えたのだ。


    　之々星縁ゆかりを追いかけて、マリ部長に誘われるまま登山部に入った俺だけど。


    　……これで少しは近づけるのか？


    　……之々星やマリ部長が登山に夢中になっている心境に。


    　週末が待ち遠しい。


    　ふと気づけば、そんなことを考えてる俺がいた。
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    　金曜日。


    　授業を終えて帰り支じ度たくを済ませている俺の背中に、誰かが寄りかかってきた。


    「……とぉまぁぁぁっっ」


    「うげっ!?　な、なんだエイタローか。ゴーストみたいな声で後ろから現れるなよ」


    　これが海外のＢ級映画なら、俺は怪物に襲おそわれる犠牲者だったに違いない。それくらい今の榮えい太た郎ろうは真っ青な顔つきでホラー的な存在と化していた。


    「数学わからねぇよぉぉぉ！」


    「出たな数学わからないお化け」


    　つい先週も榮太郎の家で数学をつきっきりで教えたんだけど、またそろそろ泣きつかれる頃かなと思っていた。


    「トーマ、『二次方程式f[image: ]=０がなんちゃらで、この時の実数ａの値の範囲を求めよ』って意味わかんねぇ。Ｘの解を求めるだけでもいっぱいいっぱいだってのに、なんで実数ａとかいう新種のモンスターが出てくるんだ……」


    「俺は今のエイタローの方がよっぽどモンスターに見えるけど。っていうのはともかく週明けの小テスト対策が必要って言いたいんだろ。赤点だと放課後に補修があって、補修があるとテニス部の練習に遅刻するから」


    　こくん、と頷うなずく友人。


    　高校一年生の授業というものについて──


    　五教科のうち英国社は、中学の延長に過ぎないというのが俺の持論だ。


    　国語は古文漢文が多くなった程度だし、英語も新しい文法が増えるだけ。社会にいたっては中学でやった歴史と地理を細かくなぞるだけだしな。


    　だが数学は二次方程式と平方根、確率、微分積分と分野ごとにまるで別物。さらには中学の下積みが反映されにくい。


    　……昨日までは中学数学の復習だったし。


    　……なおさら今日からの新分野が未知の世界に見えるんだろうな。エイタローの場合。


    「よしトーマ、さっそく明日──」


    「あ、無理だ」


    「なにぃっ!?」


    「明日は無理。だって土曜日だろ。予定で埋まってる」


    　いよいよ訪れた歓迎登山の本番。


    　悪いな榮太郎。この日だけは何週間も前から予定が入ってたんだ。


    「じゃあ日曜日」


    「日曜は、土曜に雨が降った時の予備日だからまだ何とも言えない」


    「なら金曜！　頼むよトーマ！」


    　机に突つっ伏ぷしてお願いのポーズを取る友人。


    「金曜って今日じゃん。放課後いまからってこと？　まあ少しくらいなら」


    　と考えたけれど。


    　しまった、今日は登山の前日ってことで大事なミーティングがある。


    　放課後すぐに部室に集合しなさいってマリ部長に言われてたのを俺は思いだしていた。


    　厳しい。俺も今週末はどうしても動かせない予定で埋まってる。かといって榮えい太た郎ろうの頼みを無下にするのも心苦しいし。


    「ん？」


    　そんな俺の前を、一人のクラスメイトが通りすぎていった。


    「そうだ橘たちばな。なあ橘ってば」


    「っ、冬ふゆ嶺みね冬とう馬ま!?　な、なんですのいきなり」


    　縦ロールの髪をなびかせて橘ハルカがふり返る。


    　この場で俺に名前を呼ばれるのは想定外だったのだろう。そりゃそうか、クラスメイトの前で俺が橘に声をかける機会なんて今までなかったから。


    「橘、今日の数学の授業どうだった」


    「数学の……？」


    　ぴくり、と片かた眉まゆをつりあげる彼女。


    　俺の発言を気弱ととったのか口元に満面の笑みを浮かべて。


    「はっ！　何を言いだすかと思えば。一年生総代たるわたくしが、あの程度の授業の何を恐れるとお思いですか。あんなの峰ほう学がく院いん女子では中学三年生の春にやる内容です」


    「つまり余裕と？」


    「もちろんですわ」


    　胸を張って頷うなずくお嬢様。


    「失望しましたわ冬嶺冬馬、あの程度の問題で怖おじ気けづくとは。しょせん中学レベルの──」


    「よし決まり」


    「はい？」


    「橘、お前、このエイタローに数学教えてくれ。今日やった範囲だけでいいから」


    「はいぃぃぃっ!?」


    「今週は俺が忙しいからさ。頼むよ」


    「お待ちなさい！」


    　鞄かばんを手にとる俺の前に橘たちばなハルカが立ちはだかった。


    「なにを言っているのか理解できません。なぜわたくしが数学を教えねばならないのです」


    「時間ない？　お前なら部活もないし時間あるかなって思ったけど」


    「そ……それとコレとは別問題です。わたくしが言いたいのは、なぜ石いし田だくんに数学を教える義理があるのかということです。あなたの命令に従うつもりはありません！」


    　ぷいっと顔を背そむけてしまう。


    　というか俺は呼び捨てで、俺以外のクラスメイトはちゃんと「くん」付けなのか。


    「そうだぞトーマ」


    　椅い子すに座ったまま榮えい太た郎ろうが俺を見上げて。


    「いきなり頼むのは失礼だろ。っていうかお前、橘たちばなさんと知り合いなの？　どっちにしろ橘さんにも予定があるだろうし」


    「そう！　そうですわ石いし田だくん。もっと言ってあげてくださいな！」


    「何よりトーマじゃないと俺が困る」


    「え？」


    「お前以外のやつに教えてもらっても、俺、理解できる自信がないし。勉強できても教えるのが下へ手たな奴やつって多いんだよな。お前じゃないと俺も────」


    「……なんですって」


    　橘ハルカの手から鞄かばんが滑すべりおちる。


    　その直後、我らが一年生総代たるお嬢様は、榮太郎の対面の椅子に腰かけていた。


    「石田くん、それはどういう意味でしょうか」


    「ん。いや……あの……？」


    「わたくしが冬ふゆ嶺みね冬とう馬まに劣おとるとでも？　否いな、橘家の辞書に『敗北』の二文字はないのです」


    　制服の内側からいかにも高級そうなペンを取りだす彼女。そして榮太郎の広げていた数学の教科書を勢いよく奪い取った。


    「ちょっと!?　それ俺の教科書だって！」


    「石田榮太郎くん」


    「は、はい」


    　有無を言わさぬ眼光に圧おされて押し黙る俺の友人。教師と生徒というか、ライオンに睨にらまれて動けなくなったウサギさんみたいな萎い縮しゆくっぷりである。


    「いいでしょう。今日だけは特別にわたくしが数学を教授してさしあげますわ」


    「いやだから俺はトーマじゃないと──」


    「お黙り」


    「……はい」


    「冬嶺冬馬に負けるわけにはいきません。それが数学のテストでも数学の講義であっても！」


    　教科書を机に広げる彼女。


    　そんな彼女に気づかれない程度にこっそりと、榮太郎が俺に向かって視線で問いかけてきた。


    　──お前、橘このこに何したんだよ？


    　何もしてないから。勝手に向こうがライバル視してるだけだから。


    　溜ため息いきまじりに心の中でそう応え、俺は鞄を担いで二人に背を向けた。


    「じゃあなエイタロー、がんばって」


    



    　　　　　　　　　５


    



    　登山部部室。


    　扉を開けたそこには、すでに俺以外の登山部メンバーがすべて揃そろっていた。さすが前日ミーティング。みんな集まりが早い。


    「こんにちは冬ふゆ嶺みねくん」


    「おいっす之の々の星ぼし」


    　扉を開けて入ってきた俺に、真っ先に気づいて手を振ってきたのは之々星だ。


    「お。トーマのご到着ね」


    　座っていた机上から飛びおりるマリ部長。


    「今日が何をする日かわかってるわね」


    「明日の登山に備えてのミーティング……って聞いてましたけど」


    「そそ。この前作ったパンフレットで打ち合わせよ。でもその前に一つやることがあってね、ご覧のとおり」


    　机に置かれたスーパーの買い物袋をマリ部長が指さした。


    　スーパー『東九トーキユー』。


    　ほま高最寄り駅の北口に直結した総合スーパーだ。俺は商店街で買い物をすることが多いけど、学校から一番近いスーパーはこの東九トーキユーだろう。


    「さっき信のぶ成なりとガブちゃんにひとっ走り行ってきてもらったわ」


    「買いだしですか？」


    「ええ。金きん時とき山やまの頂上で作るお昼ご飯のね」


    　そう言われて──


    　俺は、ふと之々星と顔を見合わせた。


    　そもそも何を作るんだろう？　明日の登山で作る昼ご飯のメニューをまだ聞いてないぞ。


    「ねえ冬嶺くん」


    　之々星が、そっと耳打ち。


    「明日のご飯、なに作るか知ってる？」


    「俺もまだ聞いてない。山の食事って、俺よく知らないけど自分たちで自炊するんだろ。……大丈夫かな」


    　料理を作るどころか、包丁すら人生で十回握ったことがあるかどうかの俺だ。


    　さすがに中学の家庭科で何回か調理実習したのは覚えてるけど。


    「マリ部長。俺に包丁を握らせると危険です」


    「あはは、トーマは見るからに料理しなそうな顔してるもんね。カップラーメンにお湯を注ぐのとスーパーの惣そう菜ざいを電子レンジで温めるのは上じよう手ずそうだけど」


    　俺はくたびれた残業帰りの会社員サラリーマンか。


    　まあ、料理をする意欲に欠けるという意味では間違っていまい。


    「っていうのはさておき。トーマも縁ゆかりっちもそんな怯おびえた目をしないでいいわよ。歓迎登山なんだから二人ともゲストだもん。二人に料理させるわけないじゃない」


    　ほっと息をつく俺と之の々の星ぼし。


    「それに山の食事って難しいことは何もしないわ。明日は包丁も使わないわよ」


    「……で、結局なに作るんです？」


    「そこはやっぱり定番よ。アウトドアと言ったらカレー以外にありえないわ」


    　ビニール袋の口を開けるマリ部長。


    　玉ネギ、人にん参じん、じゃがいも、それにカレー用の肉。なるほど確かにカレーの材料だ。


    「カレーですか。なんか納得って感じです」


    　バーベキューと並ぶ定番の野外料理だろう。どうしてカレーなのかという疑問はあるけど、おそらく「失敗しない」料理だから。市販のカレールーがあれば味も定まるし、あとは煮込むだけ。誰が作っても美お味いしく仕上がるもんな。


    「トーマも縁っちもカレーくらいは作ったことあるでしょ？」


    「……何度かは。なあ之々星、俺ら学校行事で経験あったっけ？」


    「うん。中学校の校外学習で一回あったよね。懐かしいなぁ」


    　頷うなずく俺と之々星。


    　そんな俺たちの返事を満足そうに観察していたマリ部長が。


    「よしよし。じゃあ二人とも覚えておいて。アウトドアで定番みたいな印象のカレーだけど、山頂で作る料理として実は不似合いなのよね」


    　にやりと、意味深な笑みを浮かべてそう言った。


    「え？　之々星わかる？」


    「……ううん。どうしてだろ」


    　ふしぎそうに目をみひらく黒髪の女子。


    　マリ部長からの登山クイズで之々星が白旗を揚げるのは、思えばこれが初めてだ。


    「ほま高登山部の恒例メニューよ。山の頂上で作るカレーがどうして禁忌タブーなのか教えてあげるために、四月の登山はあえてカレーを選ぶの。実際に作ってみれば納得してもらえるわ」


    「美お味いしくない、ってのは違いますよね」


    「味は保証するわ。二人に美味しくないご飯なんて食べさせないわよ」


    　まあ楽しみにしてて──そんなことを言いながらビニール袋の口を再び閉めるマリ部長。


    　部室ここは冷蔵庫がない。肉とか野菜が室温で傷まないように保冷剤を中に入れていて、その冷気を逃のがさないようにするためだろう。


    「はーい注目！　みんなこっちに集まってちょうだい！」


    　マリ部長が手を打ち鳴らす。


    　机の上に腰かける部長の周りには四人分のパイプ椅い子すが用意され、その座面には、完成したばかりの登山のパンフレットが置かれている。


    「さあいよいよ明日に迫った金きん時とき山やまの歓迎登山。そのミーティングを始めましょう。トーマと縁ゆかりっちも、メモ用のペンを持ってここに座ってちょうだい」


    　部長の周りに集まる俺、之の々の星ぼし、ガブリエッラ先輩、司し馬ば先輩。


    　パイプ椅子に腰かけてパンフレットに目を通そうとした俺だが、パンフレットの表紙を見た途端に思わず息を止めて見入っていた。


    　この表紙、部員が月ごとに交代で描くのが決まりだとは聞いていたが……


    「刮かつ目もくなさい。今回は私がじきじきに表紙を描いたのよ」


    　パンフレットを掲げるマリ部長。


    「我らが登山部のモットーは青春謳おう歌か。そこで今回の表紙は『学校の屋上で佇たたずんでいるトーマ』を描いてみたわ」


    「肖像権の侵害だ!?」


    　ちなみにマリ部長から勧誘を受けた日以来、俺が学校の屋上に行ったことはない。


    　つまりこれは「俺が之々星縁に告白したけどなぜか登山が好きと勘違いされて告白が空から振ぶりに終わった」直後の傷心気味な俺ということだろう。


    　もう、之々星に気づかれたらどうするんだよ。


    　しかも絵がやたら上う手まいし。


    「さて順番に見ていくわよ。まず今月の目標だけど……あれ？　みんな揃そろって『バテずに最後までついていく』なのね。目標担当の信のぶ成なり、これはどういうことかしら」


    「うむ。部の意思を一つにするという強い意志の表れだ」


    「そう……」


    　マリ部長がパンフレットをじっと見下ろしたまま。


    「ガブちゃん、最初に言いだしたのガブちゃんね。これ先月と同じでしょ」


    「ぎくぅっ!?」


    「タンクトップの刑に処す。一週間、放課後は制服を脱いでタンクトップ一枚で過ごすこと。その淫みだらに実った身体からだを思いきり衆目に晒さらす辱はずかしめを受けなさい」


    「いやぁぁぁぁぁぁぁですぅぅぅぅぅっっ!?」


    　謎なぞの処罰に号泣する金髪美少女ガブリエツラせんぱい。


    　一方のマリ部長はというと、そんな様子も気にせずにパンフレットのページをめくって。


    「いいことトーマ、縁っち。このミーティングで大事なのはスケジュール確認よ。山の登り口って電車の駅から遠く離れてるの。駅から登山口まで歩くだけでも一時間以上。そこでバスを使うんだけど、そのバスが一時間に一本とかそういう運行なのよね」


    「……乗り損ねると大だい惨さん事じってのはわかりました」


    　田舎の電車が三十分に一度の運行だとかそういう話は稀まれに聞く。登山客を乗せるバスルートというのも、それと似たようなスケジュールなんだろう。


    「ってわけで明日は朝七時に集合ね」


    「七時ですか。早いけど、まあ運動部の朝練だと思えば」


    「ああ、それと」


    　俺の呟つぶやきを耳ざとく聞き拾ったらしきマリ部長が、いたずらっぽい視線で俺にふり向いた。


    「集合といっても学校じゃないわよ。山の最寄り駅に朝七時。箱はこ根ねの金きん時とき山やまだから神奈川県の小お田だ原わら駅改札に朝七時ね」


    「ん？　それってええと……逆算して……」


    　之の々の星ぼしと顔を見合わす俺。


    　まず俺や之々星の家の最寄り駅から小田原駅まで、電車の急行で一時間弱。


    　つまり朝六時前に最寄り駅に着く必要があるわけだ。


    「朝五時三十分には家を出なくちゃいけないだろ。身支じ度たくと、あと山の荷物の当日チェックとか色々やるとすると、起きるのは」


    「……うん。朝四時半くらいだよね」


    「早っ!?」


    　朝四時半って、まだこの季節じゃ日の出もない真っ暗な時刻じゃないか。外に出たって夜と何一つ変わらない。


    「空手の朝稽げい古こみたいな時間かも。気合い入れないと……」


    　さすがの之々星も苦笑い。


    　まあそうだよな。四時半なんて、偶然に目が覚めることはあっても目覚まし時計をセットするような時間じゃない気がする。


    「二人とも早起きは苦手かしら？」


    　机の上から俺たちを見下ろすマリ部長。


    「特にトーマ。普段から夜更かししてそうだし。明日の朝が心配なら縁ゆかりっちにモーニングコールしてもらう？　縁っちからお目覚めの電話をもらえば寝起きもバッチリでしょ」


    「おっと、そう見えますか」


    　マリ部長のからかいを軽く受け流す。


    「んん？　トーマ、自信ありげじゃない」


    「ええ。一瞬驚いたけど、これでも高校受験の勉強は朝型だったんで」


    　夜九時半に寝る代わりに朝四時起きで早朝勉強。


    　ほま高に合格してからはすっかり六時半起きにまで遅くなってしまったが、受験時代の経験を思い出せば早起きだってこなせるはずだ。


    「へえ意外。トーマって早起きなんだ？」


    「ええ」


    「じゃあ朝のモーニングコール役はトーマに決定ね。私って朝に弱くてさー」


    「わぁい。ガブもお願いしますねトーマさん」


    「えっ。ちょ、ちょっとそういうこと!?」


    　朝四時半に起きる気がない先輩たち。


    　……正直なのはいいんだけど。


    　……ミーティングする前より不安になったのは気のせいか？


    　こんなんで本当に山に登れるのだろうか。


    　そんな一いち抹まつの不安を抱えたまま、俺の最初の登山ミーティングは終了したのだった。
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    　小お田だ原わら駅。


    　神奈川県西部のターミナル駅の一つ。箱はこ根ねに向けて都心部から特急ロマンスカーも出ているほか、ＪＲ東ひがし日に本ほんやＪＲ東とう海かいといった電車も乗り入れている。箱根という地名とともに、駅名だけは聞き覚えがあるという人も少なくないだろう。


    　その小田原駅の改札で──


    「……ふぅ」


    　朝六時半。


    　ハイキング用のリュックを背負って、俺はあくびを噛かみつぶしていた。


    　リュックの中身はスポーツドリンク五〇〇ミリリットルにスポーツタオル、レインウェア、登山部で作った自作の登山パンフレットだ。今回は歓迎登山という「お試し」なので登山部らしい荷物はほとんどない。


    　服装は買いだしで揃そろえた登山トレツキングパンツと速乾シャツ、それに部室で借りた登山靴ぐつを着用。こっちは登山部らしい恰かつ好こうと言えるだろう。


    「待ち合わせ大丈夫だよな。間違ってたりして……」


    　改札前にたった一人でぽつりと立つ、俺。


    　土曜日だけあって通勤の会社員の姿はほとんど見ない。


    　見かけるのは早朝から旅行に向かう家族連れと、部活に向かうジャージ姿の中高生たちくらい。駅構内は人影もまばらでひっそりと静まりかえっている。


    　……部活の待ち合わせってホントに久しぶりだよな。


    　……中学一年生以来だから三年ぶりか。


    　集合時間の朝七時まで、まだ三十分もある。


    　我が家の最寄り駅から小お田だ原わら駅まで急行で一時間。初めて下車する見慣れない駅ということもあり、誰も集合場所に来ていないと妙に落ちつかない気分になる。


    「もうちょい家でゆっくりしてても良かったかな」


    「冬ふゆ嶺みねくん、おはよ」


    　改札の向こうから聞き覚えのある声。


    　俺が顔を上げた先に、リュックを背負った之の々の星ぼし縁ゆかりが小さく手を振っていた。


    　登山トレツキングパンツと春物のシャツ、それに新品の登山靴ぐつを着こなして、家にあったのであろう赤いリュックを背負っている。


    　いかにも新米登山部員といった初うい々ういしく可か憐れんな雰囲気。


    　制服のようなフォーマルな恰好でなければ軽快な運動着姿でもなく、ラフな私服とも違う。


    　ほま高登山部の之々星縁。


    　同級生のなかで俺しか知らない姿。その姿に見とれてしまって、俺はしばらく挨あい拶さつの言葉が出てこなかった。


    「あーっ、冬嶺くんってば」


    「!?　な、なに……？」


    　俺の顔を覗のぞきこんでくる彼女。


    　心の内を見透かされたような気がして、俺はつい上半身を後ろに反らしてしまった。


    「ここ。隈くまできてるよ」


    　自分の目のあたりを指さして、之々星がクスリと微笑ほほえんだ。


    「寝不足？」


    「……ああ、ソッチか」


    「うん？」


    「いや。白状するとちょっと緊張しちゃってさ。目が覚めちゃって……」


    　之々星と一緒に休日を過ごせるっていう嬉うれしさはもちろんある。あるのだが、昨晩ばかりは緊張が上回って寝付けなかった。


    　……登山部の先輩はみんな登山経験者で。


    　……之の々の星ぼしだって山の知識は豊富だし。俺だけが完全な初心者か。


    　俺だけ何か失敗をしでかして、それが原因で初恋の人ののぼしに嫌われたらどうしよう。そう思ったらついつい夜中に目が覚めてしまったわけだ。


    　とはいえそんな葛かつ藤とうも、之々星の可か愛わいらしい姿を見て吹き飛んだけど。


    「そうそうわたしね、こんなの持ってきたの。荷物が少ないから持ってこれるかなって」


    　リュックの口を開けて、之々星が取りだしたのは銀色に輝くカメラだった。


    「デジタルカメラ？」


    「うん。どうせならしっかりした写真撮りたいなって。携帯でも撮れるけど、遠い風景とかはデジカメの方が綺き麗れいに撮れるから」


    　大事そうにカメラを見つめる彼女。


    「いつか雑誌の読者投稿コーナーに掲載されないかなって」


    　ああ、之々星が愛読してる月刊『山やま人びと』か。


    　マイナー雑誌の投稿コーナーだから掲載までの競争倍率も低いように思えるが、実は違う。


    　そうした山の雑誌を買う連中っていうのは誰もが相当な山好きたちだ。読者投稿に挑いどむのも、高級で高機能ハイスペツクな一眼レフで撮影に臨む登山家が多数を占める。


    　そんな歴戦の玄人プロに交じって、之々星の写真が採用されるに至るのは並大抵の難しさじゃないだろう。


    「いいじゃん之々星。登山家っぽい目標って感じがするし」


    「そ、そうかな」


    　照れくさそうに彼女がはにかむ。


    「……冬ふゆ嶺みねくんが一緒に登山部に入ってくれてよかった」


    「ん？」


    「だって、こんな会話なかなかできないもん。女の子の友達と話す時は別の話題はなしが多いから」


    「テレビとか映画とか芸能人とか？」


    「あははっ、うんうん。そういうのも多いかも！　みんな流行に敏感だから」


    　之々星が噴き出した。


    　そして、おかしそうに目を細めるや俺を見上げて。


    「ソッチの話題はなしは、冬嶺くんの苦手な分野でしょ？」


    「俺限定ってか男子であんま芸能人の話とかしないし」


    「男の子はどんな話題で盛り上がるの？」


    「俺と榮えい太た郎ろうはなんでも話すよ。授業のこととかスポーツの試合とか、今週の気になる漫画の話とか。あと男子が集まった時の修学旅行とかは、どのクラスの────」


    　どのクラスの女の子が可愛いか、とか。


    　そう言いかけた口を慌あわてて閉じた。そんなこと言って、之の々の星ぼしから「じゃあ冬ふゆ嶺みねくんの好みの女の子は誰なの？」なんて聞かれたら目もあてられない。


    「……やっぱナシ。秘密」


    「えーっ!?　なんでなんで、そこまで言って秘密にされるの気になるよ？」


    「世界平和と日本経済の動向について」


    「うそぉー？　え。ダメだよ冬嶺くん、そんなあからさまなウソついてもわかるもん。本当は何を話してるの。教えてよ」


    　上目遣いにこちらを見上げる之々星。


    　身を乗りだすように、彼女が無意識に寄りそってきて──


    「やー。おはよトーマ、縁ゆかりっち！」


    　駅構内に響いたマリ部長の声に、その足がふっと止まった。


    「うんうん二人とも早めに集合してたのね。感心、感心……ってトーマ？　どうしたのそんな残念そうな表情して」


    「いや別にぃ……」


    　之々星が俺に密着してくる寸前で、だ。


    　もちろん彼女は無意識だったんだろうけど、そんな無防備な彼女の一面を垣かい間ま見みただけでなく、触れあうくらいの距離になる一歩手前だった。その瞬間があまりにも儚はかなく砕けちる。これを残念と呼ばずに何と言うだろう。
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    　と。マリ部長がそっと近づいて。


    「いやー、ごめんねトーマ邪魔しちゃって。いい感じの雰囲気だったんだけど、わたしも二人に声かけてから気づいてさ」


    「やっぱり見てたんじゃないですか!?」


    　思わず非難の声を上げる俺。


    　とはいえ事情を知らない他の部員は、狐きつねにつままれたように不思議そうな表情だ。


    「何ならもうちょっと二人きりでいる？　私たち、五分くらい離れてようか？」


    「どうかお気遣いなく。……というわけでおはようございます司し馬ば先輩。ガブリエッラ先輩も」


    「うむ」


    「おはようございますトーマさん」


    　マリ部長と一緒に来た司馬先輩とガブリエッラ先輩も登山時っぽい服装だ。


    　共通してるのは伸縮素材のトレッキングパンツと速乾性のＴシャツ、そして早朝の寒さ対策に上着を羽は織おっているということだろう。


    「マリ部長は、なんていうかお洒しや落れですね」


    「あら？　トーマもわかってきたじゃない。登山にもお洒落は大切よ」


    　Ｔシャツの胸元にサングラスをひっかけて胸飾りにしているのがマリ部長だ。


    　薄地のシャツから盛り上がった双丘にサングラスが沈みこみ、谷間を強調しているのが何とも大人っぽい。紫外線予防であろうキャップ帽も相まって、大人の色気を演出しながらも同時にボーイッシュな雰囲気も感じさせる。


    　喩たとえるなら、登山企画のテレビに登場するモデルのような恰かつ好こうだろうか。


    「ガブリエッラ先輩は……」


    「えへへ。これ、春物の新作なんですよ」


    　ニット帽を指さして嬉うれしそうなガブリエッラ先輩。


    　マリ部長がスタイリッシュ系のお洒落なら、こっちは可か愛わいらしい系のお洒落だな。


    　之の々の星ぼしの初うい々ういしく可か憐れんな着こなしとはまた違う魅力。三者三様で個性を出しつつ互いの良さも高め合っている。


    　タイプは違えど、それぞれ紛まごうことなき美少女と呼んで差し支えないだろう。


    　だが一方で。


    　俺の後ろには、そうした美少女たちの華やかな競演などまるで眼中にない男が一名。


    「司馬先輩、司馬先輩ってば」


    「美しい……」


    　自分の携帯を高々と掲げて、斜め上空から自分を撮影し続ける男。


    　自撮りというのは昨今珍しいことではないだろうけれど、駅の改札前、しかも目の前にこんな可か愛わいい女の子たちがいるにもかかわらずだ。


    「見ろ冬ふゆ嶺みね。俺のこの上じよう腕わん筋きん、今日はいつにもましてキレがいい」


    「どうかお構いなく。そんなモノを俺に見せないでください」


    「僧そう帽ぼう筋きんも撮ったぞ」


    「……どこですかその筋肉!?」


    　撮った写真を見せつけられるのを俺が全力で断っている間に──


    「あれ。先輩方？」


    　之の々の星ぼしが見つめる先は、三人の先輩の背中だった。


    　三人が背負う登山リュック。


    　俺や之々星のような自前のハイキング用ではなく、部の備品だ。


    　山中で二泊、三泊できるだけの装備が入るほど大容量である上に頑丈だが、そのぶん重くて威圧感がある。マリ部長やガブリエッラ先輩のように女子が背負うのは相当な負担だろう。


    　俺がこんな小さなリュックだし、なんか申し訳ない気分になるな。


    「気にしないでいいわよ。これほとんど空からっぽだもん」


    「え？　そうなんです？」


    「テントも寝袋も入ってないし、荷物なんてトーマや縁ゆかりっちと大差ないわ。登山部やってると、だんだん小さなリュックが物足りなくなるのよね」


    　手を振って応じるマリ部長。


    「さあバス停に行きましょう。ちなみに他の登山客を見つけるコツは登山靴ぐつとリュックなんだけど、よしよし。これなら金きん時とき山やまの登山客もまだ少なそうね」


    「マリ部長、すげぇ初歩的な質問だけど山って混むんですか？」


    「もちろんですよー」


    　そう教えてくれたのはガブリエッラ先輩だった。


    「有名な山は連休ともなれば大おお賑にぎわいです。今回の金時山も、季節と時刻次第では山頂が人で埋まっちゃうくらいですから」


    　ニット帽をかぶりなおす先輩。


    　この早朝でも注目を浴びるのを避けるためか、毛糸の帽子を目ま深ぶかにかぶりながら。


    「山の混雑帯を避けるのは大事なポイントです。バスが混雑していて乗れなかったら次のバスまで一時間待つこともありますから。……そしてこれも大事です」


    　ガブリエッラ先輩がポケットからピルケースを取りだした。そこに入っている小さな錠じよう剤ざいを、水筒の水で一気に飲み下す。


    　風邪薬？


    　俺も市販の風邪薬なら時々お世話になるけど、これは見覚えのない錠剤だな。


    「先輩、体調でも悪いんですか」


    「体調はこれから悪くなるんです」


    　ふふ、と怪しげな笑みを浮かべてふり返る金髪の美少女。


    「トーマさんにいいことを教えてあげましょう」


    「……その怖い表情からして絶対いいことじゃないのは予想つきますが」


    「山の登山口に向かうバスは、どんどん坂道を登るうえに大きく曲がりくねった道を走ることが多いです。つまり──」


    「つまり？」


    「とっても揺れるんです。ガブは、去年で三回ほど乗り物酔いで悶もん絶ぜつしました」
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    　山に登りたい。


    　そう思った時に誰もが「どの山に登るのか」というのは考えるだろうが、「どの登山ルートを選ぶのか」という観点はしばしば見落とされがちだ。


    　富士山には頂上が四つある。


    　これは登山に縁のない人間はまず知らないことだろう。


    　どこから登り始めるかによって所要時間も異なれば、当然に難易度も異なる。


    　綺き麗れいな景観を期待したのに登ってみたら写真と全然違う──という期待外れを引きおこすのは、写真が嘘うそをついているわけじゃなく、登山コースが異なっていたケースが多い。


    　以上、マリ部長から事前に聞いていたマメ知識です。


    　……さて話を俺たちの金きん時とき山やまに移そう。


    　今回のほま高登山部は、『小お田だ原わら駅』からバスで『仙せん石ごくバス停』下車、『金時登山口』から頂上を目指すコースだ。


    　初心者でも登りやすく、まわりに登山者がいるので道にも迷いにくいらしい。


    　登山初体験の俺には「登りやすい・登りにくい」の違いさえ見当がつかないが、しかし一つハッキリと理解したことがある。


    　みんな、バスに長時間乗る時は体調を万全に。


    「おーいガブちゃん、平気？」


    「……平気じゃないです」


    「そしてトーマも。生きてる？」


    「……死んでます」


    　午前八時半。


    　──金時山登山口。


    　雲一つない快晴の下、俺とガブリエッラ先輩は地面に座りこんでぐったりと力つきていた。


    　ガブリエッラ先輩はもともと三半規管が弱いらしく、俺は昨晩からの睡眠不足が祟たたったんだろう。見事に酔った。


    「まさか一時間近くも……バス……乗り続けるとは思わなかった」


    「山ってのは自然の象徴よ。駅がある都心部からそれだけ離れてるわ。うーん、いい天気ね。お日様が強すぎて困るくらい」


    　リュックを地面に下ろしたマリ部長が大きく胸をひろげる仕草。


    「縁ゆかりっちは乗り物酔い平気そうね？」


    「は……はい。あの、鍛きたえられてますから」


    「鍛えられてる？」


    「はい。子供の頃から、お祖じ父いさまに何度も投げ飛ばされていたので。道場の天井すれすれの高さまで放り投げられて、目を回しながら畳に激突する日常でした」


    　さすがは根っからの空手少女。


    　というかお祖父さま、アンタ孫にどんだけ恐ろしい修行をさせてたんですか。


    　ちなみに奥にいる司し馬ば先輩も、もちろん乗り物酔いなどとは無縁の様子。一人で黙々と柔軟体操に勤いそしんでいる。


    「司馬先輩はストレッチ？」


    「そそ。トーマも足首とアキレス腱けんはよく伸ばした方がいいわよ。捻ねん挫ざ対策だから。……ふむ。トーマも縁っちもサマになってるじゃない。山に登るぞって雰囲気してるわね」


    　金きん時とき山やま登り口──


    　そう書かれた大きな看板をマリ部長が指さした。


    　俺たちが立っているのはアスファルトの車道だが、看板から先は森林のように樹木が鬱うつ蒼そうと茂り、いかにも山の入り口といった雰囲気になっている。


    　地面は落ち葉がぶ厚く敷きつめられていて。


    　土の匂においと樹きの匂いが渾こん然ぜんと混じりあい、風に運ばれて薫かおってくる。


    　……いよいよ登山の始まりって感じだけど。


    　……なんか懐かしい雰囲気だよな。こういう自然の匂いと景色。


    　森の記憶。


    　小学生の頃には虫取りや隠れんぼで毎日のように訪れた近所の森も、中学に進級した頃から次第に遠のいてしまっていた。勉強に追われる時間が延びることで塾に通う時間が増えて、いつしか自然の風景そのものを忘れていた。


    　地面もそう。


    　ここ数年、アスファルトで舗装した路面とグラウンドの堅い砂地を歩いた記憶しかない。


    　土を踏みしめることなど何年ぶりだろう。


    　……きっと俺だけじゃなくて。


    　……俺のクラスメイトも、学校の先生だって忘れてる感覚だよな。


    　山頂へと至る道。


    　木々に埋もれかけた登り口を前にして、俺は無意識のうちに惚ほうけていた。


    「あらら？」


    　ガブリエッラ先輩が、俺の顔を覗のぞきこんでくるまでは。


    「お？　もしやトーマさんってば黄昏たそがれてました？　ぼーっと物思いに浸ひたってましたね？」


    「ち、違いますってば!?　なに言ってるんですか先輩！」


    「ふふふ。ごまかさなくていいですよ。ガブにはピンと来てしまいましたから。その大人びた哀愁の表情。悪くないですよ？」


    　いたずらっぽい笑みを浮かべて顔を近づけてくる金髪の美少女。


    　対する俺は、そんなぼーっと気を緩ゆるめていた表情を目撃されて、なんだか妙に気恥ずかしくなってしまっていた。


    「うんうん、トーマさんもさっそく山の自然に魅了されてしまいましたね」


    「いやいや何を」


    「マリ部長ー、いまトーマさんがー」


    「わぁぁぁぁぁぁっっっっ、だ、だめですガブリエッラ先輩、だから誤解ですってば！」


    　マリ部長を手招きしようとするのを慌あわてて制止。


    　あぶない。こんなの部長に知られようものならこの先一か月はコレでからかわれるのが目に見えてるもんな。


    「じゃあ行きましょうか。トーマも縁ゆかりっちも心の準備はできたわね？」


    「はい！」


    「……はい」


    　元気に手を上げる之の々の星ぼしの後ろで、俺は、今もクスクス笑ってるガブリエッラ先輩の視線に気づかないフリをしながら声を振りしぼったのだった。
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    　自然と都会の境界線──


    　登山口と書かれた看板から一歩進んだその先は、俺がもう何年も目にしてない光景と、そして喩たとえようのない空気感に満ちた別世界だった。


    　……うわっ。


    　……土の匂においも樹きの匂いも、こんなに濃いのか。


    　新緑色の世界。


    　息が詰まってむせ返りそうなほど草木の匂いが強い。海辺の近くで潮の匂いがするという体験は覚えがあるけど、こんなにも『野』の匂いを強く感じるなんて。


    　それに目の前の景色も──


    「……陰樹林ってやつか？」


    　理科の授業で覚えた聞きかじりの単語だ。


    　曲がりくねった坂道を除いては、前も左右も木々で埋めつくされているのだ。


    　幹は細いけど見上げるくらい背の高い木々が、それこそ俺一人がすり抜ける隙すき間さえないくらい無数に生い茂っている景観は、家の近くの公園や林のソレとまったく違う。


    「さてと」


    　ふと、先頭を行く司し馬ば先輩がふり返った。


    　山道ではどんな大人数でも一列縦隊が基本。


    　今回は司馬先輩が先頭リーダーでペース配分を決定する役目らしい。二番目に続くのが俺で、三番目がガブリエッラ先輩、さらにその後ろに之の々の星ぼしとマリ部長と続いている。


    　……俺の場合、後ろにガブリエッラ先輩か。


    　……後ろから俺の歩き方を見てくれるっていうけど、まだ何も言われてないよな？


    　部活の先輩。それも超絶に美しい金髪の女子高生に後ろから見られている。そう思うと緊張するな。


    「ガブリエッラ、どうだ冬ふゆ嶺みねの様子は」


    「バッチリですよー。歩くペースも安定してますし、上半身もフラフラしてないです」


    　そう返事するガブリエッラ先輩は、俺から一段下がった位置だ。


    　その先輩女子の声に一度足を止めてふり返る。


    「トーマさん、靴くつはどうですか？　靴擦れしそうになったら言ってくださいね」


    「……あ。すっかり忘れてたかも」


    　今の俺は登山靴だった。


    　最初の登山口に着くまで歩いてきたアスファルトの車道は、歩いてても靴裏から硬い衝撃が伝わってきてたけど、この山道になった途端に靴の硬さが気にならなくなった。


    　土の軟らかさか？


    　登山靴の靴底ソールの硬さを、落ち葉や地面が受けとめてクッションの代わりになっている。


    「まだ歩き慣れてないけど平気そうかな」


    「それは良かったです。車道を歩いてた時、トーマさんが何度か立ち止まって靴を確かめるような仕草をしてたので、もしかしたら合わなかったのかなって」


    　そこまで見てくれてたのかよ。


    　たしかにアスファルトの車道は登山靴じゃ歩きづらいなって思ってたけど、俺自身、そんな何度も途中で立ち止まった覚えはないのに。


    「安心しました。そして之々星さんはどうですか？」


    「大丈夫です！」


    　ガブリエッラ先輩の背に隠れていた黒髪の彼女が、ひょっこりと顔を出して自己主張。俺や司し馬ば先輩にも見えるように大きく手を上げてみせた。


    「でも……」


    　そんな之の々の星ぼしが、樹林に囲まれた周囲をふしぎそうに見回して。


    「山の周りの景色も、これだけ樹木に囲まれていると見通せないですね」


    「そうね。山の写真って頂上や稜りよう線せんみたいに見渡しのいい場所から撮影したものが多いから。実際は、こうして森みたいな山道を進んでいく時間の方が多いくらいよ」


    　そう答えたのはマリ部長だ。


    「縁ゆかりっちの言うのもわかるわ。最初は山っていうより森を探検してるみたいなのよね」


    　木々の葉が陽光を遮さえぎって山中はほんのりと暗く、山道に満ちる空気もわずかに湿っている。これが上のぼり坂でなければ、樹海の奥地を彷徨さまよっていると言われても信じてしまう。


    「でも私はこういうのも好きだな。景色が切り替わる瞬間が待ち遠しいから」


    　頭上を見やる部長。


    　キラキラと、瞬またたくように差しこむ木こ漏もれ日を愛いとしげに見つめながら。


    「いきなり展望のいい場所からスタートしたら、それはそれで飽きちゃうもの。こうして森の道を歩いて歩いて、気づいたら景色が別物になってる。その瞬間が楽しいのよ」


    「楽しみです！」


    　と。


    　そう頷うなずいた之々星が、その途端に可か愛わいらしい悲鳴をあげた。


    「きゃっ!?」


    「之々星？」


    「ふ、冬ふゆ嶺みねくん。いま、いま……虫！　ほっぺの前を虫が通りすぎていって……！」


    　黒髪の少女が、ふるえる指先で宙を指ししめしていた。


    　よほど想定外の出来事だったのだろう。呂ろ律れつもうまく回っていない。


    「虫？」


    「う、うん……ええと……羽のある……」


    「蛾がだったわね。あはは、縁っちもそういうところあるのね」


    　後ろでマリ部長が小さく噴きだして。


    「うんうん、そういう反応いいわよ。空手が強くたって縁っちも女の子だもんね。山の雑誌を読んでるだけじゃ本物の虫の迫力には心の準備もできてなくて当然よ」


    「……は、はい」


    「だからこそいいのよ。去年のガブちゃんもそうだったけど、なんかこう、ようこそ登山部へって感じがするわ。ほら、向こう」


    　飛んでいく蛾を指さすマリ部長。


    「道ばたで野良猫を見た時に『あ、動物だ！』って言うかしら？」


    「……猫って言います」


    「そう。つまり言い慣れてないってことなのよ。今の飛んでる蛾がを縁ゆかりっちは『虫』って呼んだでしょ？　アレが咄とつ嗟さに『蛾だ！』って言えるようになれば一人前ね」


    　ああ、なるほど。


    　部長の言いたいことを察して俺と之の々の星ぼしはこくんと頷うなずいていた。


    　言われてみればそうだ。日常生活で、俺たちが虫という存在を意識するなんて滅めつ多たにない。学校までの登校だって虫の一匹や二匹は絶対に見てるはず。


    　アスファルトの道路には蟻ありがいて、空だって蝶ちようが飛んでる時もあるだろう。


    　だけど日常生活じゃ無意識に通りすぎている。


    「見えるものが違うでしょ？　山の特別な景色だけじゃないわ。普段は意識しない虫とか鳥とか、そういうのに気づくのが登山なの。だから楽しいのよ」


    　マリ部長が前を指さす。


    「さあみんな進むわよ！　まだまだコースの序盤だからどんどん登っていきましょう！」


    　木段の斜面。


    　山道というと巨大な岩がゴロゴロ転がっていたり、いかにも獣けもの道みちじみた道なき道を進んでいくのかと思っていたけど、いま歩いている道は地面に木板が敷かれた階段状。


    　これ、大昔の登山者が登りやすいように整備したんだろうな。


    　とはいえ俺は慣れない登山靴ぐつだし。気を抜くと階段に足ひっかけて転びそうだ……


    「あ。トーマちょっと止まって。ちょうどそこ日当たりいい場所だから」


    　マリ部長の手に、いつの間にかデジタルカメラが。


    「記念写真よ！　さあこっち向いた向いた！」


    「ここで？　まだ頂上じゃないですけど」


    「山の頂上じゃ『登りきった！』って達成感の表情しか撮れないんだもん。山の途中の方が、みんなそれぞれ表情に差があって楽しいのよ？」


    　カメラのレンズが俺に向けられて。


    「ほらみんなこっち向いて。トーマと縁っちも、笑って笑って」


    「はい」


    「……はい」


    「トーマ、笑顔が引きつってるわよ」


    「わ、笑ってますってば！」


    　とっておきの笑顔をダメだしされてしまった。くそ、之々星のいる手前、これでも普段より一割マシで笑顔のつもりだったのに。


    「トーマは卒業アルバムでも一人だけ真顔で写ってるタイプね。ほら、縁っちの自然な表情を見なさい。さっき、蛾を見て叫び声をあげた決定的瞬間もバッチリ撮ったわよ」


    「え？　あの瞬間のも？」


    「ふふん。トーマの期待を裏切るような真似まねはしないわよ。ほらこれ、この驚きの──」


    「だ、だめだめ！　恥ずかしいです！」


    　部長のデジタルカメラをぱっと奪い取る之の々の星ぼし。


    　そのカメラをどうするかと思えば、登山部の面々を順に見回した挙あげ句く、最終的に列の一番先頭にいる先輩に手渡した。


    「……司し馬ば先輩、パスです」


    　なるほど司馬先輩へ。


    　変態ではあるが、マリ部長のようにカメラで悪戯いたずらするタイプではあるまい。残念、マリ部長が撮ったっていう之々星の写真見てみたかったのに。


    「さ。もう一頑張りよ。もうちょっと登ったところに拓ひらけた場所があるから。そこに着いたら休憩しましょ」


    「賛成ですぅ！」


    　ガブリエッラ先輩がいち早く反応してふり返る。


    「ガブとしてはむしろ今すぐ休憩でもいいですよ。トーマさんも疲れましたよね？　そろそろ休憩して行動食おやつの時間だと思いませんか？」


    「え。いや、もうちょっとは頑張れそうですけど」


    「ノーッ！　山を甘く見てはいけません」


    　人差し指を左右にふるジェスチャー。


    「山での休憩はとっても大切です。最初は頑張れても急に呼吸が苦しくなってゼエゼエと息が乱れるのが登山なのです。特にトーマさんは初心者ですので油断は大敵です」


    「……わ、わかりました」


    「ですがトーマさんの気持ちもわかりました。いいでしょう、トーマさんがそう言うのならガブも応えます。さあいざ行かん！　休憩地点目指してこの坂を登るのです！」


    「ってガブリエッラ先輩、早っ!?」


    　坂道を駆け上がっていく金髪美少女。


    　先頭の司馬先輩をも追いぬいて、一人、列からはずれて坂の上へと消えていく。


    「ガブちゃんも後輩ができて嬉うれしいのよ」


    　苦笑をこぼすマリ部長が、やれやれと肩をすくめてみせる。


    「先輩として恰かつ好こう良いところを見せたいのね。意気込む気持ちもわからないわけじゃないわ。勝手に走りだすのは悪い見本だけど」


    「止めないんですか？」


    「ガブちゃんだからかまわないわ」


    　おずおずと尋ねる之々星に、部長の返事は冷ややかだった。


    「どうせすぐバテて動けなくなるから」


    　部長の予言から五分後。


    　俺たちは、茂みに倒れているガブリエッラ先輩を無事（？）発見した。


    「ほらガブちゃん、そんなとこで倒れてると怪しい人に見えるわよ。さっさと起き上がる」


    「う……うぅ……走ったせいで喉のどがカラカラですぅ……」


    　身体からだ中に葉っぱをつけて起き上がるガブリエッラ先輩。


    　ほま高の歩く女神像ヴイーナスとまで称される美び貌ぼうも台無し。いや、このボロボロの姿でもまだ可か愛わいらしさの断片が残ってることがすごいと言うべきかもしれない。


    「ティータイム……おやつ…………水……」


    「煩ぼん悩のうがダダ漏もれになってるわよ。でも、そろそろ手頃な場所に着くはずなのよね。見晴らしのいい場所があるはずなんだけど。ねえ信のぶ成なり？」


    「もうすぐそこだ」


    　司し馬ば先輩がそう言って間もなく。


    　汗ばんだ首筋を、冷たい風が撫なでるようにさっと過よぎっていった。


    　開ける視界──


    　頭上と周りの視界を遮さえぎっていた背の高い木々がなくなって。


    　俺が顔を上げたそこには、蒼そう穹きゆうと言って差し支えない真っ青な空が広がっていた。


    　迫りくる空の存在感。


    　空も、綿わたのような塊かたまりの雲も……近い。


    　まだ地上から数百メートルしか変わらない標高のはずなのに、こんなにも空を近く感じる。


    「ぃやっほぉぉぉぉっ休憩ですよ───────っ！」


    　朗らかな声を響かせてガブリエッラ先輩が飛び上がった。


    　担いでいたリュックを地面に下ろし、大きく深呼吸。


    　そんな姿を横目に──


    「よし、じゃあ十分ちょっと休憩よ。トーマと縁ゆかりっちもリュックを下ろしてちょうだい。ガブちゃんみたいに休むなり水分を補給するなり自由時間だから」


    「はい部長」


    　同じくリュックを下ろす俺と之の々の星ぼし。


    　途端、すっと背中を心ここ地ちよい風が通っていった。……うわ、ずっとリュック担いでたせいで背中が汗でびしょ濡ぬれになってる。上着の下のシャツが肌に張りつくなんて、俺こんなに汗かいてたのか。


    「……暑あつ」


    　タオルを取りだして額の汗をぬぐう。


    　ただ坂道を登るハイキングくらいのつもりでいたのに、思いのほか身体が熱を帯びていた。


    「ふしぎだよね、空気は暑くないのに身体からだだけ火ほ照てってる気分」


    　ペットボトルに口をつけながら之の々の星ぼしが微苦笑。


    　首にスポーツタオルを巻いた姿がいかにも運動中といった雰囲気だが、そんな彼女のほんのりと上気した頬ほおと耳たぶが妙に色っぽくも感じられる。


    「お前たち」


    　ふり向けば。


    　汗一つかかずに涼しげに佇たたずむ変態……もとい、司し馬ば先輩が後ろに立っていた。


    「水分補給を忘れるな。春先とはいえ山は日ひ射ざしが強い。水分を失った身体で太陽を浴び続けることは身体に甚じん大だいなストレスを与えることになる」


    「は、はい」


    　司馬先輩がまともな助言をくれたことに、思わず胸が高鳴った。


    　なんだか凄すごいぞ。部室で見てきた変態フェチメガネじゃない。この司馬先輩には、今までにない頼りがいが感じられる。


    「さすが司馬先輩。やっぱりほま高登山部の副部長ですね！」


    「当然だ」


    「ところで右手に持ってる白い粉は何です？」


    　見た目は小麦粉っぽい粉だけれど……


    　あ、そうかスポーツドリンクの粉末だな。ドリンクシェーカーの容器に入れてきて、それをこの場で水に溶かせばあっという間にスポーツドリンクの出来上がり。


    　と勝手に思いこんでいたのだが。


    「プロテインだ」


    「……はい？」


    　副部長のその一言に、俺の感動は一瞬にして瓦が解かいした。


    「プロテイン、すなわちタンパク質を主成分としたトレーニング飲料。運動で損傷した筋肉の修復を早め、より強きよう靱じんな身体へと造りかえるためのサプリメントだな」


    「…………」


    「コレを！　こう！　水に溶かしてよく振る！　これでプロテインジュースの出来上がりだ。そして一気に飲みほす、これで理想の筋肉の実現がまた近づくわけだ！」


    　周りの目も気にせずドリンクシェーカーを振りまくる変態。正直、とても絵にできない暑苦しい雰囲気である。


    　あ、マリ部長と之々星が他人のフリして遠くに後ずさってる。


    「うむ。これだ。この味が筋肉に効く！」


    　空からになったボトルを高々と掲げて満足げに頷うなずく変態。


    　っていうか筋肉に効く味ってどんな味だよ。


    「美お味いしいんですか？」


    「いや不ま味ずい。このプロテインは不純物なしだからな」


    「不味いんですかい!?」


    「トーマさん」


    　何からツッコミを入れればいいのか悩める俺に、ガブリエッラ先輩の微笑はまさに天上から現れた女神の祝福そのものだった。


    「ガブリエッラ先輩助けて……司し馬ば先輩が……なんていうか、もう俺の理解を超えすぎて俺の精神が壊れてしまいそうなんですが」


    「トーマさんはマジメですねぇ」


    　ほのぼのティーカップを口元にあてて微笑む金髪の女子高生。


    　そうティーカップである。


    「ガブリエッラ先輩、その器は……」


    「ティータイムのお時間ですから」


    　いや待て、その返事は何かおかしいだろ。


    　俺が内心で声を上げる間も、甘いミルクティーの香りが湯気にのって漂ってくる。


    　香りの根源は魔法瓶サーモス。なるほど。早朝、家にいる間に紅茶を淹いれて容器に入れてきてたのか。保温容器のおかげで今もこうして温かいというわけだ。


    「山の中腹で片手におやつのチョコレート、片手に熱々のミルクティー。ああ、疲れた身体からだに染みわたっていく。素晴らしい。これぞ至福というものですぅ」


    「……幸せそうで何より」


    「登山中の休憩時間は自由ですから」


    　ティーカップを大事そうに抱えるガブリエッラ先輩。


    「約束ルールは一つだけ。周りの人たちの迷惑にならないこと。大声で騒いだり走り回ったりしない。これだけ守ってれば各々が自分のやり方でリラックスしていいんです。ほら、マリ部長を見てください」


    「部長を？」


    　後方に立つマリ部長がペンと手帳とを取りだしていた。


    　周りの風景をひとしきり眺めて考えこむ仕草の後に、手帳の上でペンを走らせる。


    「マリ部長の趣味の一つである一言日記です。休憩のたびに、その時々の記録を残すのが部長の楽しみだそうですよ。通称『ほま高登山部ダイアリー』──書き終えた手帳は部室で誰でも見れるようになってます」


    「へえ、なんか乙女おとめっぽいというか」


    　毎日の日記を書く、か。


    　俺も小学生の頃は夏休みの課題で生活日記をつけたことがあったけど、だいたい書き忘れて一週間に一度まとめて書いてたっけ。


    　……でもマリ部長、何を書いてるんだろ。


    　……歓迎登山だから俺とか之の々の星ぼしのことかな？


    　と。


    「おーいトーマ、しっかり休めてる？」


    　手帳をリュックに納めた部長が、俺の視線に気づいたのかこちらに手を振ってきた。


    「じっとしてるのもいいけど、せっかく山に来たんだから周りの景色を眺めるのもいいわよ。ほら縁ゆかりっちみたいに」


    「之々星が？　あれ、そういえばどこ行ったんだろ」


    　俺の前に部長とガブリエッラ先輩がいて、司し馬ば先輩は一人で植物の観察中。だけど之々星が休憩場のどこにもいない。


    「写真撮りたいからって少し道を下っていったわよ」


    「わっ。それは元気ですね。ガブなんか休憩中は身体からだを休めるだけで精一杯なのに」


    　感心したような表情で相づちを打つガブリエッラ先輩。


    「さすがは空手ガールです」


    「山の自然に憧あこがれて登山部に入ったって言ってたもんね。デジカメも持参してるくらいだし、休憩中もワクワクでじっとしてられないんでしょうね。……さてさて？」


    　マリ部長が手元を見下ろした。


    　細い手首に巻かれたアナログ時計で時間を確かめて、大きく首しゆ肯こう。


    「いい時間だし、そろそろ再出発の準備をしてちょうだい。お昼前には頂上につくわよ」


    「正午まで余裕ありそうですね」


    　自分の時計を見やる俺。


    　朝の六時前にはもう電車に乗っていたから、午前が長い。体感の時刻だともう正午みたいな感覚だったのに。


    「もちろん余裕よ。あと一時間かからずに頂上につくんじゃないかしら。トーマ、お昼ご飯のためにしっかりお腹なか空かせておいてね」


    　登りに二時間もかからない手頃さが、この金きん時とき山やまが親しまれている理由の一つ。


    　過酷な岩場もないし、少し負荷の強いハイキングコースくらいの感覚だろうか。これが来月以降、別の山だとどれくらい違うのかっていうのは気になるな。


    「登りがコレくらいの時間っていうのは地図でわかってましたけど、登り時間が短い分……正直、もっと登りの傾斜がキツいかなって」


    「ふむふむ？　なるほど、山を登るにあたって心の準備をしてたのは偉いわよトーマ」


    　そこまで言って、ふとマリ部長が顔を上げた。


    　俺でもなければガブリエッラ先輩でもなく、何もない宙を見つめてしばし黙考。数秒ほどの間を空けて。


    「やっぱりトーマは登山が性に合ってるかもね」


    「……何ですかその怪しい言い方。街中の『キミ、可か愛わいいからモデルやってみない？』みたいな勧誘のセリフじゃないですか」


    「私は登山のことは嘘うそつかないわよ？　ま、それはさておき」


    　マリ部長お得意のウィンク。


    「今回は歓迎登山だもん。初めての登山にはちょうどいいでしょ？」


    　山道の後方からカメラを抱えた之の々の星ぼしが戻ってくるのを見るや、部長は登山リュックを担ぎ上げた。


    「春らしく心ここ地ちよい汗を流すことができれば大成功よ。さあ出発しましょうか！」


    



    　　　　　　　　　４


    



    『公きん時とき神社分岐』。


    　金時山に登るコースは複数あるが、俺たちが辿たどりついたココは、そんな別コースの道からの合流地点にあたるポイントだ。


    「お……また木の階段だ？」


    　登り口でも見た木段を見上げる俺。さっきまでは何の手入れもない土の地肌と岩が剥むきだしの道だったが、ここから先は再び木の階段が続いている。


    　大きく曲がりくねった山道を前にして。


    「ふぅっ」


    　大きく息を吐きだした。


    　ちょうど俺のすぐ後ろでもガブリエッラ先輩が深呼吸。


    「はぁー……この坂ですけど、階段の道って意外と歩きづらいんですよねぇ」


    「俺も同じこと考えてました」


    　登山口にあった木段を登っていた時は「あ、便利だな」くらいにしか思っていなかったのに、太ももに疲労が蓄積されてきた今はイメージが正反対になった。


    　なにしろ木段といっても現代の階段のように整然と整えられたものではなく、大昔に小さな丸太を地面に埋めて足場にしただけの木段だ。


    　丸太の大きさが違うから階段の一段一段の高さが違うし、さらに階段の幅も不ふ揃ぞろいときた。


    「これ、油断してると階段に足ひっかけて転びそうだなって」


    　階段の高さが不揃いだから、足を上げる高さも自然と高くする必要がある。


    　……踏み台昇降みたいな足の運動になってきた。


    　……結構、太ももに効くんだよな。


    　普段なにげなく学校の階段を上のぼるのとは違う。さらにいえば「終わりが見えない」というのも山の階段の特徴かもしれない。


    　見晴らしのいい稜りよう線せんを通過して、山道は再び森のような景観へ。


    　前も左右も樹木に囲まれているせいで山頂ゴールが見通せない。地図上ではあと少しとわかっていても、いつ山頂ゴールに辿たどりつくのか。


    　そう思った矢先のこと。先頭を行く司し馬ば先輩がほんの一瞬、足を止めた。


    「ふむ」


    「どうしました先輩？」


    「見てのとおりだ」


    　先輩が顎あごで前方を指し示す。


    　まるで海が割れたかのように、その先の木々が左右に大きく拓ひらけていた。


    　差しこむ光。


    　耳を澄ませば、俺たち以外の登山客の笑い声も聞こえてくる。


    　……これは。


    　……ひょっとして。


    「頂上ですぅ──────っ！」


    　感極まったガブリエッラ先輩の歓声が、金きん時とき山やまの山頂にこだました。


    　樹木も茂みも、遮さえぎるものの一切ない開けた景色。地平線とも水平線とも違う。自分の目線アイレベルが真っ青な空と同じ高さにある感覚を、俺は初めて知った。


    「……頂上か」


    　ふきこむ風が、汗ばんだ肌に心ここ地ち良い。


    　天下の秀峰。


    　そう記された記念碑が真っ先に目に飛びこんできて、その背後には雪をかぶった大きな山が聳そびえ立っている。


    　あれは富ふ士じ山さん？　登山初心者同然の俺でもアレだけは一目でわかった。そしてその周囲には新緑色の嶺みねが連なって、眼下には山の麓ふもとの町並みが広がる景色。


    「…………」


    　その景色に対して。本音を言えば、テレビの出来すぎたドラマみたいにとてつもない感動がこみ上げてくるようなことはなかった。


    　山頂までにかかった時間、一時間半。


    　坂道もちょっと険しいハイキングくらいの感覚であって、凄すさまじい困難を乗り越えたというほどじゃないから達成感もさすがに弱い。


    　だが──


    　俺の隣には、その喜びを全身で表現する黒髪の少女がいた。


    「やった！　冬ふゆ嶺みねくんやったね！」


    　之の々の星ぼしが歓声。


    「わっ。ほら、空気が綺き麗れいだよ。空気がおいしいっていう言葉がピッタリ」


    「……空気が？　ホントに？」


    「ううん、実はわかんない。言ってみたかっただけ」


    　おどけた表情で、之々星。


    　嬉うれしくてたまらない。胸の内の喜びを誰かと共有したくて仕方ないんだろうなって、そう思わせるはしゃぎようだ。


    「嬉しいなぁ……」


    　額に浮きでた小粒の汗をぬぐって。


    「ずっと登ってみたかったから。だから山頂ここに来れて、すごく嬉しいの……」


    　過酷な登山を乗り越えたとか。


    　言葉にできない絶世の景観を目にしたとか。


    　そういう達成感ではないのだと、之々星縁ゆかりのふるえる声はそう俺に訴えかけてきた。


    　……ずっと山に登りたいって思ってたんだもんな。


    　……嬉しいに決まってる。


    　興奮で、頬ほおが紅潮するのを隠しきれない之々星縁。


    　本当にいい表情。
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    　綺き麗れいとか可か愛わいいとかそんな上っ面じゃなくて、心が満たされて瞳ひとみまでキラキラしてる。そんな彼女を誰より間近で見ることができたから──


    「冬ふゆ嶺みねくんは？」


    「……あ、ああ。俺も同じだよ。今日ここに来て良かったなって」


    　感動に浸ひたる之の々の星ぼしの隣にいられる。


    　彼女の喜びに共感できる。それは俺にとっても新鮮な感動だった。


    「────」


    　ふと周りを見わたす。


    　まだ朝十時台ということもあって山頂なのに登山者はまばら。ほとんどが中高年のグループだけど、中にはベテラン登山家らしき人や若いカップルの姿もある。


    　……みんな表情はバラバラだけど。


    　……穏おだやかな顔してるよな。


    　皆それぞれの目的をもって山頂ここを目指して、無事に辿たどりついてほっとしている。


    　山に登る理由なんて人それぞれだというマリ部長の言葉の意味が、ようやく実感できた気がした。


    「十時十五分。うん、いい時間ね。まだ山頂も空いてて良かったわ」


    　マリ部長が、山頂に施された木製のテーブルを指さした。


    「金きん時とき山やまは見晴らしもいいからお昼時は大混雑なのよ。テーブルが確保できないどころか頂上で記念撮影もできないくらい人であふれちゃうし。だから、他の登山客が来ないうちにお昼の準備にとりかかりましょう」


    　午前十時から食事の支し度たく。


    　早いように思えるかもしれないが今日は朝食が朝四時半だ。間隔としては朝六時に朝食で、十二時に昼食の支度をするのと変わらない。


    「ガブちゃん、お鍋なべを用意してちょうだい。ここはテーブル周りが火器禁止だから、ご飯を作るのはそこの岩場にしましょう」


    「合がつ点てん承知です！」


    　リュックからさっそく備品を引っ張りだす先輩たち。


    　マリ部長が登山用ガスコンロを二つ用意する傍かたわらで、ガブリエッラ先輩が大きな鍋をリュックから取りだした。


    「じゃーん。見てくださいトーマさん、之々星さん。アウトドア用のお鍋って面白いんですよ。ほら、蓋ふたを開けると鍋の中にもう一つ鍋が収納されてるんです。そしてその鍋の中にもさらに小さな鍋が入ってます。今回は一番大きい鍋がカレー用ですね」


    「……すご。一つの鍋に四つの鍋が入ってる？」


    「調理鍋コツヘルと言うんです。煮に炊たき用の鍋はスペースがかさみますから、二つも三つもリュックに入りきらないでしょう？　これなら一つ分のスペースで済むんです」


    　一番内側に入っていた小さな鍋なべは俺の掌くらいの大きさだが、外側の大鍋は我が家のカレー鍋のサイズと大差ない。


    「マリ部長、お野菜の下ごしらえはどうですか？」


    「安心なさいガブちゃん。このとおり完かん璧ぺきに切ってきたわ！」


    　パックに入れられた人にん参じん、じゃがいも、玉ネギ。


    　鍋の底に油をしいて、木べらで野菜を炒いためる役はマリ部長だ。


    　野菜は表面を洗って皮を剥むき、一口大に切るところまで既に下準備ができている。


    　しかもこの温度で野菜が傷まないよう、真空パックの周りに保冷剤を巻いておく徹底ぶりである。


    「ここまでやっておくと山頂で料理するのが楽なのよね」


    「でも野菜の切り方がだいぶ雑なような……」


    「雑じゃないわ。これは計算し尽くした不均一よ。全部同じ形じゃつまらないでしょ？」


    「玉ネギ、ここ切れてなくて繋つながってますが」


    「……これも計算の上なのよ」


    　そう答えるマリ部長だが、野菜を炒める手つきも何だか忙せわしないというか安定感がない。


    　さすが自分で大ざっぱな性格と言うだけあるな。


    　一方で、そんな部長とは対照的なのが副部長たる司し馬ば先輩だった。


    「火加減……よし！」


    　まずは手持ちのガスストーブの火力を確認。火の勢いを確認したら一度火を止めて、人数分の無洗米を調理鍋コツヘルに投入していく。


    　しかも、米が一粒とて鍋の外に落ちないよう慎重に。


    「米の投入だ。さあマリ、ガブリエッラ。水を用意しろ」


    「あいよー。私いま手が離せないから勝手にリュック開けちゃって。ガブちゃんお願い」


    「かしこまりましたー！」


    　テーブルに次々と置かれていくのは大型のポリタンク。


    　これは俺も部室で見たな。山に水を持っていくための二リットル容器だっけ。


    　ペットボトルだとリュック内で登山用具に圧おされて容器が破損してしまうから、水の容器もアウトドア専用の備品が必要になる。


    　……あれ。でも待てよ。


    　……マリ部長も司馬先輩もガブリエッラ先輩も、みんなコレを担いでたのか？


    　二リットル容器だから、水を満タンまで詰めれば重量は二キロ。重すぎるわけじゃないが、無視できる重さでもない。俺と之の々の星ぼしがハイキング用リュックなのに先輩たちが大容量の登山リュックだった理由は、つまりそういうことだったのか。


    「先輩たち、こんな大量の水を持ってきてたんですか」


    　申し訳ない気分になるな。


    　部活の先輩の、それも女子に重たい水を持参してもらっていたなんて。


    「なんか悪いなって……」


    「いえいえ。これくらい軽いもんですよー。二キロですもの。学校の授業だって教科書と資料集を鞄かばんに詰めればもっと重たくなりますし」


    　ガブリエッラ先輩がポリタンクを机上に並べていく。マリ部長と一つずつ。司し馬ば先輩にいたってはポリタンクを三つも詰めて背負っていたらしい。


    「今日はトーマさんと之の々の星ぼしさんの歓迎の日なんです」


    　金髪を風にそよがせる先輩女子が、人なつこい笑みを浮かべてみせた。


    「ガブにとっては初めてできた後輩ですから」


    「…………」


    「それにね。ガブも一年前、同じようにマリ部長と信のぶ成なり先輩にお祝いしてもらいました。そのマリ部長と信成先輩も、一つ前の先輩方に歓迎してもらったそうです」


    　米の入った鍋なべに水をそそぎながら。


    「ガブたちの登山は来月からが本番です。もちろんその時にはお二人にもしっかり荷物を分担してもらいます。覚悟してないと重たいですよー？」


    「そういえばガブちゃん、五月の登山でいきなり挫ざ折せつしかけたわよね。背負ってたリュックを放りだして泣きながら山を駆け下りて──」


    「そ、それは去年の話です！　あの時のガブはもういませんからっ！」


    　マリ部長の冷やかしに反論する金髪美少女。


    「あらそう？　ならカレーの煮込みもお願いしていいかしら。去年は火加減を間違えてご飯を焦がしちゃってたけど、今年のガブちゃんはひと味違うのよね？」


    「もちろんですとも！」


    「任せたわ。じゃあ私はテーブルで荷物の番してるからね」


    　マリ部長が一足先にテーブル前に座って荷物番。


    　その部長と交代でカレーの番をするのがガブリエッラ先輩で、さらに後方では司馬先輩が、何やら真剣極まりない表情で炊すい飯はんの鍋をじっと観察している。


    　そんな光景を前にして。


    「…………」


    「冬ふゆ嶺みねくん？　どうかしたの」


    　ガブリエッラ先輩と司馬先輩を眺めて俺がぼんやりとしていた──ように映ったんだろう。隣に立つ之々星が不思議そうに俺を見上げてきていた。


    「ん？　ああ、ちょっと中学の部活のこと思いだしてさ」


    「バスケットボール部？」


    「そそ。愚ぐ痴ちっぽい思い出になるから、ちょっと恥ずかしいんだけど……」


    　深呼吸。


    　登山部の先輩たちの背中を見つめながら。


    「俺、部活でこういう経験するの初めてだから。なんか新鮮だなって思って見てた」


    「……こういう経験？」


    「部の先輩から歓迎されてるなって素直に思ったこと」


    　之の々の星ぼしも中学の頃は部活未経験だ。


    　中学男子の、特に運動部にありがちな厳格な上下関係というものには疎うといだろう。


    「俺、中一の頃はまだ部活やってたんだけど」


    「うん。もちろん知ってるよ」


    「男子の運動部って……なんていうか上下関係がキツいんだ。体育会系のノリっていうのか、ちょっとした軍隊式っていうのか知らないけど。先輩と後輩の間は絶対だし、二年生が試合の時には一年生が荷物持ちと雑用を全部やらされてさ」


    　後輩というだけで、なんで一年生オレが二年生の荷物運びまでさせられるんだろう？


    　あの時の俺には疑問で仕方なかった。


    　後輩が先輩に敬語を使う。練習試合で思いきり応援する。そんなスポーツとしての上下関係なら俺だって素直に従うだろう。


    　でも現実はもっと陰険で、下級生は上級生の奴隷みたいな扱いだった。


    「試合前の会場作りと飲み物の準備。試合が終わった後はコートの片付けと掃除。俺らが掃除してる間に、試合したはずの二年生はさっさと休んでてさ」


    「……それは、ちょっと良い先輩って感じはしないね」


    　苦笑いの之々星。


    「うちの道場で一番偉いのはお祖じ父いさまなの。お祖父さま毎朝、道場の玄関とトイレ掃除してるよ。人の嫌いやがることを進んでやるのが先達の役目だからって」


    「とてもそういう雰囲気じゃなかったよ。時々ニュースでやってるだろ。有名校の運動部で後輩イジメが明らかになりましたってやつ。たぶん、よその学校でも似たような感じなんだけど、問題になるのはごく一部なんじゃないか」


    　榮えい太た郎ろうのテニス部も似たようなものだって言ってたし、野球部やサッカー部も『運動部じゃ後輩は先輩に尽くすもの』っていうのは当然だった。


    　男子の運動部じゃありがちなんだろう。


    　だけどそれは、本当に健全と言えるのか？


    「運動部同士で一年生が自慢しあうんだよ。どこの部活が一番後輩オレたちに厳しいのかって。それ聞いて……ああ、なんかズレてるなって思った」


    　これは違う。


    　俺が中学時代に体験した運動部というのは、俺が思ってる「スポーツ」の実践とはかけ離れたものだったのだ。


    「それが嫌いやなら辞めるしかなくて……で、その時に思った。『ああ、俺は別にこの部活に歓迎されてたわけじゃないんだな』って。だって俺の代わりはいくらでもいるから」


    　バスケットボールの定員レギユラーは五人。


    　俺が辞めれば、そのぶん部活内でのレギュラー争いは楽になるだろう。


    「変だよな。同じ学校の同じ部活のチームなのに、なんで味方同士楽しくできないんだろう。そう思った時に、なんかこう『じゃあいいや』って思ってさ」


    　そしてこれは──


    　入学式の翌日、マリ部長と屋上で話したことにも繋つながる思い出だった。


    



    〝登山部に入りたまえ〟〝悪い話ではないと思うよ〟


    〝やっぱいいです。部活動のチームプレイってあんまり良い思い出がないんで〟


    



    　良いイメージが湧わかなかった。


    　高校に入ったってどうせ部活って全部同じだと思ったから。


    「冬ふゆ嶺みねくん、中学二年生の時にはもう帰宅部だったもんね……」


    「そそ。だから──」


    　神妙な面おも持もちで相づちを打つ之の々の星ぼしに、俺は、ふっと肩をすくめてみせた。


    「だから、なおさら今コレがふしぎな心境だよ」


    　登山部の先輩たち。


    　登山なんか興味ないと言ったはずの俺を、それでも山の楽しさを伝えたいからと部に勧誘したマリ部長。


    　カレー五人分の下ごしらえを済ませてきた部長は、今朝いったい何時に起きたのだろう。


    　俺や之々星が起きた朝四時半よりもさらに早起きで、まだ外も真っ暗なうちから一人で黙々と下準備をこなしたに違いない。ガブリエッラ先輩と司し馬ば先輩もそうだ。それぞれカレー鍋なべと炊すい飯はんの当番をしてるっていうのに嫌な顔一つしてない。


    　後輩への歓迎だからと。嫌がるどころか自分から進んでそう言ってくれた。


    「────」


    　我知らずのうちに零こぼれる溜ため息いき。


    　中学生の頃の俺が見たかった「先輩の背中」が、そこにはあった。


    　……そうだよな。中学に入ったばかりの俺は。


    　……運動部の先輩ともこういう関係になれるとばかり思ってたのに。


    　そして、もしも。


    　もしもそんな苦い経験を。


    　自分が何一つ知らなかった素人同然の登山部で、やり直すことができるとしたら？


    



    〝キミの意見はもっともだ。山に興味がなければ登山部に入る気もわかないだろう〟


    〝──が。そんな動機は後から考えればいいのさ〟


    



    　一度は入部を断った俺にマリ部長はそう言った。入部の動機は何でもいいのだと。


    　ならば「やり直し」たいという理由は？


    　それはマリ部長や之の々の星ぼしが山を目指す理由ともまた違う、冬嶺冬馬オレだけの理由になるのではないだろうか。


    　そんな人知れぬ俺の思索が──


    「むむっ？　いい匂においがしてきました！」


    　ガブリエッラ先輩のマイペースな声に上書きされた。


    　ふつふつと沸ふつ騰とうするカレーの表面を見つめる金髪の美少女。スプーンを握って、浮かんでいた人にん参じんの欠か片けらを掬すくいとる。


    「そろそろ味見してもいい頃でしょうか……ほう、このカレーの芳かんばしき香り。ピリリと鼻び孔こうをくすぐる香辛料の刺激と辛味が何とも言えません。ルーの味も、辛味とまろやかさが交互に重なり合って食欲をそそりますね。そして人参のやわらかさ、こちらも舌の上でとけるように煮込まれているようです。つまり──」


    「つまり？」


    「とっても美お味いしいというわけです！　これは傑作ですよ！」


    　ガブリエッラ先輩がバンザイの仕草。


    「完成だ」


    　時同じくして。


    　無言で鍋なべと睨にらめっこを続けてきた司し馬ば先輩が、確かな自信を滲にじませて頷うなずいた。


    　真っ白い蒸気に包まれる炊すい飯はん鍋。その蓋ふたを取った瞬間に鍋の内側から芳ほう香こうが噴出し、炊きたて特有の甘い香りが舞い上がる。


    「蒸し上がりの時間も頃合いだろう」


    「わっ。すごいです、いい匂い！」


    　之々星が目をみはるほどに艶つやめく白米ライス。


    　一粒一粒が銀色に輝いてふっくらと炊きあがっている。鍋の縁についた米はわずかに焦げて、その香ばしさまで計算されつくした出来上がりだ。


    「どうやったらこんなに綺き麗れいに炊けるんですか？」


    「ガスの火力と時間を計ればまず失敗はしない。だが完成度を高めたければ炊き上がりの匂においを覚えることだ。鍋なべの蓋ふたからこぼれた蒸気に混じる香りから米の具合を知る。職人技のように思えるだろうが二、三十回の試行でコツは掴つかめる」


    　威い風ふう堂どう々どうとした口調で答える司し馬ば先輩。


    　端整な顔立ちに切れ長の瞳ひとみ、知性を感じさせる風ふう貌ぼうといい、まさに副部長の座にふさわしい威厳に満ちていると言えるだろう。


    　と。


    　今度こそ司馬先輩を見直しかけた俺だったが──


    「さあ今回は歓迎登山だ！　之の々の星ぼし、お前にはサービスでご飯を特盛りにしてやろう！」


    「あ……ありがとうございます。でもわたし、できればもっと少量で……」


    「遠慮はいらん。思うぞんぶんカレーを食すがいい！」


    「そんなに食べきれませんっ!?」


    　前言撤回。やっぱり司馬先輩は司馬先輩でした。


    　これでもかと白米ライスを盛った器を之々星に押しつける光景を前にして、俺は首を横に振ったのだった。


    「信のぶ成なりのことは放っておいて、みんな食べれる分だけ勝手に取っていいわよ。多めに作ったからおかわり自由だし」


    「さっそくガブ、自分の分をいただいちゃいます！」


    　食器を用意するマリ部長とガブリエッラ先輩。


    　ちなみに二人が手にしているのは容器の縁に取っ手がついたアウトドア食器で、俺と之々星はまだ通学用の弁当箱を空からっぽで持参したものになる。


    「トーマたくさん食べてね。残ったらもったいないからおかわりノルマが存在するわ。男の子は一人あたりおかわり三杯だから」


    「多っ!?　っていうかおかわりノルマって初めて聞く単語ですけど」


    「福神漬けとか漬物もたくさん持ってきたわ。これならおかわりしても飽きないでしょ」


    「……何事にも限度があると思うけどなぁ」


    　持参の弁当箱に白米ライスとカレーとを盛りつける俺。


    　既にマリ部長とガブリエッラ先輩が自分の分をしっかり取り分けているのは……たぶん俺が遠慮しないようになんだろう。


    　之々星はというと、司馬先輩からの山盛りカレーを押しつけられて苦笑い。


    「之々星、それ食べきれる？」


    「……う、うん。明日からダイエットが必要そうだけど」


    「さあ行き渡ったわね。さっそくいただきましょう。二人も熱いうちにおあがりなさいな」


    　午前十一時。


    　初登山の山頂で食べる食事カレーの味は……？


    　ガブリエッラ先輩が味見で美お味いしいって言ってたから、なおさら期待が高まる。


    　しかし、もしも美味しくなかった時はどうしよう。間違ってもマズいなんて言えないよな。なんていう一いち抹まつの不安を隠しながらカレーの一口目をすくって、口元へ。


    「じゃあ、いただきます」


    「ええ。どんどんいただいちゃって。一年生の歓迎なんだから」


    「…………」


    「どうかしらお味のほどは」


    「……めちゃくちゃ旨うまいです。いや、お世辞とかじゃなくて本当に！」


    　俺の表情を観察するように見入るマリ部長に、俺は大きく首を振って頷うなずいた。


    　一口目を口にした瞬間に不安なんて吹き飛んだ。


    　ガブリエッラ先輩の言うとおりだ。本当に旨い。こんな市販のカレールーだけで、どうしてこんな本格的な味になるのか不思議なくらい。


    「あーよかった。美味しくなかったらガブちゃんのせいにしようと思ってたんだけど」


    「もう部長、そんなのありえませんから」


    　ガブリエッラ先輩が、カレーを美味しそうに頬ほおばりながら。


    「ちゃーんとガブが『美味しくなーれ』って愛情をこめながら煮込んだんですもの。美味しくないわけがないのです」


    「はっ！　そうよ、ガブちゃんの愛情入りカレー。これは学園祭で爆売れだわ！」


    「売りませんしっ!?」


    「……あの。お米もすごく美味しいです」


    　先輩女子二人の会話に、おずおずながら之の々の星ぼしがそう割って入った。


    　自分の器にまだ山盛りのまま残ってる白米ライスを見つめて。


    「炊きたてで、ご飯の水加減もちょうどいいし。ね？　冬ふゆ嶺みねくん」


    「ああ。ちょっと硬めだからカレーとよく合うよな」


    　炊きたての米は軟らかすぎず、かつ芯しんを残さずに。


    　これも食べてみて実感した。火加減と蒸らし具合が実に絶妙なのだ。


    「良かったわ。じゃあトーマ、おかわりが必要でしょ。私のカレーわけてあげる」


    「えっ!?　ちょ、ちょっと部長ってば！」


    「大丈夫よ。まだこっち口つけてないから」


    　自分の器によそってあるカレーをスプーンですくって、なんと部長がそれを直接俺の容器に移してきたのだ。いやいや。さすがに大胆すぎやしないですか部長。


    　だってこれ間接キスの限りなく一歩手前じゃないか。


    「これも登山部のしきたりよ。部員は家族も同然、なにも恥ずかしいことじゃないわ」


    「……部長」


    「さあトーマ、私のカレーを受け取ってちょうだい」


    　なんとも包容力のある微笑を浮かべる我らが部長。


    　カレーをのせたスプーンを俺の容器に近づけて──


    「待てマリ」


    　部長のスプーンを止めたのは、横から割って入った司し馬ば先輩の一言だった。と同時になぜかマリ部長がびくっと肩を痙けい攣れんさせる。


    「俺の目をごまかせると思うなよ」


    「ぎくっ……な、なにかしら信のぶ成なり？　わたしはトーマにカレーをお裾すそ分わけしてあげようとしただけじゃない」


    「冬ふゆ嶺みね」


    　鋭い眼光で部長のスプーンを見下ろす司馬先輩が、俺に向けてこう言った。


    「自分の器を見てみろ。マリは、自分の苦手な玉ネギをお前に押しつけただけだ」


    「え……ってうわっ！　俺のカレーが玉ネギだらけ!?」


    　山盛りになった玉ネギを前に、思わず変な声が出た。


    　なんて器用な。あの一瞬でスプーンで玉ネギだけ掬すくいとって俺の容器に移してたのか。


    「……部長」


    「あ、あらあら。玉ネギがちょっと多めにソッチに移っちゃったかしら。あ、あははは……」


    「マリ」


    　司馬副部長の眼鏡が輝いた。


    「却下だ」


    「あ、あははは……だめ？」


    「だめだ」


    「……ぐすん」


    　泣く泣く俺の器から玉ネギを回収するマリ部長。


    　そうか、完全無欠と思えた部長にも弱点らしい弱点はあるんだな。


    　ちなみにネギが嫌いというと動物では猫を真っ先に思い浮かべるけど、そういえばマリ部長ってたしかに猫っぽい属性がある。気まぐれなところとか特に。


    「俺の目の黒いうちは好き嫌いなど許しはせん！　そして冬嶺、カレーの盛り方がたりんぞ。俺が手本を見せてやる。さあ食せ！」


    　水を溜ためたバケツをひっくり返すがごとく、我らが副部長がカレー鍋なべを持ち上げるや、大きく傾けて俺の容器にカレーを流しこみ始めた。


    「こぼれる！　司馬先輩、こぼれますってば！」


    「こぼれる前に食えばいい」


    「無茶ぶりにも程がある!?　うっ……の、喉のどに……詰まっ……！」


    「冬ふゆ嶺みねくんっ？」


    　激しく噎むせて。


    　背中を之の々の星ぼしにさすってもらうという何とも恥ずかしい経験を味わいながら──


    　俺は、いや俺たちは食事を終えたのだった。


    　ちなみに俺はノルマのおかわり三杯プラス、司し馬ば先輩からのおまけでもう一杯。


    　之々星は最初に司馬先輩から押しつけられた山盛りカレーに苦戦しつつも完食し、マリ部長とガブリエッラ先輩から喝かつ采さいを浴びていた。


    　その後に。


    「……美お味いしかったよね」


    「……同感。でももう限界だ」


    　食べすぎて動けない俺と之々星は、ベンチに腰かけながら互いにそう頷うなずき合っていた。


    　カレーはお世辞ぬきに美味しかった。


    　しかし俺と之々星には共通して一つの疑問が残っていた。昨日、スーパーの買いだしから帰った後にマリ部長がこう言っていたことを覚えている。


    　カレーは山の食事にふさわしくないメニューである、と。


    「全然、これが登山メニューでダメなんて思えないけど」


    「ね。わたしもそう思う」


    　山に登ってみればわかるって部長は言っていたけど、いまだにその疑問だけは解決していない。謎なぞが解けないまま後片付けとなり──


    「……ん」


    「どうしたの冬嶺くん」


    「そういえば山頂って食器を洗う場所がないな、ってさ」


    　カレーを食べた後の皿を思いだしてほしい。


    　どんなに綺き麗れいに食べても容器にはルーと白米ライスの糊のりがこびりつく。スプーンも同様だし、カレー鍋なべにいたっては鍋の底にたっぷりルーが付着しているままだ。


    　……油も焦げもついてるし。


    　……洗剤使ってよく洗わないと取れないよな。


    　この食器をどうやって洗おうか。山頂を見回しても目に付くのは小さな山小屋とトイレだけ。家庭の流し台にあたるような場所がないのだ。


    「はいはーい。トーマも縁ゆかりっちも片付け始めるわよ。お昼になって登山客も増えてきたから、そろそろテーブルを譲ゆずってあげましょう」


    「部長、ちなみにこの食器は……？　ええと水はトイレに流すとか？」


    「ううん。山のトイレは水洗じゃないところも多いの。食器を洗った水を流しちゃったら土が汚れちゃうわ」


    「ってことは」


    「汚れを拭ふき取っておしまい。あとは家に持ち帰って洗うのよ。ってわけでトーマと縁ゆかりっちはこれ使ってね」


    　ロールペーパー。それこそ近所のスーパーで六個詰めになっているものを、紙を取りやすいように補強しただけのものが宙をわたって俺の手元に収まった。


    「な、なるほど……」


    　もちろん紙で拭き取っただけでは油汚れも米糊のりも取れるわけがない。


    　ルーの塊かたまりをぬぐい取るくらいが精一杯だろう。さらに言えば、その汚れたロールペーパーを捨てる場所がないから持ち帰らなければなるまい。


    「山の帰りにもゴミが出るんですね」


    「そうなのよ。これがキャンプ場なら水場もあるしゴミを捨てる場所もあるんだけど、山の頂上でカレーを作るとここからが大変なの」


    　自分の食器を拭き終えた部長が、次に手にしたのはガブリエッラ先輩の食器だった。


    　なぜ他人の分を？


    　それは当のガブリエッラ先輩が自分の食器の片付けは二の次に、一番大変そうなカレー鍋なべの汚れを拭き取っていたから。


    「カレーはこのルーが厄やつ介かいなんですよ。トロッとしてるから鍋にくっつきやすいし、ロールペーパーで拭いても油汚れが落ちにくくて。同じ理由でシチューも要注意です」


    　鍋底のルーを丁てい寧ねいに拭き取りながら、金髪の先輩女子はそう教えてくれた。


    「だから登山のメニューは水気が多いものがいいんです。拭き取るのが楽ですし、鍋も油汚れがつきにくいですから。でもテレビだと山小屋の特集でカレーを食べてる姿がよく映りますよね。あれでついつい勘違いしちゃうんです」


    　汚れたロールペーパーをビニール袋へ。


    　さらに汚れたカレー鍋もビニール袋で覆って、ガブリエッラ先輩はそれを嫌いやな顔一つせずに自分の登山リュックに詰めこんでいく。


    　その光景に──


    「あ！　先輩、それ俺が持ちますよ」


    　俺は咄とつ嗟さにそう発していた。


    　そうしたゴミや荷物を背負うのは後輩の仕事だ、と。


    　中学時代の入部したての時期から先輩にキツく仕込まれていた経験が、皮肉なことに今なお骨身に染みついているのかもしれない。


    「食事作ってもらっただけでも十分なのに、ゴミも、そんな洗い物の鍋まで持ってたら──」


    「いいえ」


    　優しげに。


    　けれど芯しんの強さを感じさせる口調で、目の前の先輩女子はそう言った。


    「ガブも、去年の登山で同じことをしてもらいました。去年は信のぶ成なり先輩が、やっぱりカレーの鍋なべを同じように持ち帰ってくれたんですよ。だから今年はガブの番です」


    「…………」


    「来年、新入生がまた入ってくれたら、その時はトーマさんにお願いしますね」


    　言葉が出なかった。


    　歓迎登山だからあなたトーマは気楽にしてて。その言葉と裏腹に、先輩たちはこうも真剣に登山と向き合っていたのだ。


    　……カレーが山の食事にふさわしくないことを教えるために。


    　……汚れた鍋の片付けも、家に持ち帰って夜に一人で洗うことを承知の上で。


    　そこまでするのかよ。


    　否いな、そこまでしてくれるのか。


    　たった二人の新入生を迎え入れるために。


    「ガブリエッラ」


    　カレー鍋とゴミとをリュックに詰め終えたガブリエッラ先輩の肩を叩たたく、司し馬ば先輩。


    　その手には彼女のポリタンクが握られていた。


    　こちらは水がまだほとんど使われずに残ったまま。


    「預かっておく」


    「え？　でもソレはガブの……」


    「鍋の後始末は面倒だからな」


    　目を丸くする金髪の美少女に、副部長は淡々とした口調で言葉を続けた。


    「せめてポリタンクは俺が背負ってやろう。お前は鍋だけ持てばいい」


    「────」


    　ありがとうございますとは彼女は言わなかった。


    　最高の微笑とともに頭を下げる。


    　もはや二人は言葉を必要としていない。登山部で過ごした去年一年間は、それだけの絆きずなを育はぐくむのに十分すぎる時間だったのだろう。


    「片付け終わったわね。それじゃあ名な残ごり惜しいけど下山しましょうか」


    　手を打ち鳴らすマリ部長。


    　と思いきや背中を向けて、リュックも持たずに山小屋の方へと歩きだした。


    「っと、その前に。トーマと縁ゆかりっちはこっちおいで」


    「……こっち？」


    「最初の山だもん。登頂しましたって記念を残しておきましょう」


    　首から提さげていたカメラを手に持ちかえて。


    　マリ部長が指さしたのは、俺たちが登った金きん時とき山やまの記念碑だ。


    　天下の秀峰──その謳うたい文句の背景に、真っ青な空と聳そびえ立つ富ふ士じ山さんが鮮やかに浮かびあがっている。


    　真正面に富士山を捉とらえた眺望はあまりにも広大。


    　だがこれでも高度千二百メートル。これより高い山に登った時、そこから見える景色はいったいどれほどのものなのか。


    「早く早く、二人とも看板の前に並びなさい。写真撮るから」


    　三さん角かく錐すい型の記念碑の前に立つ俺と之の々の星ぼし。


    　が、カメラのレンズ越しに俺たちを見る部長は、いま一つ納得のいかない表情で。


    「……んー何か違うのよね」


    「何がです？」


    「あ、わかった！　トーマも縁ゆかりっちももっと近づいて。二人とも仲良しで写りましょう」


    「はい」


    　そう答えた之々星が、俺の左手に触れるくらいまで身を寄せてくる。


    　艶つややかな黒髪が俺の肩に触れる距離。


    　中学校、そして高校。同じ学校に通ってきたなかで一番近い距離。


    　互いの息づかいさえ聞こえてしまいそうなほど近くに之々星縁が──俺が人生最初の告白をして、そして盛大に失敗した初恋の少女が立っていた。


    　……うわ、やば。


    　……俺、恥ずかしすぎて顔真っ赤になってるかも。


    　あまりに近すぎて之々星の横顔さえ見れやしない。俺が顔を向けたら、俺の顔が彼女の頬ほおに触れてしまう距離なのだから。


    「トーマ、恥ずかしがってないでもっと笑顔よ？　誰も見てないってば」


    「目の前で部長がニヤニヤ見てるからですってば！」


    　俺にだけ伝わるあのイタズラっぽい笑み。


    　くそ、間違いなくわざとだ。記念写真を一枚撮るのにこんな結婚式の写真みたいな距離までくっつく必要ないじゃないか。


    「はい撮るわよー。二人とも笑って」


    　……シャッターの音。


    　……俺は、その瞬間、ちゃんと笑顔ができていただろうか。


    　俺のためというより、隣に立つ之々星の微笑に釣つり合う表情でいないと、せっかくの彼女の笑顔の価値まで損ねてしまう気がした。


    　だから。


    　之の々の星ぼしの笑顔と一緒に並べるよう、俺は、彼女の隣で精一杯の笑顔を作ってみせた。


    「はい終わりー。二人ともお疲れさま」


    　ほっと胸をなでおろす。


    　ガブリエッラ先輩と司し馬ば先輩が待っているテーブルへ。そのわずか十数メートルほどの間に、之々星が俺の隣に並んできた。


    「ご、ごめんね冬ふゆ嶺みねくん」


    「ん？」


    「あの……近かったよね。さっきの写真の時。恥ずかしかったでしょ？」


    　わずかに顔を赤面させて、照れくさそうにそう言う彼女。


    　やっぱり。あんなに近いんだから之々星だってそりゃ意識するに決まってる。


    　……そりゃ恥ずかしかったさ。


    　……だけど俺にとっては。俺にとっては確かに特別な────


    「記念写真だよ」


    　一度大きく深呼吸。


    　顔を赤らめたままの之々星に、俺はそう答えてみせた。


    「新入部員が二人だから二人で一緒に写真撮るのは当たり前だし。距離が近いっていったって、登山部っていうのはそういうものだろ」


    「…………」


    「写真、うまく撮れてるといいけどな」


    　内心、心臓はバクバクだ。


    　落ちつけ。慌あわてるな。俺が話してるのは之々星じゃなくて榮えい太た郎ろうだって自分に言い聞かせて必死に声を絞しぼり出しながらの返事だったけど。


    「うん！」


    　之々星は大きく頷うなずいてくれた。


    　恥ずかしそうだった表情もどこへやら。


    「頑張ろうね冬嶺くん、今から下山だよ。知ってる？　山って登りより下りの方が厳しいって言われてるの。理由は────」


    　そんな彼女の濃密な山トークを聞きながら。


    　俺は、人生最初の山頂を後にした。
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    　初めての登山を終えて。


    　週明けの月曜日──


    「なあトーマ、なんで今日一日、そんな変な歩き方してたんだ？」


    　椅い子すから立ち上がった俺を見て、榮えい太た郎ろうがふしぎそうに目を細めた。


    　放課後の教室。


    　帰宅と部活とでクラスメイトの数もまばらになった時刻のこと。榮太郎も、鞄かばんとともに部活用のジャージを抱えている。


    「フラフラしててすげぇ挙動不審だけど」


    「筋肉痛……」


    「筋肉痛？　土日にマラソンでもしたのかよ」


    「油断した。ちょっとキツめのハイキングくらいかと思ってたのに、昨日の朝起きたら太ももが張ってて歩けないとか笑えないって」


    「いや、だから何したんだってば」


    「バスに乗って乗り物酔いして自然を感じてカレー食べて記念写真撮って帰ってきた」


    「わかんねぇよ!?」


    　顔に疑問符を浮かべる榮太郎。


    　そんな友人に代わって、俺の前にやってきたのは自慢の髪を縦ロールにした少女だ。


    「はんっ、情けないですわね冬ふゆ嶺みね冬とう馬ま！」


    「よお橘たちばな。おいっす」


    「え？　ああ、これはご丁てい寧ねいに。ご機嫌いかがかしら…………って、違いますの！」


    　縦ロールの髪を乱して首をブンブンと横に振る橘ハルカ。


    　一年生総代にして自他共に認める名家のお嬢様であるクラスメイトだが、筋肉痛に悩まされた状態で相手をするのは何というか……疲れるな。


    「頼むからもうちょっと声量を抑えてくれ。その声が筋肉痛に響く……」


    「そう、その筋肉痛ですわ！」


    　思いきり俺の顔めがけて人差し指を突きつけるお嬢様。


    　そして俺の懇こん願がんは無視ですか。まあわかってたけど。


    「まったくもって嘆なげかわしい。それでも若人わこうどですの？　この週末に何をしたのか知りませんが、日頃から身体からだを鍛きたえていないからちょっとの運動で身体が音を上げるのです」


    「そういうお前はどうなんだよ。お前だって帰宅部だろ」


    「わたくし？　わたくしは毎週末、テニス場を借りきってお父様とたっぷり二時間はテニスのラリーで身体からだを動かしてますわ。月末にはゴルフも嗜たしなみますのよ」


    「このお嬢様め……」


    　俺だって家に帰ってから近所をランニングくらいはしてるさ。


    　だけど登山で使う筋肉は、ランニングで鍛きたえられる部位とは違う。坂道をああも延々と登り続けるような経験は初体験だし、あんなにも長時間を歩き続けたのも久しぶりだ。


    「で、土日に何をしてたんですの？」


    「大したことじゃないって。この前の──」


    　お前にもチラシを見せた登山部の歓迎登山だよ。


    　そう言いかけた言葉を、俺は半ばで喉のどの奥へと押しもどした。


    「秘密」


    「えっ……どうしてですの？　教えてくれてもいいではありませんか！」


    「秘密にしたい気分だからだよ」


    　一昨日のこと──


    　部員わずか五名で山に登ってきた。ただそれだけのことなのに語りたいことはあまりに多すぎて、俺の思いつく言葉じゃとても正確には伝えきれない気がしたんだ。


    　言葉では言い尽くせないから答えられない。


    　もっとも橘たちばなハルカは、そんな俺の心境など露知らず。


    「むぅ……気になりますわね」


    「別にいいだろ」


    「いえ、やはり見過ごせませんわ！　そんな意味深な言い方されたら誰だって気になります。さあ冬ふゆ嶺みね冬とう馬ま。コソコソと隠し事なんて真似まねはせず、いざ堂々と話すのです！」


    　お前それ、自分がコソコソと俺の机を漁あさってたこと忘れてるだろ。


    　とはいえこのお嬢様のことだ。ここで逃げても明日またしつこく聞いてきそうだもんな。


    「じゃあ条件を出す」


    「ほほう？」


    「明日の数学の小テストでどうだ。九十点以上取れたら教えてやるよ」


    「あら。そんな簡単なことでいいんですの？」


    　俺の出した条件が緩ゆるいと感じたのか、橘ハルカが早くも腕組みして勝ち誇る。


    「わたくしが誰かお忘れ？　中学の全国模試一位にして我が校一年生総代の橘ハルカですわよ。こんな数学の小テストなんて目をつむっても──」


    「お前じゃなくて『エイタローが』九十点取れたら、だよ」


    「……はい？」


    　ぽかんと口を半開きにするお嬢様。


    「……俺？」


    　そして再びふり返る榮えい太た郎ろう。


    「橘たちばなさ、先週の金曜日にエイタローに数学教えてたよな。お前の教え方が俺より上だっていうなら、エイタローが数学の小テストで九十点くらい簡単だろ」


    「…………」


    「…………」


    　互いに互いへ向き合う橘ハルカと榮太郎。


    　ややあって。


    「上等ですわ！」


    「いや無理だから!?」


    　両者がまるで正反対の宣言を口にした。


    「さあ石いし田だ榮太郎くん、わたくしとの数学特訓の成果を発揮する時が来ました。明日のテストで九十点以上を取るのです」


    「いや不可能！　無理無理、絶対ムリ！」


    「ちょっと石田くん、やる前から諦あきらめてどうするんですの！　いいですか橘家の辞書に『敗北』の二文字はありません。今日もこれから特訓です！」


    「これから部活だし！」


    「わたくしは部活ありません」


    「俺が硬式テニス部だって意味だよ！」


    　早々に諦めて逃げようとする榮太郎。


    　橘ハルカはと言えば、そんな友人の背中を捕まえて。


    「こら、どこへ行くのです石田くん。さあ教科書を取りだしなさい。あの冬ふゆ嶺みね冬とう馬まとの勝負にわたくしが負けるわけには────」


    「じゃ。頑張れ二人とも」


    　そんな二人を横目に、俺は全身の筋肉痛に耐えながら鞄かばんを抱えた。


    　教室の扉をこえて。


    　夕ゆう陽ひが差しこむ廊下の、その先へ。
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    　仮入部から、もうひと月近く。


    　部活のない日でも無意識のうちに足がここへ向かってしまう程度には、どうやら俺は最近の学校生活が嫌いじゃなかったらしい。


    　そのことに気づいたのはつい昨日。


    　金きん時とき山やまの初登山を終えた後の日曜日のこと。今日が休日で学校がないのが退屈だな、と……そう思っている自分がいることに俺は自分自身で驚いていた。


    「……ホントわかんないもんだよな」


    　鞄かばんから一枚の用紙を取りだす。


    　そこの末尾にある自身の署名サインを何度も確かめて、目の前の扉を開いていった。


    　ほま高登山部──


    　夕ゆう陽ひの差しこむ部室には、すでに俺を除く四人が集まっているところだった。


    　マリ部長はいつもの定位置。中央に置いてある机の端っこに座ってて、その正面には司し馬ば先輩が直立不動で立っている。


    　そしてガブリエッラ先輩と之の々の星ぼしは。


    「い、いたたたたっ……の、之々星さんもっと優しく圧おしてくださいな。ふくらはぎが痛くて攣つりそうですぅ」


    「こうですか？」


    「そうそう。その調子。ああいいですぅ。次は背中をお願いします……」


    　壁際のソファーにうつぶせに寝ころぶガブリエッラ先輩と、その背中を念入りにマッサージしてやる之々星という光景。前にも見た覚えがあるな。


    「之々星？」


    「あ、冬ふゆ嶺みねくん！　土曜日はおつかれさま」


    　マッサージの手を止めて之々星がふり返る。


    　その制服姿が目新しく感じるのは、そうか、土曜日の登山が私服姿だったからか。


    「おつかれ。で、先輩と何してるんだ？」


    「ガブリエッラ先輩のマッサージ。土曜日の登山で筋肉痛になっちゃったんだって」


    「……うぅ。恰かつ好こういいところを見せようと頑張りすぎましたぁ」


    　ソファーから起き上がれない様子の先輩女子。


    　その肩や背中を揉もんでやる之々星は、そんな疲労や筋肉痛に苦しんでる様子は一切なくて、むしろ土曜日の登山を終えてリフレッシュ完了みたいな清すが々すがしい表情だ。


    　さすが元空手少女。


    　っていうかもしや、筋肉痛になってるのって俺とガブリエッラ先輩だけ？


    「おいっすトーマ。来たわね」


    　机の端っこに腰かけたマリ部長が片手を上げる。


    「元気？　久しぶりの運動だったろうし筋肉痛とかならなかった？」


    「え……い、いや別に！」


    　相変わらずの観察眼だな。しかしあいにく、之々星の前でそんな軟派ぶりをわざわざ自白する気はない。


    「全然。めちゃくちゃ元気ですし」


    「あらそう？　足とか筋肉痛で攣つってるのをクラスメイトに不審がられて『すげぇ挙動不審だ』なんて言われてなかったかしら」


    「見てたな!?　部長、絶対どこかで見てたでしょ！」


    「まあまあ。それはさておき」


    　マリ部長がぴょんと机から飛びおりる。


    「土曜日はおつかれさま。トーマも縁ゆかりっちも、あんなにしっかり登山っぽいことしたのは初めてだったもんね。どうだったかしら？」


    「楽しかったです。ありがとうございました！」


    　まっ先にそう答えた之の々の星ぼしがお辞儀。


    　その隣で、俺もマリ部長と司し馬ば先輩に向かって頭を下げた。ガブリエッラ先輩は……いまもソファーの上で悶もだえてるから御礼はまた後ほどだ。


    「楽しかったですよ」


    「おー。トーマが素直にそう言うのはなんだか新鮮ね」


    　そんなことは断じてないです。


    　と、言いたい気持ちはひとまず忘れよう。


    「……本当のことですから。それくらいは素直に言いますってば」


    　後ろ頭をかきながら、俺。


    「あんな自然の多いトコに行くなんて小学生以来で懐かしかったし、山を登ってる時も賑にぎやかで、頂上の景色も良かったですから。あと、後片付けは大変そうだったけど作ってもらったカレーも美お味いしくて」


    「それは良かったわ」


    「でも、一つだけ不満があります」


    「あら？」


    　いかにも好奇心旺おう盛せいといったマリ部長の眼まな差ざしが、俺の方へ。


    　マリ部長だけじゃない。後ろの司馬先輩やガブリエッラ先輩、それに之々星の視線までもが俺の一挙一動に集中するのを感じる。


    「何かしら」


    　まっすぐ俺を見つめる部長へと、俺は無言で左手の紙をさしだした。


    「ん？　これは……」


    「やっぱり俺。あれから考えたけど、汚れた調理鍋コツヘルとかゴミとか先輩たちに持たせるのは気がすすまないです。性格的に」


    　入部届。


    　今日の昼休みに職員室でもらってきて署名サインしたばかりのものだ。


    　之の々の星ぼしは仮入部当日に書いて提出したけど、俺はまだ仮入部のままだったから。


    「次からは俺がそういうの全部持ちますので」


    「…………」


    　俺と、俺が手渡した入部届とを何度も何度も見比べる部長。


    「トーマの不満ってのはソレ？」


    「何か」


    「いやいや。トーマも言うねぇ。ま、これは顧問の先生に渡しておくとして」


    　入部届の紙を大事そうにクリアファイルにしまう部長。


    　と、そんな仕草もそこそこに。


    　何かを思いだしたように部長が手を打った。


    「ああそうそう、金きん時とき山やまの写真がさっそくできたから配りましょう。みんなが登ってるところと休憩してるところ。ガブちゃんのＴシャツが風でめくれてお腹なかが丸見えになったところ。最後に、山頂の集合写真よ」


    「待って一つ変なものが交じってます!?」


    「さあみんな、ガブちゃんが筋肉痛で起き上がれないうちに配るわよー」


    「ちょっとぉぉぉっ！」


    　ソファーでのたうち回る美少女を背に、数枚ずつのセットになった写真をマリ部長が配っていく。


    「はい縁ゆかりっち。はいトーマも。二人には特別に一枚追加してあるから」


    「ん？　何だろ」


    　言われるまま写真を見ていって──


    「あ！」


    「ああ、これか」


    　俺と之々星は一斉に声を上げていた。


    　……まったく。


    　……これがその特別な一枚かよ。


    　俺と之々星のツーショット。


    　山頂の記念碑を背景に、これでもかと身を寄せる俺たち二人の記念写真。そこに写っている之々星ははにかみながら柔和な微笑ほほえみを湛たたえていて。


    　対する俺はぎこちなさそうに肩を強こわばらせて、表情も慣れない笑顔で堅さが拭ぬぐいきれてない。写真慣れしていない奴やつの典型的な表情というやつだ。


    　残念。やっぱりこうなっちゃうよな。


    　だが──


    　だからこそ。


    　写真の裏に鉛筆書きされたメッセージを見て、俺は噴きだしそうになってしまったのだ。


    



    　──次があるさ。がんばれ少年！


    



    　この一文が誰によるものかなんて、そんなの考えるまでもない。


    　次。


    　登山部にいれば機会なんていくらでもある。


    　次こそは、之の々の星ぼしの笑顔に釣つり合う表情で一緒に記念写真を撮れるように。


    「気に入ってくれた？」


    「……ええ、そりゃあもう」


    　俺にだけ伝わる意味深な笑みのマリ部長へ、俺は苦笑を押し殺して肩をすくめてみせた。


    　その仕草で俺の意図も伝わったのだろう。


    　部長が無言でウィンク一つ。


    「さあ、我が部はここからが本番よ。さっそく五月の登山計画、決めよっか？」


    



    　俺という登山初心者を含めてたった五人の──


    　今年のほま高登山部が、始まった。

  


  [image: ]


  
    あとがき


    



    　初めまして、細さざ音ね啓けいと申します。


    　今回『ほま高登山部ダイアリー』を執筆するにあたり、実に十年以上ぶりに作中とまったく同じルートで金きん時とき山やまに登ってみました。……いま筋肉痛で辛つらいです。


    　自分が高校登山部だった時、男子も女子も華やかな恋愛の青春なんて興味がなくて、いかにバカ騒ぎするかしか考えてなかったように思います。登山部の部室に皆で集まるだけで楽しくて、誰一人として恋愛なんか考えもしてなかったのかなと。


    　本作『ほま高』におけるヒロイン之の々の星ぼし縁ゆかりも、そうした少女の一人です。


    　登山に恋するあまり、青春の恋を知らない少女──


    　そんな彼女に恋してしまった主人公がヒロインに連れられて登山部に入部したわけですが、もし続巻を出せるようなことがありましたら、そんな主人公による「ほま高登山部」の続きを、あらためて応援して頂ければ幸いです。


    　最後になりますが、このたびは本書を手にとってくださってありがとうございました！


    　それでは、またお会いできることを願いつつ──


    



    
      二〇一六年某月　　登山後の筋肉痛に悲鳴を上げながら　　細音　啓　

    


    


  


  
    細音　啓


    Kei Sazane


    



    このたびガガガ文庫様からデビューさせて頂くことになりました。登山を題材にした少年少女のラブ（コメ）と青春の物語、お付き合い頂ければ幸いです。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    ほま高登山部ダイアリー
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